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例　　言
1・本書は一般国道483号北近畿豊岡自動車道春日和田山道路Ⅱ建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告書である。発掘調査および整理作業は、国土交通省近畿地方整備局の依頼を受けて兵庫県教育委

員会埋蔵文化財調査事務所および兵庫県立考古博物館で実施した。

2．本書は兵庫県朝来市山東町和賀字向山に所在する芝花古墳群の報告である。発掘調査時点では芝花

古墳群その2として実施したが、ここでは芝花弥生墓群・古墳群と呼称し、収録した。

発掘調査の担当者は以下のとおりである。

確認調査　　岸本一宏　井本有二（現新宮高校）

全面調査　　岸本一宏　服部　寛　戸田真美子

3・発掘調査にあたっては但南建設株式会社に委託して実施した。発掘調査補助は山本亮司・細川晋太

郎、現場事務・室内作業は加門美智代・三木伊代乃・西田みゆきがあたった。

4・発掘調査時の地形および遺構の実測は空中写真測量図化として、株式会社ニコスに委託して実施し

た。その他の詳細実測は補助員および調査員が実施した。また、出土品整理時の遺物実測および遺

構・遺物図の浄写は嘱託員が行なった。

5・出土品整理事業は平成18（2006）年度から兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所、平成19年7月

以降は兵庫県立考古博物館で実施した。主として嘱託員等が整理作業を担当し、発掘調査担当者の

うちの事務所・博物館所属職員が作業指示等を行い、これに工程管理の職員が加わって実施した。

また、金属器保存処理は事務所・博物館職員の指導のもとに当事務所で行った。

2年にわたる出土品整理事業の担当者は下記のとおりである。

作業指示担当職員　岸本一宏（工程管理兼務）

保存処理担当職員　岡本一秀

作業担当嘱託員等　八木和子　垣本明美　長濱（三島）重美

眞子ふさ恵　西口由紀　木村淑子　小野潤子　三好綾子　奥野政子

又江立子　荒木由美子　藤池かづさ　嶺岡美見

栗山美奈　大前篤子　藤井光代　清水幸子

6・本書に使用した写真のうち、遺構については調査員が撮影したもの、発掘中の空中写真撮影は各空

測会社に委託して撮影したものを使用した。また、遣物写真については株式会社タニグチ・フォト

に委託して撮影したものを使用した。

7．芝花古墳群出土試料の自然科学分析のうち、放射性炭素年代測定については株式会社加速器分析研

究所、ガラス玉および赤色顔料の蛍光Ⅹ線分析と玉類石材同定は株式会社パレオ・ラボに委託して

実施した。

8．本書の執筆は岸本および鉄器の一部を細川晋太郎（関西大学大学院）が行い、自然科学分析につい

ては各社の報告文の一部を掲載した。また、編集は嘱託員の補助のもと、岸本が行った。

9．本報告で使用した図面・写真および遺物は、兵庫県立考古博物館および魚住分館で保管している。

10・発掘調査および報告書作成にあたり、以下の方々から多大なる御協力を得た。記して感謝の意を表

します。（以下、順不同敬称略）

田畑基　中島雄二　山根実生子　瀬戸谷日告　谷本進　岩本崇　千葉太郎
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凡　　例

1．本書で使用した方位は第Ⅴ系国土座標（日本測地系）を基準とし、北は座標北をさす。標高の数値

は国土地理院1等水準点を利用した海抜高（T．P．）を使用した。

2．遺構番号は遺跡ごとに略号を使用し、古墳主体部は各号境の後に番号を付し、弥生木棺および古墳

区画港内埋葬についても単純にSXの続き番号を付した。土器棺はSTの略号を使用し、その他土

壌はSKとしている。

3．遺構等の土層色調名および土器の色調名は『新版標準土色帳』（農林水産省農林水産技術会議事務

局・財団法人日本色彩研究所色票監修）によるものであり、土層名のうち、堆積物の粒度区分につ

いては、『新版地学ハンドブック』（大久保雅弘・藤田至則編著、築地書館株式会社発行）により、

調査担当者が経験的に触感により判断したものである。また、ガラス玉・石製玉類の色調について

は、『HV／C基準色票20色相簡略版』（株式会社カラーアトラス発行）によった。

4．遺物番号は本文・挿図・写真とも同一とし、遺物の種類ごとに通し番号としている。

また、遣物番号のうち、石製品には番号の前に「S」、鉄器には「T」、玉類には「J」をそれぞれ

冠し、種類ごとに通し番号としている。

5．土器類実測図のうち、須恵器は断面黒塗りにしている。

6．本書に掲載した挿図のうち、第1図は国土地理院発行の1／25，000地形図、第2図は朝来市教育委員

会から提供をうけたものをそれぞれ使用した。また、カラー図版1の航空写真については国土地理

院が撮影したものを使用した。
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STOl全景（南東から）

STO2全景（北西から）

STO3上面全景（西から）

STO3第2面全景（南から）

STO2埋土土層断面（南東から）

STO2合せ口部分（北東から）
STO2棺内の状況（東から）

STO2墓場（北東から）

8号墳全景（北西から）

9～15号墳全景（北西から）

9号墳主体部蓋石の状況（南東から）
9号墳主体部蓋石除去後（南東から）

9号墳全景（南東から）

9号墳主体部東側壁体（南西から）

10号墳主体部全景（南東から）
10号墳主体部SXlOOl棺内（南東から）

10号墳主体部SX1001東部遺物出土状況
（南東から）

10号墳主体部SXlOOl西部鉄鋲出土状況
（北西から）

カラー図版29　上10号墳主体部SX1001墓場東側土器検出

状況（南東から）

下10号墳主体部SXlOOl墓場全景

カラー図版30　上

下

カラー図版31上

下

カラー図版32　上

下

カラー図版33　上

下

カラー図版34　上

（南東から）

11号墳主体部全景（北から）

11号墳主体部SX1101礫床（西から）

11号墳主体部SX1103全景（北から）

11号墳主体部SX1104全景（北から）

14号墳主体部SX1401上部の礫（北から）
14号墳主体部SX1401蓋石の状況

（北から）

14号墳主体部SX1401棺身の状況
（北から）

14号墳全景（北から）

14号墳主体部SX1401胡諒金具・鉄鋲出土
状況（北から）

下　S KOl全景（西から）
カラー図版35　①10号墳主体部SX1001鉄器・玉頬出土状況

（南から）

②10号墳主体部SXlOOl竪櫛検出状況
（北西から）

③　8号墳主体部SX802埋土土層断面
（北東から）

④　8号墳西側墳裾土師器出土状況

（南西から）



カラー図版35　⑤　9号墳主体部SX901蓋石目地粘土の状況　　カラー図版40

（北西から）

⑥　9号墳主体部SX901鉄線出土状況

（北西から）

⑦11号墳主体部SXllOl鉄刀子出土状況
（東から）

⑧11号墳主体部SX1101鉄斧出土状況

（南東から）

カラー図版36　　　STOl～03棺使用土器
カラー図版37　上　弥生木棺墓出土供献土器

下　弥生木棺墓・11号墳出土鉄器・14号墳

出土遺物

カラー図版38　上　8号墳出土遺物
下10号墳出土遺物

カラー図版39　上10号墳出土玉類

下　S XO6出土玉類

写真図版1　上
下

写真図版2　上
下

写真図版3　上
下

写真図版4　①

②

③
④

⑤

⑥
⑦

写真図版5　上

下

写真図版6　上
下

写真図版7　上
下

写真図版8　上
下

写真図版9　上
下

写真図版10　上
下

写真図版目　上
下

写真図版12　上
下

写真図版13　上

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑬

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑬

写真図版目　次

SXOl（東から）

SXOl墓墳（東から）
SXO2・03（南西から）

SXO2（南西から）

SXO2・03（北西から）

SXO2破砕土器出土状況（北東から）
SXOl破砕土器出土状況（東から）

SXOl墓場埋土土層断面（北から）

SXOl墓場北部埋土土層断面（東から）
SXO2埋土と土器出土状況（南東から）

SXO2確認調査時土器出土状況（北東から）

SXO2墓場埋土土層断面（南東から）

SXO2墓場北部埋土土層断面（北東から）

SXO3（南東から）
SXO3墓墳（南東から）

SXO4～07・11・14・17・18（北西から）

SXO4～06墓墳（北西から）

SXO4理土土層断面（北東から）

SXO4相模出面（北西から）

SXO4破砕土器出土面（北西から）
SXO4破砕土器出土状況（北西から）

SXO4墓場（北西から）

SXO5埋土土層断面（東から）

SXO5（北から）

SXO5破砕土器出土状況（南東から）

SXO5外郭部破砕土器出土状況（南東から）
SXO5墓場（北から）

SXO6埋土と9号墳周溝との関係（南西から）

SXO6埋土土層断面（南西から）

SXO6（南東から）

下　SXO6墓場（北西から）
写真図版14　①　SXO4破砕土器出土状況（北西から）

②　SXO4墓場理土土層断面（北東から）
③　sxO4墓場東部埋土土層断面（北西から）
④　SXO5埋土土層断面（東から）
⑤　SXO5西側小口穴理土土層断面（北から）
⑥　SXO5作業風景（北から）
⑦　SXO6理土土層断面（南西から）
⑧　SXO6墓場埋土土層断面（北西から）

Vl

実体顕微鏡による出土遺物の細部写真
SX11出土Tl（鈍）細部（蔓状紐巻）
8号墳出土T4（短剣）細部（布）
8号墳出土T5（鉄線）細部（樺巻）
10号墳出土TlO（刀子）細部（竪櫛）
4号土
走

貝 出土T27（鉄鋲）細部（地糸巻）

14号墳出土T28（鉄鋲）細部（矢柄糸巻）
4号土
立
≡ 出土T29（鉄鍍）細部1（地糸巻）

14号墳出土T29（鉄鋲）細部2（地糸巻）

14号墳出土T34（鉄鍍）細部（樺・地糸巻）
女
≡

立
貝

4号土

14号土

出土T36（胡諒金具）細部1（鋲）
出土T36（胡諒金具）細部2（鋲）

SXO6出土」1（ガラス小玉）細部

SXO6出土」3（ガラス小玉）細部

14号墳出土T38（胡諒金具）内面細部1（獣毛）

14号墳出土T38（胡諒金具）内面細部2（獣毛）
14号墳出土T38（胡諒金具）内面細部3（獣毛）



写真図版15

写真図版16

写真図版17

写真図版18

写真図版19

写真図版20

写真図版21

写真図版22

写真図版23

写真図版24

写真図版25

写真図版26

写真図版27

写真図版28

写真図版29

写真図版30

写真図版31

写真図版32

写真図版33

写真図版34
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SXO7棺検出面（西から）
SXO7破砕土器出土面（西から）

SXO7破砕土器出土状況（南から）

SXO7墓場（南から）

SXO8埋土土層断面（北東から）

SXO8（北西から）
SXO8墓場（北西から）

SXO9破砕土器検出面（南東から）

SXO9破砕土器検出面（北東から）

SXO9墓場（北東から）

SXlO理土土層断面（南西から）
SXlO（北西から）

SXlO墓場（北西から）

SX11埋土土層断面（北東から）

SX11破砕土器等検出面（北西から）

SX12（西から）
SX12墓場（西から）

SX13破砕土器検出状況（北東から）
SX13（北東から）

SX13墓場（北東から）

SXO7埋土土層断面（西から）

SXO9破砕土器検出面（南西から）

SXO9墓墳埋土土層断面（北東から）
SXlO破砕土器検出状況（南西から）

SXlO墓境内土器検出状況（南東から）

SXlO墓場理土土層断面（北東から）

SX12埋土土層断面（北西から）
SX12墓場埋土土層断面（北西から）

SX14墓場（北東から）

SX15（北西から）

SX15墓墳（北西から）
S

S

S

S

S

S

S
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S

S

S

S

S

X13棺内理土土層断面（南東から）

X13墓場理土土層断面（南西から）

X13南西部破砕土器出土状況（北東から）

X13西部破砕土器出土状況（北東から）
X14埋土土層断面（北から）

X14墓場埋土土層断面（北から）

X15棺内埋土土層断面（北西から）

X15墓場理土土層断面（北東から）

X16（南西から）
X16墓場（南西から）

X17埋土土層断面（南西から）

X17破砕土器等検出面（南西から）

X18埋土土層断面（南西から）

X11・18作業風景（南東から）
X16埋土土層断面（北西から）

X17破砕土器出土状況（北東から）

X18破砕土器出土状況（南東から）

TOl埋土土層断面（北西から）
TOl（北西から）

TOl（南西から）

TOl墓場（南西から）

TO2（北東から）

TO2上面検出状況（南東から）
TO2合せ口部分（北西から）

TO2蓋除去後（北東から）

TO2棺取り上げ直後の墓場（北東から）

TO3蓋除去後（南から）
TO3相身下半（東から）

TO3棺身口緑部出土状況（西から）

TO3棺身口緑部出土状況（南西から）

TO3墓場（西から）

Vll



写真図版35　上　8号墳主体部SX801・802（北西から）
下　8号墳主体部SX801・802（北東から）

写真図版36　上　8号墳主体部SX801埋土土層断面（北東から）
下　8号墳主体部SX801鉄器出土状況（北東から）

写真図版37　上　8号墳主体部SX801鉄鋲出土状況（北西から）
下　8号墳主体部SX801墓墳（北東から）

写真図版38　上　8号墳主体部SX802（北東から）
下　8号墳主体部SX802墓墳（北東から）

写真図版39　上　8号墳　SX803（西から）
下　9号墳全景（北西から）

写真図版40　上　9号墳墳頂部（北西から）
下　9号墳墳頂部（南東から）

写真図版41上　9号墳主体部SX901蓋石の状況（南東から）
下　9号墳主体部SX901蓋石の状況（南西から）

写真図版42　上左　9号墳主体部SX901内埋土土層断面（南西から）
上右　9号墳主体部SX901底部分の状況（南西から）

写真図版43

写真図版44

写真図版45

写真図版46

写真図版47

写真図版48

写真図版49

写真図版50

写真図版51

写真図版52
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④
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⑥

⑦
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上

下

上

下

9号墳主体部SX901墓墳（北西から）
9号墳主体部SX901（南西から）
8・9号墳問区画溝理土土層断面（南西から）
9号墳墳丘盛土土層断面（南西から）
9号墳墳丘盛土土層断面（南東から）
9号墳墳丘盛土土層断面（南西から）
9号墳墳丘西部盛土土層断面（南から）
9号墳墳丘東部盛土土層断面（南から）
9号墳墳丘南部盛土土層断面（西から）
SX803棺内理土土層断面（西から）
9号墳主体部SX901蓋石上部理土状況（南東から）
9号墳主体部SX901蓋石上面の状況（南西から）
9号墳主体部SX901東部蓋石と壁体の関係（北西から）
9号墳主体部SX901西部蓋石と壁体の関係（北西から）
9号墳主体部SX901東端蓋石細部（南西から）
9号墳主体部SX901中央部蓋石細部（南西から）
9号墳主体部SX901西端蓋石細部（南西から）
9号墳主体部SX901東部蓋石と壁体の関係（南東から）
9号墳主体部SX901蓋石解体状況（南西から）
9号墳主体部SX901蓋石解体後の状況（南西から）
9号墳主体部SX901北側壁体西半部（南東から）
9号墳主体部SX901北側堕体東半部（南東から）
9号墳主体部SX901南側壁体東半部（北西から）
9号墳主体部SX901南側壁体西半部（北西から）
9号墳主体部SX901西側壁体（北東から）
9号墳主体部SX901埋葬状況の演出（南西から）
9～10号墳問区画溝上部土器出土状況（北西から）
9～10号墳間区画溝底（SXO5）須恵器出土状況（東から）
9～10号墳間区画溝底（SXO5）須恵器出土状況拡大（北東から）
9号墳主体部S
9号墳主体部S
10号墳主体部S
10号墳主体部S
10号墳主体部S
10号墳主体部S

X901実測作業状況（南から）
X901実測作業状況（北東から）

X1001・1002（南東から）

X1001棺内（南西から）

XlOOl棺内埋土土層断面（北東から）

XlOOl墓場埋土土層断面（北東から）

10号墳墳頂部土層断面（東から）
10号墳主体部SX1001墓場東側土器群上面検出状況（南から）
10号墳主体部S
10号墳主体部S
10号墳主体部S
10号墳主体部S
10号墳主体部S
10号墳主体部S
11号墳埋葬施設
11号墳埋葬施設
11号墳主体部S
11号墳主体部S

XlOOl墓墳東側土器群検出状況（北西から）

XlOOl墓場東側土器群下面土器検出状況（南西から）

X1001棺内鉄刀子検出状況（南東から）

XlOOl墓場小口部埋土土層断面（北西から）
XlOOl理葬状況の演出（南西から）

X1002棺内埋土土層断面（北東から）

（北から）

（西から）

X1101（西から）
X1101東側地すべり部の礫床（東から）

Vlll



写真図版53

写真図版54

写真図版55

写真図版56

写真図版57

写真図版58

写真図版59

写真図版60

写真図版61

写真図版62

写真図版63

写真図版64

写真図版65

写真図版66
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11号墳主体部SX1101礫床上鉄刀子検出状況（西から）
11号墳主体部S
11号墳主体部S
11号墳主体部S
11号墳主体部S
11号墳主体部S
11号墳主体部S
11号墳主体部S
11号墳主体部S
11号墳主体部S

X1101墓墳南西隅部の礫集積（北から）

X1101西半部理土土層断面（北西から）

X1101西端部埋土土層断面（北から）
X1101西半東部理土土層断面（北から）

X1101東側地すべり部土層断面（北東から）

X1101東側地すべり部南半土層断面（東から）

X1101東側地すべり部北半土層断面（東から）

X1101東側地すべり部土層断面（北から）
XllOl礫床たちわり断面（西から）

11号墳主体部SX1102（北から）
11号墳主体部SX1103土器棺内（北から）
11号墳主体部SX1104石棺身上端の粘土（西から）
11号墳主体部S
11号墳主体部S
11号墳主体部S
11号墳主体部S
11号墳主体部S
11号墳主体部S

X1104石棺身（西から）
X1103土器棺内埋土の状況（北から）

X1103墓墳埋土土層断面（北から）

X1103墓場埋土土層断面（西から）

X1103墓墳下部埋土土層断面（東から）

X1102埋土土層断面（東から）

11号墳主体部SX1104石棺蓋石の状況（南から）
13号（墳）地点土層断面（南東から）
13号（墳）地点土層断面（東から）
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S

X1401上面の礫検出状況（西から）

X1401上面の礫と墓場の関係（北から）

X1401上面礫～石棺蓋石間埋土土層断面（南から）
X1401上面磯～石棺蓋石間理土土層断面（西から）

X1401石棺蓋石上面と鉄器出土状況（北から）

X1401石棺内埋土土層断面（西から）

X1401石棺身（西から）
X1401墓墳（北から）

14号墳全景（北から）

14号墳区画溝埋土土層断面（西から）

14号墳墳丘上部土層断面（北から）
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S
14号墳主体部S

X1401上面礫～石棺蓋石間埋土土層断面（西から）
X1401上面礫除去後の状況（北西から）

X1401上面礫下面～石棺蓋石問埋土土層断面（南から）

X1401鉄器検出作業（南から）

X1401墓堀内鉄鋲検出状況（北から）
X1401墓境内胡諒吊り手金具・鉄鋲検出状況（北から）

X1401墓境内胡諒金具・鉄紡検出状況（北から）

X1401石棺蓋石解体直後（南から）

X1401石棺蓋石解体後棺身上面検出状況（北から）

X1401石棺内埋土土層断面（南から）
X1401石棺内理土除去作業風景（西から）

X1401石棺南側壁体（北から）

X1401石棺北側壁体（南から）

X1401石棺西側壁体（東から）
X1401墓場埋土土層断面（西から）

15号墳墳丘部東半側土層断面（北から）

15号墳墳丘部西半側土層断面（北東から）

15号墳墳丘部北東側土層断面（北西から）

11号墳西側斜面土器出土状況（西から）
S KOl埋土土層断面（北西から）

S KOl（南西から）

S KOl底中央部の杭穴（南西から）

S KO2埋土土層断面（南東から）
S KO2（南から）

S KO2底部の小穴（東から）

S KO4理土土層断面（南西から）

S KO3炭層の面（南東から）

S KO3埋土土層断面（南東から）
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写真図版67（D s KO5上面検出状況（西から）
②　S KO5上面土器検出状況（西から）
③　S KO5理土土層断面（南西から）
（彰　S KO5底部土器検出状況（北東から）
⑤　s KO8埋土土層断面（南西から）
⑥　s KO8（南西から）
（訂11号墳西側斜面土壌状遺構埋土土層断面（東から）
⑧11号墳西側斜面磨石出土状況（西から）

写真図版68　①　8～10号墳間調査風景（南東から）
②　積雪状況（東から）
③　調査区南東部作業状況（北から）
（彰　SXO6実測作業状況（北西から）
⑤　sx15実測作業状況（西から）
⑥　sTO2相身取り上げ直後
⑦　確認調査3トレンチ須恵器出土状況（南から）
（む　西側の芝花26～28・72～74号境と柿坪遺跡を望む

写真図版69
写真図版70
写真図版71
写真図版72
写真図版73

写真図版74

写真図版75

写真図版76

写真図版77

写真図版78

写真図版79

写真図版80

写真図版81

写真図版82
写真図版83
写真図版84
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下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

写真図版85
写真図版86
写真図版87
写真図版88
写真図版89　上

下

写真図版90
写真図版91上

写真図版92

弥生木棺墓

弥生木棺墓

弥生木棺墓

弥生木棺墓

弥生木棺墓
弥生木棺墓

弥生木棺墓

弥生木棺墓

S XOl・02・07・09・10出土土器
S XO4・05出土土器
SX11・13・14・17出土土器
S X17・18他出土土器
SXOl破砕土器破片展開写真
SXO2破砕土器破片展開写真（1）
SXO2破砕土器破片展開写真（2）
SXO4破砕土器破片展開写真

弥生木棺墓SXO5
弥生木棺墓SXO5
弥生木棺墓SXO5
弥生木棺墓SXO7
弥生木棺墓SXO9
弥生木棺墓SXlO
弥生木棺墓S X13
弥生木棺墓SX14
弥生木棺墓SX17
弥生木棺墓SX17
弥生木棺墓SX18
弥生木棺墓SX18

破砕土器破片展開写真

破砕土器破片展開写真
破砕土器破片展開写真

破砕土器破片展開写真

破砕土器破片展開写真

破砕土器破片展開写真
破砕土器破片展開写真

破砕土器破片展開写真

破砕土器破片展開写真

破砕土器破片展開写真

破砕土器破片展開写真
破砕土器破片展開写真

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

（1）

（2）

出土遺構不明破砕土器破片展開写真
弥生木棺墓・古墳・土壌出土土器
STOl・02土器棺使用土器
STO3土器棺転用土器と組み合せ状況
STOl・02土器棺組み合せ状況
S KO5出土須恵器と11号墳西側斜面出土磨石
弥生木棺墓SX11・17・18出土鉄器
8号墳出土遺物
9号墳出土遺物
10号墳主体部SXlOOl墓場東側土器群出土土器
10号墳主体部SXlOOl墓場東側土器群付近出土須恵器
10号墳主体部SXlOOl棺内　出土竪櫛
10号墳主体部SXlOOl　出土鉄器
10号墳主体部SXlOOl出土鉄録（平面）
下10号墳主体部SXlOOl　出土鉄鋲（側面）
ll号墳主体部SXll01・S Xl103および14号墳出土遺物

写真図版93　上14号墳主体部SX1401棺外出土鉄鋲（平面）
下14号墳主体部SX1401棺外出土鉄鋲（側面）

写真図版94　上14号墳主体部SX1401棺外出土胡諒金具（表面）
下14号墳主体部SX1401棺外出土胡諒金具（裏面）

写真図版95　　　弥生木棺墓・古墳出土鉄器X線写真



第1章　遺跡の位置と環境

第1節　遺跡の位置

本書で報告する芝花弥生墓群・古墳群は、朝来市山東町北西部の「山東盆地」縁辺に位置する。

朝来市は旧朝来郡の4町が平成17（2005）年に合併して誕生したが、朝来町以外は旧町の呼称名をそ

のまま残している。

朝来市は兵庫県北部の旧「但馬国」南東部に位置し、南は旧「播磨国」、東は旧「丹波国」と境を接

し、現在の京都府とも接している。

朝来市のほぼ中央部には但馬最大の河川である円山川が北流し、和田山町中心部でその方向を北西に

大きく変えるが、その流域に小盆地や谷部が存在している。

山東町の中心部分をなす山東盆地は東西に長い横「L」字形に近い形状を呈するが、その中を柴川、

栗鹿川が西流し、西側では三保川、与布土用が北流している。これらの河川は山東盆地北西部で磯辺川

とも合流し、与布川の名称で上述の円山川屈曲部につながる。

山東盆地内および盆地に画した丘陵部には多数の集落跡・古墳などが存在しているが、盆地の屈曲部

南側に存在する山塊には尾根を埋め尽くすように多数の古墳が密集して存在している。芝花弥生墓群・

古墳群は、この山塊の北端に位置する。

第2節　遺跡の環境

芝花弥生墓群・古墳群が存在する朝来市山東町周辺には、各時代にわたって数多くの遺跡が存在して

いる。それらについては北近畿豊岡自動車道関連の各報告書において述べられているため、以下では本

墳墓群・古墳群に直接関連する、弥生時代～古墳時代に限った周辺の歴史的環境について述べることと

する。

弥生時代の遺跡のうち、前期の土器は和田山町加都遺跡、筒江片引遺跡、ムクノ木遺跡、安井遺跡、

高瀬遺跡で出土しており、和田山盆地では早くから稲作が行われていたことを物語っている。

弥生時代中期の山東盆地内の遺跡のうち、仲田遺跡では竪穴住居跡6棟が発見され、その中には直径

16mもの大規模なものもみられ、分銅形土製品をはじめ、鉄剣形石剣片や環状石斧などが出土している。

芝ケ端遺跡や粟鹿遺跡でも竪穴住居跡が発見されており、芝ケ端遺跡では山麓および斜面の住居跡5棟

に加え、丘陵斜面に住居跡の可能性がある段状遺構が多数検出されている。これらの集落跡のうち、芝ケ端

遺跡が最も古く弥生時代中期中葉～中期後半、仲田遺跡や粟鹿遺跡は中期後半に属するものである。な

お、芝ケ端遺跡では木棺墓も検出されている。和田山町域には林垣遺跡や寺内遺跡、宮ノ本遺跡が存在

するが、いずれも中期後半に属する。

弥生時代中期末～後期前半には栗鹿遺跡で竪穴住居跡が15棟存在しており、そのうちの1棟からは玉

未成品が検出されていることから、玉製作を行っていたことが推定され、宮ノ本遺跡でも玉製作工房と

考えられる後期前半の竪穴建物が発見されている。そのほか加都遺跡や森向山遺跡、五反田A遺跡、岡

田遺跡も後期前半以降の集落跡である。この時期には盆地内に集落が存在するが、その直前である後期

初頭には、平地との比高差約50mの丘陵上に高地性集落である和田山町大盛山遺跡が営まれている。大
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第1回　遺跡分布図（1：50，000）

盛山遺跡は2重の環濠に囲まれ、その頂部と裾部に竪穴住居跡が存在していた。なお、山東町若水城跡

も発掘調査の結果、環濠をめぐらせた弥生時代後期前半の高地怪集落を利用した可能性が高い。

墓では、栗鹿遺跡で弥生時代中期末～後期初頭の方形貼石基をはじめ木棺墓が検出されているが、芝

花弥生墓群に近い柿坪中山遺跡では丘陵上に後期前半の木棺墓が調査されている。和田山町筒江中山遺

跡でも丘陵上に後期前半の木棺墓が2基検出され、円形墳丘の存在が指摘されている。和田山町梅田東

遺跡では丘陵尾根上に後期前半以降の木棺墓群が営まれ、南但馬では丹後地域にやや遅れて後期前半頃

から丘陵上の木棺墓や台状墓が築造され始めているようである。

後期末以降の住居跡は柿坪遺跡や栗鹿遺跡、森向山遺跡で検出されているが、柿坪遺跡では中期末の

土器も多く出土していることから、さらに遡る集落が存在している可能性は高い。また、和田山町域で

は東見寺遺跡や池田古墳下層遺跡が後期後半の遺跡である。
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1芝花古墳群

2　芝ケ端遺跡

3　芝ケ端古墳

4　柿坪向山古墳群

5　和賀向山古墳群

6　切戸山古墳群

7　五反田遺跡群

8　馬場古墳群

9　馬場19号墳

10　持谷古墳

11若水古墳群

12　若水城跡

13　栗鹿遺跡

14　栗鹿神社経塚

15　櫛名谷古墳群

16　新堂見尾1号墳

17　仲田遺跡

18　永徳遺跡

19　柿坪遺跡

20　柿坪中山古墳群

21東南山古墳群

22　森向山古墳群

23　大月北山古墳群

24　茶すり山古墳

25　筒江大垣（浦石）遺跡

26　筒江中山古墳群

27　筒江中山23号墳

28　筒江中山遺跡

29　筒江片引遺跡

30　加都遺跡

31加都車塚古墳

32　加都王塚古墳

33　ムクノ木遺跡

34　向山古墳群

35　梅田古墳群

36　安井遺跡

37　梅田東古墳群

38　宮ノ本遺跡

39　城の山古墳

40　池田古墳

41東見寺遺跡

42　高瀬遺跡

43　林垣遺跡

44　秋葉山2号墳

45　大盛山遺跡

46　岡田2号墳

47　岡田1号墳

48　長塚古墳

49　胃塚古墳

50　岡田遺跡

第1表　遺跡名表

古墳時代の集落跡は柿坪遺跡や粟鹿遺跡で前期以降大規模なものが営まれており、加都遺跡も中期以

降の大規模な集落である。また、宮ノ本遺跡では古墳時代前期の竪穴住居跡2棟が検出され、和田山町

筒江中山遺跡でも前期の竪穴住居跡が検出されている。一方、和田山町筒江浦石（大垣）遺跡では前期

初頭頃の粘土採掘境が調査されている。柿坪遺跡では古墳時代中期の大型掘立柱建物跡が複数棟検出さ

れており、但馬最大の古墳時代集落である。初期須恵器も多数出土していることから、首長居館と推定

されている。なお、永徳遺跡では古墳時代後期の竪穴住居跡が検出されている。

墳墓では古墳時代前期初頭の小規模境が若水古墳群で発見されているが、盟主境である若水（A11

号）古墳は長径約40m、高さ約5mの円形墳墓で、長大な棺のなかに銅鏡2点が副葬されていた。鏡の

ひとつは2世紀後半に中国で製作された飛禽鏡で、古墳の築造時期も大きくは降らないものと推察され

る。新堂見尾1号境の第1主体部は石室系石棺で、重圏文鏡や剣・鈍が副葬され、和田山町向山2号境

でも同構造の第2主体部に、破砕された内行花文鏡が置かれていた。出土土器と鏡の型式から、ともに

古墳時代前期の前半に相次いで築造されたものと考えられる。

古墳時代前期後半には和田山町城の山古墳が築造され、長大な木棺内に三角縁神獣鏡をはじめ6面の

鏡、石釧、石製合子、鉄刀、鉄斧などが副葬されていた。馬場19号境でも木棺内に方格規矩文鏡、東南

山3号項の第3主体部木棺内に石釧が副葬されており、築造時期が近いものと思われる。なお、東南山

2号墳第2主体部木棺内には珠文鏡が副葬されていた。また、和田山町秋葉山2号境はこの時期に、梅

田東古墳群の10～14号項はこの時期まで築造され、向山・市条寺古墳群や柿坪中山古墳群ではこれ以降

も古墳築造は続いている。なお、芝花26～28・73・74号項もこの頃に築造されている。

古墳時代前期末～中期初頭には但馬最大の前方後円墳で、推定長135mの和田山町池田古墳が築造され、

埋葬施設には蓋石に彫刻のある長持形石棺が納められていたことが想定されている。和田山町筒江中山

23号境もこの頃の築造と想定され、内行花文鏡が副葬されていた。なお、方谷5号境もこの時期である。

古墳時代中期中葉には最大径90mの大円墳である茶すり山古墳が築造されており、多量の武器・武具

が副葬されていた。和田山町梅田古墳群が造墓を開始し、鏡や琴柱形石製品が出土した梅田1号境をは

じめ、持谷古墳が築造されている。なお、梅田古墳群北側に存在する独立丘陵や粟鹿神社経塚が存在す
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第2回　和賀・柿坪山塊の古墳群分布図
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る円形マウンドも古墳時代中期の円墳である可能性が高い。

中期後半には旧朝来町桑市に所在する船首古墳が築造されている。90mの前方後円墳で、須恵質の埴

輪が出土している。内部主体は竪穴式石室と想定され、和田山町加都車塚古墳も内部主体が竪穴式石室

のようであり、中期後半の所産の可能性が高い。この時期の小規模項では馬場17号境や向山5・6・11

号墳および大月北山古墳群、筒江中山24号境がある。

中期末～後期初頭には和田山町岡田古墳群が築造されるが、規模は小さくなり、盟主項である長塚古

墳は全長70mの前方後円墳であり、胃塚や岡田2号境は径30m前後の円墳である。埴輪を樹立した小規

模境では森向山古墳群、芝ケ端古墳、和賀向山1号境があり、和賀向山1号頃は竪穴系横口式石室の可

能性が高く、養父市観音塚古墳とも時期的にほぼ同じである。小規模な若水C3号境や鏡が出土した梅

田3号境のような木棺直葬墳および筒江中山26号境の竪穴式石室墳もこの時期であり、櫛名谷古墳群も

この時期を中心としているようであるが詳細は不明である。

その後、6世紀中葉以降の築造と思われる和田山町加都王家はやや規模が大きく、横穴式石室の可能

性が高いが、方谷1～4号境のような木棺直葬境も築造されている。

なお、これ以降横穴式石室を埋葬施設とする古墳群が数多く築造されるようになるが、割愛する。

さて、芝花弥生墓群・古墳群が築造された丘陵尾根は、表土を除去した面では岩盤が風化した土壌で

あった。ただし、古墳盛土中には旧表土面も認められたが、その下部には岩盤風化土壌が存在していた。

深い遺構を掘削すると、遺構内下部には岩盤風化土下部に存在する岩盤層が現われたことから、丘陵の

根幹をなすのは岩盤であり、丘陵尾根表面は岩盤風化土に覆われていたことが判明した。その岩盤層は

橙色から赤褐色を呈する軟質のもので、山東盆地周囲の山塊でよく見られるものである。

この岩盤は、主に古第三紀に形成された山陰帯に属する花崗岩で、分布する主な岩体の地域により、

当該地域のものは和田山花崗岩（Gw）と呼ばれ、和田山町を中心として東西約18km、南北約8k皿の

長円形をした岩帯であり、生野層群に対して接触変成を与えているものであるといわれる。和田山花崗

岩は、塊状で淡紅色を呈し、主に細粒～中粒の黒雲母花尚岩からなるとされているものである。

なお、生野層群は山陰帯の火山岩類で、兵庫県北部日本海側を中心に分布し、約1億年前の白亜紀末

期～古第三紀にわたる火山活動によって形成された流紋岩および安山岩質の火山岩・火山砕屑岩で、舞

鶴帯以南に分布するものを生野層群と呼称されている（兵庫県1996）。



第2章　調査の経緯・経過と体制

第1節　発掘調査に至る経緯と経過

一般国道483号北近畿豊岡自動車道の春日和田山道路は、兵庫県中央部東端に位置する丹波市春日町

から朝来市和田山町までを結ぶ高規格幹線道路で、平成18年に開通している。

この道路建設予定地内のうち、朝来市山東町内に存在する埋蔵文化財の調査は、兵庫県教育委員会に

より平成5年度に実施したが、その後事業地の範囲等の一部変更に伴い、平成10年度に再度分布調査を

実施した。また、その際の遺跡名は地点名としてNoを付しており、下記の（）内の番号である。

分布調査およびその後の確認調査の結果、第2図・第4図に示したように、和賀・柿坪山塊の北端部

分で和賀向山1号墳（No112地点）、芝花古墳群（芝花弥生墓群・古墳群および芝花古墳群）、芝ケ端遺跡

（No114地点）、芝ケ端古墳（No116地点）が集中して発見された。

本書所収の芝花弥生墓群・古墳群（No113地点）および兵庫県文化財調査報告第329冊所収の芝花古墳

群（No115地点）については、No113地点の確認調査（遺跡調査番号990223）を平成11年10月に、No115

地点の確認調査（遺跡調査番号990221）は平成11年9月～10月に実施した。

以上の確認調査の結果を受けて、芝花古墳群（No115地点）の全面調査（遺跡調査番号2000200）は平

成12年7月～11月に、芝花弥生墓群・古墳群（No113地点）の全面調査（遺跡調査番号2000257）につい

ては平成12年10月～平成13年3月に実施した。調査時の遺跡名称はどちらも「芝花古墳群」であったこ

とに加えて同一年度に調査を実施したため、建設省近畿地方建設局豊岡工事事務所（当時：現在は国土

交通省近畿地方整備局豊岡河川国道事務所）との契約名称は、No115地点は「芝花古墳群（その1）」、

No113地点については「芝花古墳群（その2）」とされた。

本書で報告する芝花弥生墓群・古墳群は、調査時の名称が「芝花古墳群（その2）」とされたもので

あり、No115地点の「芝花古墳群（その1）」の東側に存在する尾根上の古墳群および弥生墓群である。

確認調査は、範囲内に周知の古墳8基のほかに、山城関係の遺構が存在することが予想されたため、

古墳の範囲に加えて堀切や帯曲輪の確認およびその他の古墳の存在を確認する目的で、尾根稜線上およ

び斜面に合計8本のトレンチを設定（第5図）して調査を行なった。その結果、古墳の確定に加えて、

弥生時代後期前半の溝状遺構を検出したため高地性集落の可能性が生じ、尾根稜線上の平坦部に弥生時

代の遺構が広がっていることが予想された。また、この調査により全面調査範囲の確定にもつながった。

なお、この溝状遺構は全面調査の結果、大型の木棺墓（SXO2）であることが確認された。

第2節　発掘調査の体制

各遺跡の発掘調査はすべて兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所が実施し、芝花弥生墓群・古墳群

の確認調査および全面調査を通じた同一担当者も1名組み込まれた。次に、調査種類別に担当者等の調

査体制を記す。

平成11（1999）年度　確認調査　調査番号990223　調査面積　94Iが

調査期間　平成11（1999）年10月5日～10月15日

調査担当者　岸本一宏　井本有二（現：兵庫県新宮高等学校）
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第5図　調査範固図（確認トレンチ位置）

平成12（2000）年度　全面調査　調査番号2000257　調査面積　2，913m？

調査期間　平成12（2000）年10月30日～平成13（2001）年3月23日

調査担当者　岸本一宏　服部寛　戸田真美子

現場補助員　細川晋太郎（関西大学）　山本亮司

現場事務・室内作業員　加門美智代　西田みゆき　三木伊代乃

第3節　出土品整理作業の経過

芝花弥生墓群・古墳群（芝花古墳群その2）の出土品整理は平成18年度と平成19年度の2年間にわたっ

て実施した。

平成18年度は、土器類・石器等出土遣物の接合・補強、実測、復元、金属器の保存処理の工程を実施

し、遺物の写真撮影も行なった。これらの作業は兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所で実施した。

平成19年度は兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所が組織改変によって兵庫県立考古博物館埋蔵文

化財調査部となり、7月から加古郡播磨町大中500に所在する兵庫県立考古博物館に場所を移して、金

属器の実測、写真撮影、金属器保存処理、遣物写真撮影、トレース、レイアウト、印刷・製本の工程を

実施した。

第4節　出土品整理作業の体制

出土品整理作業は上記のように2カ年度にわたって実施したが、2年間を通じた出土品整理作業の体

制は下記のとおりである。

整理担当職員　整理保存班　岸本一宏（工程管理兼務）・岡本一秀（金属器保存処理）

整理担当非常勤嘱託員（実測・トレース・レイアウト）八木和子　垣本明美　長濱（三島）重美

（接合補強・復元）眞子ふさ恵　西口由紀　木村淑子　小野潤子　三好綾子

奥野政子　又江立子　荒木由美子　藤池かづさ　嶺岡美見

整理担当非常勤嘱託員（金属器保存処理）栗山美奈　大前篤子　藤井光代　清水幸子
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第3章　調査の結果

第1節　概要

全面調査は、確認調査の結果をふまえ、調査区内および周辺の用地内の草木を伐採したのち、調査前

地形の空中写真測量を実施し、縮尺100分の1の詳細地形図を作製した。

その後、表土から遺構面までを人力により掘削し、遺構の検出と遺構掘削を実施した。掘削残土はベ

ルトコンベアにより調査区外に搬出した。

遺構の人力掘削後は集合や個別の写真撮影を実施し、手書きの平面図・断面図等を作成した。また、

必要に応じて土層断面や遺物出土状況の実測・写真撮影を行ない、遺構個別写真や遺構集合写真につい

ては足場やぐらを設置して実施した。調査区全景写真の撮影や全体図の作成は、ヘリコプターによる空

中写真撮影・空中写真測量により実施した。

芝花弥生墳墓群・古墳群が存在するのは、栗鹿川と三保川に挟まれた丘陵のうち、最も北側に長くの

びた尾根稜線上である。この丘陵（和賀・柿坪山塊）上には本古墳群も含めて約150基の古墳が存在して

いる。調査区内には8基の古墳が登録されていたが、全面調査の結果、2基（12・13号地点）が古墳で

はないと判明した。また、調査区南端の1基（15号墳）は墳裾のみが調査区内にかかる程度であった。

なお、混乱を避けるため、各古墳の番号は調査時に発行されていた『兵庫県遺跡地図』に記載されて

いる名称を採用した。したがって、調査区北端に存在するのが8号填、調査区南端に墳丘の一部がかか

る古墳は15号墳である。

古墳群の下層や周辺には、弥生時代後期前半の墓が合計20基存在していた。これらは古墳墳丘構築や

古墳の主体部構築のために削平や一部破壊を受けているものが多く認められた。

弥生時代の墓は後期初頭～前半に限定して構築されており、弥生時代と確定できた木棺墓が17基、土

器棺墓が3基である。

木棺墓はそのほとんどが尾根稜線付近に存在しており、調査区北部の8号墳～10号墳周辺に集中して

存在している傾向が認められる。また、調査区南部では2基の木棺墓が存在していたにすぎない。それ

らの詳細は後節にゆずるが、木棺墓の主軸方向は尾根稜線に平行方向のものと直交方向のものに大きく

分かれている。墓境の長さは1・1mの小型のものから、4．2mの大型のものまで認められるが、大小に分

かれる傾向は認められない。また、立地においても尾根稜線中央に大型のものが集中するということも

認められない。

出土遺物には、SX17で鉄鉱、SXll・18では鈍が副葬されていた。また、棺側と墓場壁の間からは

破砕された土器が出土しているものが多く、「墓境内破砕土器供献」と称されているものである。これら

の土器は弥生時代後期初頭頃から後期前半に編年されるものであるが、これらの土器が出土する高さは、

棺底よりも20～30cm上側に集中しており、棺上面の検出面よりも深い位置になる。したがって、土器埋

桐が行なわれたのは、現地で木棺を組み、側板の途中の高さまで墓壕を埋め固めた段階であり、ちょう

ど遺体を棺内におさめ、棺蓋をかぶせる際に土器を破砕し、墓境内にばらまくよう、あるいは置かれた

と考えられ、その後棺および墓境を土で埋めていったものと推察される。なお、埋納された土器は器種

としては嚢が多く、煤が付着しているものが大半である。

また、SXO4・05などの墓墳底には、棺の小口板を差し込むための穴を2箇所に穿っており、それら
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第6図　検出遺構全体図
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の木棺墓が2基集中して存在していることは興味深い。

土器棺墓は3基検出したが、尾根稜線中央からやや下がった位置に存在しており、いずれも壷形土器

を棺身とし、STOlは口綾部を打ち欠いた壷形土器、ST02は完形の鉢形土器、ST03は高杯形土器を

それぞれ棺蓋としていた。そのうち、STOlは棺蓋・相身を合わせた長さが約1mに達する大型のもの

である。棺内からは遺物はまったく検出されなかったが、土器から弥生時代後期初頭～後期前半に編年

されるものであり、木棺墓と同時期に構築されたものであることがわかる。

古墳時代の遺構は尾根稜線上に存在する6基の古墳である。北端の8号項から調査区中央部の尾根稜

線頂部の11号填までは4基が連続して存在しているが、11号境から調査区南端に近い14号填までは50m

以上の距離を隔てている。その間に小さな高まりが2箇所存在し、12号墳・13号境とされていた。しか

し、この2基については主体部などがまったく検出されず、古墳である確証は認められなかった。

調査区北端に存在していた8号境は、1辺約9mの方形を呈し、盛土は非常に薄く、20cm程度であっ

た。主体部は墳頂部で東西に近い方向の木棺墓を2基検出した。SX801では棺内に鉄鉱・鉄剣が副葬さ

れていたが、SX802では遺物はまったく認められなかった。なお、8号墳北側区画構内に木棺墓（SX

803）が1基存在しているが、遺物がまったく出土しておらず、時期等不明であるが、区画構内底部に存

在していることから、古墳に伴うものと考えている。なお、北西側墳裾で土師器の壷と杯が出土してお

り、供献用土器と考えられる。区画溝は北側で7号項と、南側では9号墳とそれぞれ共有している。

9号境は一辺9m程度の方形ないし隅丸方形を呈するもので、盛土は約50cmと厚い。主体部は墳丘の

中央部分に構築された東西方向の小竪穴式石室状のものであるが、規模が小さいことと小礫の石枕が石

室底に密着していたことから、石棺としての機能を考えるべきであろう。ただし、壁体の積み方は竪穴

式石室に近い。被葬者の頭位は東枕であった。石棺内からは遺物は出土しなかったが、石棺と墓嬢の間

から鉄鉱が出土している。石棺内面には赤色顔料が塗布されていた。なお、南側区画溝上層から須恵器・

土師器の杯が出土している。

10号項は墳頂平坦面が広く、直径約9mの円形を呈する。墳丘裾は不明確であるが、径13m程度の円

墳と考えられる。墳頂部のほぼ中央部に東西方向の長大な木棺墓（SXlOOl）と中規模の木棺墓（SX

lOO2）が並列して構築されていた。SXlO02からは遺物は出土しなかったが、SXlOOlは礫床をもつ丁

寧なつくりで、棺内から鉄剣と刀子などの鉄製品のほか滑石製勾玉・小玉などが、西側からは銑鉄が出

土した。副葬品の配置から被葬者は東枕であったことが推定できる。なお、墓墳外東側には須恵器施・

杯と土師器が重なって出土し、供献土器と考えられる。

11号境は調査区中央の最高所に位置する直径10数mの円墳と思われるが、墳丘東側が墳丘中央部分か

ら大きく崩落しており、中央の主体部も約半分しか遺存していなかった。主体部は合計4基検出され、

それぞれ木棺墓・土墳墓・土器棺墓・石棺墓である。木棺墓（SXllOl）は10号項と同様に礫床を伴う

もので、刀子と鉄斧が出土した。土墳墓は小規模で、土器棺墓は山陰系の土器と布留式系の嚢を合せ口

にしたものである。石棺墓は木棺墓の墓境内に造られた小規模のもので、板石を組み合わせている。S

XllOl以外からは遺物は出土していない。なお、主体部はすべて主軸が東西方向になっている。

14号境は調査区南部に位置し、直径約6mの小規模な円墳である。墳頂部中央に棺内長65cmの小規模

な石棺を主体部としている。棺外墓境内から鉄鉱と胡録金具が出土しており、出土位置から、矢を胡録

に入れた状態で副葬していたことがわかる。主体部の主軸方向はほぼ東西である。

なお、陥し穴と土壌が検出され、土壌からは奈良時代の土器が出土している。
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第2節　弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の木棺墓は17基検出したが、それらのうち、SXOl・SXlOを除いた15基が調査区北部に集

中して存在していた。また、9号墳～10号墳間の区画溝底で検出したSX06については、調査時および

直後には弥生時代の木棺墓と考えていたが、後述の理由により、現在では古墳時代の所産と考えている。

北部の木棺墓群15基については、分布状況により、北寄りの8号墳・9号墳周辺に存在する一群と、

南寄りの10号墳下層に存在する一群にそれぞれ分けることができよう。以下では仮に、北寄りに存在す

る9基の一群をA群、南寄りに位置する6基をB群とし、調査区南部の2基をC群とする。

木棺墓は全体を通じて、その主軸方向が尾根稜線に平行方向のものと直交方向の両者が存在するが、

尾根稜線中央に近いものが直交方向で、尾根稜線からやや下がった位置に存在するものが平行方向であ

る傾向が窺え、方向の差は地形の制約によるものであろうと思われる。なお、この傾向は規模による差

が認められないものの、小規模な木棺墓がこの傾向からはずれる率が高い。また、墓境内の破砕土器の

埋納も木棺や墓境の大きさといった規模による差はないようである。

木棺墓の規模の差が何に起因するのかについては、土器棺墓が乳児の墓形式であろうことは、中期の

例によって解明されている（藤井2001a）ように、後期においても大きな差はないように思われる。そう

すると、小規模な木棺は乳児よりも成長した子供の墓の可能性が大きくなるが、骨や歯が出土していな

いために判断しきれない。しかしながら、1m前後の棺に成人を埋葬しようとすれば、おのずと膝を曲

げる屈肢の体勢をとらざるを得ないものと思われるが、屈肢葬が認められるのは河内地域では弥生時代

中期後葉頃までであり、後期では確認されていない。したがって、地域的な差の存在も考慮すべきであ

るとはいえ、ここでは屈肢葬の可能性は低いものと考えておきたい。

なお、これらの木棺墓が営まれた約400年後には、古墳群が築造され、その築造の際には区画溝掘削や

主体部掘削および斜面上側の削平といった手が加えられたことにより、弥生木棺墓の削平・破壊がかな

り激しく行なわれている。

さて、墓境内から土器が出土しなかったのは17基中SXO3・SX12・SX15・SX16の4基に限られ、

木棺墓の多くに「墓墳内破砕土器供献」が認められたが、SX02のような長大な棺を有するものから、

SX14のように80cmの長さの棺を有するものにいたるまでその行為が認められており、規模の差による

ものではないことがいえよう。ただし、その行為を決める差が何に起因しているのか現段階では不明で

ある。

芝花弥生墓群では木棺墓のほかに土器棺墓が3基検出された。そのうちST02はSX09と重複してい

ることからA群に属し、ST03はB群内西部に位置している。ただし、STOlについてはA～B群の中

間東部に位置していることから、いずれに属するのか判断できない。土器棺墓の位置は尾根稜線中央部

を避けているようであり、その位置づけが存在していた可能性が窺える。

棺身には壷形土器を使用し、STOlは口緑部を打ち欠いた壷形土器、ST02は完形の鉢形土器、ST

03は高杯形土器をそれぞれ棺蓋としていた。STOlは全長が約1mに達する大型のものとなることから、

棺内に葬られた子供の年齢がやや高かった可能性がある。

棺に使用された土器から、木棺墓と同時期の弥生時代後期初頭～後期前半に営まれたことがわかる○

以下、木棺墓、土器棺墓の順に個別に詳細を記述する。
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第7回　弥生時代の遺構
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（1）木棺墓

S X Ol（第8・9・28図、カラー図版17・37、写真図版1・4・69・73）

位置と検出状況

調査区南部のC群に属し、尾根稜線から東側に約2m下がった斜面に位置し、主軸は等高線とほぼ平

行の南北方向に置く。尾根稜線上には、約3mの距離をおいて木棺墓SXlOが主軸方向を違えて存在し

ている。

最初に検出したのは南端部分で、検出当初は溝状遺構と判断していたため、最初に遺構内をトレンチ

状に掘り下げた。その後、遺構は北側に続いてゆかず、途中で途切れることが判明したため、溝状遺構

ではなく、木棺墓であると判断できたものである。したがって、SXOlの南端部分の棺痕跡を確認する

ことができなかった。

なお、SXOlのすぐ北側は崖となっており、この崖は地滑りによるものと思われる。

形態・規模

棺　南端部分が不明であるものの、全体は平面長方形を呈し、側面もほぼ垂直になり、底面も平坦で

あることから、箱形の木棺であったと推察される。土層において確認できた木棺の推定全長は2．3m、

棺幅はやや広い南側で75cm、北側では70cmを測る。最も上部で確認できた部分からの棺の深さは45cmで

あった。

なお、棺の主軸方向は、国土座標（日本測地系一以下同じ）でS50　WあるいはN50　Eである。

墓場　平面は長方形に近く、検出面での規模は南北の長さ4．02m、東西の最大幅は1．95mである。墓

墳底は平坦で、水平に近い。墓墳底の平面も長方形で、長さ3．0m、幅1．23mである。検出面からの墓

壕の深さは、最も深い西側で1．17m遺存していた。

なお、墓墳上面での東西方向の斜面傾斜角度は約200　である。

埋土

棺　棺内は上部からの落ち込みや流入による土で埋まっており、その埋土は3層ないし4層に分割で

きた。第1層は旧表土の流入と思われ、その他は棺上部を覆っていた土や墓墳埋土の崩落および、斜面

上側からの流入などによるものと考えられる。また、埋土の多くは断面「U」字形を呈するものが多い。

墓墳　墓墳埋土は、現地で木棺を組んだ後に木棺周囲を水平に埋め固めたと推定される下部層と、傾

斜をもって埋められた上部層の大きく二者に分かれる。下部層は感覚的には橙色や褐色系を呈し、岩盤

片を含みやや締まっているのに対し、上部層は、にぷい褐色やにぷい黄褐色の色覚で、下部層に較べて

締まりに欠けている。

遺物出土状況

棺内からは遺物は出土しなかったが、墓墳埋土下部層の上面付近で破片になった壷形土器を検出した。

これらの土器片は65×20cmの範囲内に棺と平行方向に長く散らばっており、「墓境内破砕土器供献」と

される土器片埋柄である。これらは棺側ほぼ中央北寄りで、棺底から約30cmの上部にあたる。

これらの土器片について、後世に割れたと推定できるものは接合し、割られた際と推定される破片の

大きさにして展開した写真が写真図版73であるが、かなり細かく割られていることがわかる。なお、破

片のすべてを接合しても完形品とはならず、欠損部分が認められた（松井1991）。

出土遺物

SXOlから出土した遺物は、墓境内破砕土器の壷形土器1点のみである。
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第8図　調査区南部弥生時代遺構配置図

第28図lに示した長頸壷の器高は21．2cm、口径9．4cm、底径6．2cmを測る。口緑部は直立し、端部付近

を少し内湾させ、端部は丸くおさめる。口綾部外面は縦方向のパケ、内面は横ナデ調整である。体部は

楕円形に近いが、14．7cmの最大径は上位3分の1あたりに認められる。器壁はやや薄く、内面はへラケ

ズリ、外面はへラミガキのようであり、底部は少し丸みのある平底となっている。色調は7．5Ⅵ17／6橙色

を呈する。なお、体部の約3分の1を欠失している。

S X O2（第10～12・28図、カラー図版13・14・17・37、写真図版2～4・69・73・74）

位置と検出状況

調査区北部のA群の北東端に位置し、尾根稜線から東側に約2m下がった斜面に存在するが、墓墳周

囲は傾斜がやや緩くなっている。主軸は等高線とほぼ平行方向である。南側に接するようにして小規模

なSX03が主軸方向を違えて存在している。また、尾根稜線に近いSX15とは2．7mの距離がある。

SX02は確認調査時の5トレンチで確認していたが、その時点では幅が2mを超える弥生時代の溝と

判断していた。トレンチは木棺墓のほぼ中央を横断するように掘削していたことが全面調査時に判明し、

SX02の中央部はほぼ墓墳底まで掘削していた。なお、確認調査時に西側墓壕より土器底部が出土した。

形態・規模

棺　棺部分の埋土は全体的には平面長方形を呈し、側面も垂直に近いが、小口部分のみ内側に入り込
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A」迦－

1．7．5YR5／6明褐色（黄褐色）細粒砂で租粒砂微量含む

2．7．5YR4／6褐色（褐色）細粒砂で白色岩盤片を少量含む

0 3m

1．10YR4／2

2．7．5YR4／6

A　　　　　　　　3．7．5YR4／4

4．7．5Yli6／8

5．7．5Yl15／6

6．7．5YR5／8

7．7．5YR4／6

灰黄褐色（褐灰色）極細粒砂で中粒砂～租粒砂混じる　軟質

褐色（明褐色）極細粒砂で租粒砂～極租粒砂多く混じる

褐色（にぷい黄褐色）極細粧砂～細粒砂で租粒砂混じる

橙色（にぷい褐色）細粒砂で粗粧砂混じる

明褐色（明褐色）極細粒砂で租粒砂混じる

明褐色（にぷい褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる

褐色（灰褐色）極細粒砂で細粒砂・租粒砂混じる

8．7．5YR5／6明褐色（橙色）細粒砂～極租粒砂　締まる

9．7．5YR5／6明褐色　極細粒砂～珊粒砂で租粒砂多く含む

10．7．5Yll5／6明褐色（にぷい褐色）極細粧砂で租粒砂混じる

11．7．5YI15／6明褐色（にぷい黄褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる

12．7．5YR5／6明褐色（にぷい黄褐色）極細粒砂～珊粒砂で租粒砂混じる

13．7．5YR6／8橙色（にぷい褐色）極細粒砂で粗粒砂混じる

14．7．5YR5／8明褐色（明褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる

15．7．5YR5／8明褐色　極細粒砂～細粒砂で白色岩盤片を微量含む

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

第9図　SXOl平面・断面図

んでいることから、長側板が外側に突き出る、いわゆる「H」形の箱形木棺と判断される。長側板に挟

まれた小口部は、棺内埋土や墓墳埋土とは全く異なり、粘土ブロックや岩盤片を含んで硬く締まった土

で埋められていた。なお、土層の違いにより、小口部での長側板の厚みは20cm以内であることが確認で

きた。

長側板部分の長さは2．8m、小口部での長さは2．25mを測り、長側版は小口部よりも概ね20～30cm外に
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出ていたものと判断される。棺の幅は北側が93cm、南側はやや狭く84cmを測ることに加え、北側棺底が

若干高いことから、被葬者の頭位は北側であった可能性があり、頭位方向は国土座標でN260　Wとなる。

棺の検出面から底までの深さは50cmであった。

墓場　平面は長方形に近いが、短辺は外側に膨らむ。検出面での南北の長さは3．96m、東西の最大幅

は2．5mを測る。墓墳法面の傾斜はかなり急であるが、底はほぼ平坦になっている。墓墳底平坦面の規

模は長さ3．0m、幅は北側で1．05m、南側では1．35mと棺幅の逆側が広くなっている。検出面からの墓

壕の深さは、西側が最も深く1．2mである。

なお、墓墳上面での東西方向の斜面傾斜角度は約80　である。

埋土

棺　棺内は上部からの落ち込みや流入による土で埋まっており、その埋土は多くの層に分割すること

ができた。棺底よりも下部は墓壕が少し掘り窪められており、その部分に第19層を埋めている。

墓墳　墓墳埋土は、木棺周囲を水平に埋めやや固めたと推定される下部層と、あまり硬くない上部層

の大きく二者に分かれる。

墓場外　墓墳東側の上面には黒ボクに近い第40層があり、その層を切り込んで墓境が掘削されている。

その下層は橙色～明赤褐色と色覚できる花崗岩風化土壌層となっている。

遺物出土状況

棺内からは遺物は検出されなかったが、墓墳埋土の下部層の上面付近において、割れた状態で2箇所

に分かれて存在している2種の葉形土器を検出した。これらの土器は、約20cmの間隔をおいて棺と墓墳

壁との間に棺と平行方向で検出され、「墓境内破砕土器供献」と判断できる。これらは北西側の棺側に

あたり、棺底から約36cmの上部になる。

これらの土器片について、後世に割れたと推定できるものは接合し、割られた際と推定される破片の

大きさにして展開したのが写真図版73・74であるが、SXOlの土器に較べてかなり大きな破片となって

いる。なお、破片のすべてを接合しても完形品とはならないが、2は底部付近と体部のごく一部が欠損

しているにすぎず、3は口緑部の約3分の1を欠損している。これらの残りの破片については、同時に

埋納されていた可能性がある。

なお、確認調査時に出土した底部は3と接合したことから、土器出土範囲はもう少し南側に広がって

いたことになる。

出土遺物

SXO2出土遺物は墓境内出土の葉形土器2点であり、後期前半に編年されるものである。

第28図2に示したものは、平底で肩が張る休部をもち、口緑部が外反して端部に面をもつものである。

器高は18．3cm、口径は13．4cm、体部最大径は上位にあり、直径15．5cmを測る。底部は突出せず、底径

5．0cmである。体部は内面をヘラケズリし、比較的薄く仕上げており、底部付近においても器壁は薄い。

内面のヘラケズリは口緑部境の屈曲稜線にまで及ぶ。体部外面はやや細かいパケ調整で、口縁部も含め

て外面全体に煤が付着している。口縁端部はわずかに拡張されるが、端面は無文である。

3は体部が丸みをもつ小型嚢で、口径8．7cm、器高11．7cmである。体部最大径はほぼ中位にあり、10．3cm

を測る。体部外面は刷毛、内面はヘラケズリであり、ヘラケズリは一部口緑部にもおよぶ。2に較べて

かなり厚手となっており、底部付近は2cmの器厚を測る。平底の径は4．1cmである。体部中位から下部

の外面に煤が付着している。口縁部は体部から「く」字状に曲折し、短い。端部は丸くおさめる。
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第10図　調査区北部弥生時代遺構配置図
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

1．5YR5／8明赤褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂

2．5YR5／8明赤褐色　シルト混じり中粒砂

3．7．5Yl14／6褐色　シルト混じり租粧砂～細礫

4．7．5YR4／4褐色　シルト混じり中粒砂一租粒砂

5．7．5YR5／8明褐色　細粒砂～中粒砂

6．7．5YR5／8明褐色　中粧砂～祖粒砂で細礫混じり　地山似

7．7．5YR6／8橙色　シルト混じり中粒砂～細疎　軟質花崗岩盤　地山

第11図　SXO2・03平面・断面図
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

1．10YR3／2黒褐色（褐灰色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる
2．7．5YR5／6明褐色（にぷい橙色）極細粒砂で租粒砂混じる

3．7．5YR5／8明褐色（橙色）極細粒砂で粗粒砂混じる　白色岩盤ブロック含む　硬質
4．7．5YR4／4褐色（にぷい黄橙色）極細粒砂で粗粒砂混じる　硬質

5．7．5YR5／6明褐色（橙色）シルト質種細粒砂で粗粒砂混じる　白色岩盤ブロック含む
6．7．5Yl14／6褐色（にぷい橙色）極細粒砂で租粒砂混じる
7．7．5Yl15／6

8．7．5YR5／6

9．7．5Yl15／6

10．7．5YR4／6

11．7．5YR5／6

12．7．5YR5／6

13．7．5YR6／8

明褐色（橙色）極細粒砂で租粒砂混じる　白色岩盤ブロック多く含む
明褐色（明褐色）極細粒砂で租粒砂混じる　白色岩盤ブロックやや多く含む

明褐色（橙色）極細粒砂で租粒砂混じる　白色岩盤ブロック多く含む
褐色（明赤褐色）極細粒砂で租粒砂混じる

明褐色（にぷい褐色）極細粒砂で租粒砂混じる　暗灰黄色土と白色岩盤ブロック含む
明褐色（にぷい褐色）極珊粒砂で租粒砂混じる　嗜灰黄色土と白色岩盤ブロック含む

橙色（橙色）極郷粒砂で租粒砂混じる
14．7．5YR5／6明褐色（明褐色）極細粒砂で租粒砂混じる　白色岩盤ブロック含む

15．10YR4／3にぷい黄褐色（70％）と7．5YR5／6明褐色（30％）の斑状　極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる
16．10YR4／6褐色（にぷい黄褐色）極細粒砂で租粒砂混じる　明褐色土混じり

17．7．5YR5／6明褐色（明赤褐色）極細粒砂で粗橙砂混じる　白色岩盤ブロック混じる　非常に軟質
18．7．5YR6／6橙色（にぷい褐色）極細粒砂で租粒砂混じる　暗灰黄色土混じる

19．7．5YR6／8橙色（橙色）極細粒砂で租粒砂混じる　非常に軟質
20．7．5YR6／8橙色（明褐色）極細粒砂で租粒砂混じる　暗灰黄色土30％と白色岩盤ブロック含む

21．7．5YR5／8明褐色（明赤褐色）極細粒砂で租粒砂況じる　シルト質種細粒砂含み白色岩盤ブロック多く含む
22．7．5YR4／6褐色（にぷい褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂少量含む　褐灰色土混じる
23．7．5YR6／8橙色（明赤褐色）極細粒砂で租粒砂混じる

24．7．5YR6／8橙色（橙色）極細粒砂で租粒砂混じる
25．7．5YR5／6明褐色（明褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる　軟質

26．7．5YR5／8明褐色（にぷい橙色）極細粒砂で租粒砂混じる　白色岩盤ブロック含む

27．7．5YR5／8明褐色（にぷい橙色）シルト質種細粒砂で租粒砂混じる　上面が祭祀面
28．5Y5／3灰オリーブ（オリーブ灰色）極細粒砂～細粒砂で粗凝砂多く含む　酸化鉄分により部分的に明赤褐色に変色
29．7．5YR5／5

30．7．5YR5／5

31．7．5YR5／4

32．7，5YR5／6

33．7．5YR5／4

34．7．5YR5／8

にぷい褐色・明褐色（にぷい橙色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる
にぷい褐色・明褐色（にぷい橙色）極細粒砂～細粒砂で粗粧砂混じる　白色岩盤ブロック含む

にぷい褐色（にぷい褐色）極細粒砂～細粒砂で地山ブロックを含む
明褐色（にぷい黄褐色）細粒砂で中粧砂含む　白色岩盤ブロック少量含む

にぷい褐色（にぷい褐色）極細粒砂～細粒砂で白色岩盤ブロック少量含む
明褐色（にぷい褐色）棚粒砂で租粒砂混じる　白色岩盤ブロック少量含む

35．7．5YR5．5／6明褐色・橙色（にぷい橙色）極細粒砂～細粒砂でシルト質権細粒砂と租粒砂混じる　褐灰色土含む
36．7．5YR5／5にぷい褐色・明褐色（にぷい橙色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂含む　白色岩盤ブロック多量に含む

37．7．5YR5／6明褐色（明褐色）極細粒砂で粗粒砂混じる　白色岩盤・白色粘土ブロック含む
38．7．5YR5／6明褐色（明褐色）地山風化士

39．5YR5／6明赤褐色（明赤褐色）極細粒砂で租粒砂況じる
40．10YR4／3にぷい黄褐色（灰黄褐色）極細粒砂で租粒砂混じる　色調の浪淡あり　地山

41．10Yl14／6褐色（にぷい橙色）極細粒砂で租粒砂混じる　地山
42．7．5YR5／8明褐色（橙色）極細粒砂で租粒砂混じる　地山

43．7．5YR5／8明褐色（明赤褐色）極細粒砂で粗粒砂やや少なく混じる　地山
44．5YR5／6明赤褐色（明赤褐色）極細粒砂で粗粒砂混じる　地山

第12図　SXO2土層断面図
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S X O3（第11図、カラー図版13・14、写真図版2・3・5）

位置と検出状況

SX02の南側に接するように存在する小規模な木棺墓で、A群に含まれる。主軸は等高線と直交方向

でSX02と方向を違えているが、SX02の墓墳小口部分に沿うように、その中央部に位置している。こ

の点については、SX02の被葬者との関係が深いためであった可能性が考えられよう。

形態・規模

棺　平面長方形を呈し、側面はほぼ垂直で、底面が平坦であることから、箱形の木棺であったと考え

られる。土層によって確認できた木棺の全長は1．23mで、棺幅は東側がやや広く48cm、狭い西側では39

cmを測る。棺の深さは最も深いところで40cmである。棺主軸方向は幅が広い側でE180　Nである。

SX03は棺長が短く、伸展葬の場合大人は入りきらない。弥生時代中期の例によって被葬者を推定し

た藤井氏によれば（藤井2001b）、長さ110cm以下の木棺の場合、3～5歳以上12歳以下の幼児ないしは

小児になるという。後期においては述べられていないが、大きな差はなかったものと推定できることか

ら、SX03の被葬者も小児以下であった可能性が高い。

墓墳　墓境の平面形は小判形を呈し、最長1．56m、幅0．8mを測る。墓墳法面はほぼ垂直で、底面は

ほぼ平坦であるが、東側の底は西側に較べて約10cm高い。墓壕の検出面からの深さは、西側の最も深い

部分で60cmであった。

理土

棺　棺内は上部からの落ち込みなどにより3層で埋まっていたが、横断面の観察では、棺底に上面が

水平な第6層がある。この層は棺底として敷かれた土の可能性があり、木棺底板がなかったことを想像

させる。

墓墳　墓墳埋土は水平堆積が多く認められ、下部の水平堆積と上部の斜堆積に分けることができたS

XOlやSX02などとは異なる。また、下部においても軟質層が認められたことも相違点である。

遺物出土状況

棺内および墓境内から出土した遺物はなく、周辺からも遺物は出土しなかった。

S X O4（第10・13・28図、カラー図版37、写真図版6～9・14・70・74）

位置と検出状況

調査区北部A群の南東端に位置し、ほぼ尾根稜線上に存在するが、北側は9～10号墳間の区画溝掘削

により削平されている可能性が高い。すぐ北側に接するようにしてSX05が同一方向で存在し、その西

側には古墳時代所産と考えられるSX06が同一方向で接している。なお、約4m東側には土器棺墓のS

TOlが斜面に存在している。

形態・規模

棺　土層により確認できた棺は平面長方形を皇し、法面はほぼ垂直であるが、東西両端に小口穴が存

在していることから、小口板を挟みこむ形態の箱形木棺であると推定される。棺の長側は両小口穴あた

りまでにおさまっていることから、明確な「H」形とはならないようである。

棺の全長は2．4m、棺幅は東側がわずかに広く75cm、西側では72cmとその差は非常に少ない。最も残

りがよかった南側での棺の高さは50cmである。東側を基準とした主軸方向はE270　Nである。

小口穴は平面楕円形に近く、東側のものは長径75cm、短径45cm、深さ30cmを測り、西側は長方形に近
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1．7．5YR6／6橙色（明褐色）細粒砂で租粒砂混じる
2．7．5YR6／6橙色（にぷい褐色）極細粒砂で粗粒砂混じる
3．7．5YR5／6明褐色（明褐色）極細粧砂で租粒砂混じる
4．10YR5／6黄褐色（にぷい褐色）極細粒砂で租粒砂混じる
5．7．5YR6／6橙色（にぷい褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる
6．10YR5／8黄褐色（にぷい褐色）細粒砂で租粒砂混じる
7．10YR5／6黄褐色（にぷい黄褐色）細粒砂で粗粒砂混じる
8．10YR6／6明黄褐色（明黄褐色）細粒砂～中粒砂で祖粒砂混じる
9．10YR5／8黄褐色（にぷい橙色）極細粒砂～細粒砂で粗粒砂混じる
10．7．5YR6／8橙色（にぷい符色）穣細粒砂一細粒砂で租粧砂混じる　岩盤ブロック多く含む
11．7．5YR5／8明褐色（にぷい褐色）極細粒砂で粗粒砂混じる　岩盤ブロック少量含む
12．10YR5／8黄褐色（黄褐色）細粒砂で租粒砂混じる　岩盤ブロック少量含む
13．7．5YR6／8橙色（橙色）極細粒砂～細粒砂で粗粒砂混じる　岩盤ブロック少量含む
14．7．5YR5／4・5／6にぷい褐色・明褐色（濁黄褐色）極細粒砂～細粒砂　花崗岩風化砂礫層
15．10YR5／4にぷい黄褐色（暗黄褐色）極細粒砂一細粒砂
16．5YR5／8明赤褐色（明赤褐色）極細粒砂～紺粒砂で中粒砂一極租粒砂含む　やや硬質
17．7．5YR5／6明褐色（暗黄褐色）細粒砂で梅細粒砂混じり　中粒砂一極租粒砂多く含む　やや粘質
18．5YR4．6／7明赤褐色（赤灰色）極細粒砂～極超粒砂　砂礫屑　やや硬質
19，7．5YR5／4．7にぷい褐色（暗黄褐色）極細粒砂～細粒砂　砂礫屑　やや硬質
20．10YR5／3．5にぷい黄褐色（灰褐色）極細粒砂で細粒砂～極租粒砂非常に多く含む　やや軟質
21．10YR4／6褐色（濁赤禍灰色）極細粒砂で細粒砂～極超粒砂非常に多く含む　やや軟質
22．10YR4．6／6褐色（暗黄褐色）極細粧砂で細粒砂～極租粒砂非常に多く含む　やや軟質
23．7．5YR4．6／4にぷい褐色（赤褐灰色）極細粒砂で細粒砂～極租粧砂非常に多く含む　やや軟質
24．10YR5／4．4にぷい黄褐色（濁黄褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂～極租粒砂多く含む　やや軟質

第13回　SXO4平面・断面図
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第14図　SXO5平面図
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1．7．5YR5／6明褐色　シルト混じり租粒砂～却礫

2．10YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で¢5mm前後の地山ブロック混じる　9号墳周溝埋土

3．7．5YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で40．5～1cmの地山ブロック混じる　9号墳周溝塩土

4．7．5YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で¢0．5～1cmの地山ブロック混じる　9号墳周溝埋土

5．10YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂　須恵器出土層　9号墳周溝埋土
6．7．5YR4／4褐色

7．10YR3／4暗褐色
8．7．5YR5／6明褐色

9．10YR5／6黄褐色
10．7．5YR5／6明褐色

11．7．5YR5／6明褐色

シルト混じり租粒砂～細礫　9号墳周溝塩土

シルト混じり中粒砂～租粒砂

シルト混じり中粒砂～租粒砂で細礫若干混じる

シルト混じり租粒砂～細礫で¢0．5～1cmの地山プロッタ多量に混じる

シルト混じり中粒砂で租粧砂～¢5mm前後の他山ブロック混じる

シルト混じり中粒砂一租粒砂

12．10YR4／6褐色　シルト混じり租粒砂で¢0．5～1cmの地山ブロック混じる

13．5YR4／8赤褐色　中粒砂混じりシルト

14．10YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂～粗粒砂で¢0．5～1cmの地山ブロック混じる

15．10YR4／4褐色　シルト質中粒砂～租粒砂

16．10YR5／6黄褐色　シルト混じり粗粒砂一細礫

17．10YR5／6黄褐色　シルト混じり租粧砂～紳礫で¢5mm前後の地山ブロック多量に混じる

18．7．5YR5／6明褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂

19．10YR5／8黄褐色　シルト混じり職種砂～細礫　上面が土器供献面

20．10Yl14／6褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂　上面が土器供献面

21．10YR5／6黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂

22．10YR5／8黄褐色　シルト混じり中粒砂

23．7．5YR6／8橙色　シルト混じり中粒砂～租粒砂　岩盤風化士似

24．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂で¢0．5～3cmの地山ブロック多量に混じる

25．10YR5／6黄褐色　シルト混じり租粒砂～細礫で¢5mm前後の地山ブロック多量に混じる

26．10YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で¢5m田前後の地山ブロック混じる

27．10YR5／6黄褐色　シルト混じり租粒砂～細礫で¢5mm前後の地山ブロック混じる

28．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり租粒砂～翻礫で¢5mm前後の地山ブロック多量に混じる

29．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり租粒砂～細礫で¢5mm前後の地山ブロック多畳に混じる

30．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で¢5mm前後の地山ブロック混じる

31．10YR4／6褐色　シルト混じり租粒砂一細礫でめ0．5～2cmの地山ブロック多量に混じる

1．10YR5／6黄褐色　シルト混じり中粒砂～細礫で40．5－2cmの青色地山ブロック多量に混じる
2．10YR6／6明黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で40．5～1cmの青色地山ブロック混じる
3．10YR6／8明黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂で¢0．5～1cmの青色地山ブロック混じる
4．10YR5／4にぷい黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂で¢0．5～1cmの青色地山ブロック況じる
5．10YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂で¢5mm前後の青色地山ブロック多量に混じる
6．10YR5／6黄褐色　中粒砂～粗粒砂
7．10YR4／6褐色　中粒砂～租粒砂で¢0，5－1cmの音色地山ブロック多産に混じる
8．10YR6／6明黄褐色　細粒砂～中粒砂で¢0．5～1cmの青色地山ブロック多量に混じる
9．10YR5／6黄褐色　極細粒砂～細粒砂で¢0．5－1cmの青色地山ブロック混じる
10．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で¢0．5～2cInの音色地山プロッタ多量に混じる
11．10YR5／4にぷい黄褐色　シルト混じり中粧砂～租粒砂で¢1cm前後の青色地山プロッタ多量に混じる
12．2．5YR5／8明赤褐色　シルト混じり中粒砂～紳礫　軟質花崗岩盤
13．7．5Y4／2灰オリーブ　軟質花崗岩盤

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

第15図　SXO5土層断面図
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く長さ66cm、幅44cm、深さ21cmである。なお、小口穴をもつタイプはSXO5およびSX06も含め、A群

南部にのみ集中して認められる。

墓墳　墓墳平面は東側がやや広い長方形を呈し、丸みはほとんど認められない。東西の長さ3．3m、

南北の幅は東側で2・Om、西側で1．65mとその差は35cmもある。墓墳法面の傾斜は急で、底は中央がや

や窪んでいる。墓墳底の長さは2．8m、東側での墓墳底幅は1．4m、西側では1．1mである。西側での墓

場の深さは、検出面から1．1mである。

埋土

棺　棺内埋土のうち、下部は水平、上部はレンズ状の堆積であった。最下層の第8層は凹面を呈する

底部に、上面が水平になるように埋められ棺底とされたものの可能性があり、底板がなかったことを示

すものかもしれない。

墓墳　墓墳埋土のうち、北側を除いて水平堆積であったが、土器が検出された面以下はやや硬質になっ

ており、棺を組み立てる際に締められた可能性が高い。上部層は土器以下の層に較べて軟質である。

遺物出土状況

棺の南側の長側板に沿って、墓墳内に小片となった葉形土器が検出された。その大半は南北40cm、東

西1・7mの範囲に及んでおり、棺内でもこの土器の小片の一部が落ち込んだ状態で検出された。その高

さは棺底から30cm程度上にあたる。

これらの土器片について、展開したものが写真図版74である。破片の大きさはばらばらで、底部は完

形のままであった。なお、破片のすべてを接合したが、約4分の1が欠損していた。

出土遺物

SXO4出土遣物は後期前半に編年される葉形土器1点である。

第28図4は器高13・1cm、口径10．1cmを測る小型の窯で、休部は丸みをもち、最大径は中位よりやや上

にあり、径12・1cmを測る。体部外面はパケ調整、内面はへラケズリであるが、器壁は厚く、底部付近で

は1・3cmである。底部は径5・3cmの上げ底で、周囲にユビオサエが残る。口緑部は体部から曲折して短く

外上方にのび、端部は丸くおさめる。

底部付近以外は、口緑部にいたるまで外面に煤が付着している。胎土外面はにぷい橙色から肌色を呈

するが、内面は灰色に近い。

SX O5（第14・15・28図、カラー図版15・37、写真図版9～11・14・70・75・76）

位置と検出状況

SX04と同じくA群南東部の尾根稜線上に位置し、9～10号墳間の区画溝部分にあたり、区画溝掘削

により削平を受けているものと思われる。南側にはSX04が接するように、西側には古墳時代と思われ

るSX06が一部重複して存在している。これら3基はともに小口穴を有するもので、尾根稜線と直交す

る主軸方向も共通し、集中して存在している。

形態・規模

棺　土層により確認された棺は平面長方形を呈し、西側幅がやや広く調査されている。棺の調査時に

は長さ3・Omとされていたが、小口穴の存在から、2．5m程度の長さと推定できる。棺とされていた位置

も東側小口穴とずれていることから、棺幅は東側で80cm程度であったものと判断できよう。西側につい

ては棺のラインが小口穴とほぼ合致していることから、位置的には正しいと思われるが、棺幅は掘削時
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よりももう少し狭くなるものと思われ、幅75cm程度であろう。

棺痕跡は墓墳上端から約60cm下がった位置で検出されており、わずかに約20cmの高さしか確認されて

いない。棺側面はほぼ垂直に調査されていることと、小口穴の存在から、組合せ式箱形の木棺であった

と推察される。この棺もSX04と同じく明確な「H」形とはならないようである。

東側の小口穴は平面楕円形に近く、長径70cm、短径30cm、深さ12cmとなっている。西側は平面長方形

で、長さ54cm、幅35cm、深さ11cmとなっている。

なお、小口穴の中心を結んだ主軸方向は、西側を基準としてW60　Sである。

墓墳　墓墳平面は隅丸の長方形を呈し、東西の長さは4．1mを測るが、西側端がSX06により切られて

いるために、若干の誤差がある。南北の墓墳幅は東側で2．1m、西側では2．4mとなり、西側が30cm幅広

くなっている。墓墳法面は他に較べて傾斜が緩く、底は平坦で水平に調査されている。墓墳底の長さは

3．6m、幅1．8mで、東西両端での幅の差はない。検出面からの墓境の深さは、南側で90cmとなっている。

埋土

棺　棺内埋土はいくつかの層に分かれているが、すべてレンズ状に堆積しているとされる。

墓墳　墓壕の埋土のうち、北側以外は水平堆積が認められ、南側においては下部に水平埋土、上部は

斜め堆積となっている。特に、破砕土器が出土した面につながる面から上は斜方向の埋土となっている。

なお、第15図横断面の第1～第6層が9～10号墳間の区画溝埋土とされている。

遺物出土状況

北西部隅の墓壕と棺の間において、壷形土器2点が多くの破片となって平たく並べられたように「L」

字形に検出された。その高さは棺底から約30cm上にあたる。また、それらの上にあたる墓墳上部の北西

隅部分からも葉形土器と底部が検出された。この墓壊外の土器埋納遺構は、墓墳上部を径50cm、検出面

からの深さ20～30cm程度掘り窪め、そこに土器片が詰められたような状態で検出されていた。

出土遺物

SX05から出土した遺物は墓境内の長頸壷1点と長頸あるいは直口の壷1点および墓墳外のから出土

した嚢1点と底部1点である。墓境内から出土した土器はほぼすべて接合できたが、墓墳外から出土し

た土器では接合できない破片も存在した。これは上部が削平を受けていたことにより、破片がすでに移

動されてしまった理由も考えられる。

第28図5に示した長頚の壷は、出土した状態の破片での展開写真を写真図版75上段に示した。展開写

真を見てもわかるように、口縁部から肩部にかけての3分の2と、体部の一部を欠失している。

器高は推定復元で30cmとなり、口径は14．6cmを測る。体部最大径は20．3cmである。体部は長胴で、肩

部にヘラによる刻み状の文様を列状に施文するが、仝周せず、一部分のみである。体部外面は粗いタテ

パケ、内面はヘラケズリとなっている。底部は平底であるが、境目はやや暖味である。底径は6・Ocmを

測る。肩部から緩やかに外反して直立した頸部から、さらに緩やかに外上方に外反する口緑部で、端部

は主として下方に少し拡張し、傾斜した端面には2条の凹線をめぐらせている。外面の体部中央部と口

緑端部付近に煤が付着している。

6は直口壷に似た形態を示し、器高27．3cm、口径12．6cmを測る。写真図版75下に示したように、かな

り小さな破片となっていた。接合の結果、体部が若干欠失していたが、ほとんど完形品となった○

体部は長胴でやや丸みがあり、最大径は中位からやや上にあり、直径は20・2cmである。底部は平らで

径7．0cmを測る。体部外面は細かいタテパケ調整で、体部中位にヘラによる記号文とも判断できる縦方向
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の平行線が措かれている。口緑部はほぼ直立し、端部は丸くおさめる。端部には突起状のものが貼り付

けられており、何らかの機能を有していた可能性がある。あるいは水差しとして使用されたものかも知

れない。

7は「供献」の破砕土器であったかどうかが未確定であるが、破片展開写真を写真図版76上に示した。

口緑部と体部のうち若干部分のみ欠失する。口径11．8cm、器高14．7cmの小型嚢である。肩がやや張る体

部は平底で、底径5・8cm。体部外面は細かなパケを施し、内面はヘラケズリ調整である。口綾部は体部

から「く」字状に外折し、外上方に短くのびる。端部はやや凹面をなし、4～5条の擬凹線を施している。

底部付近以外のほぼ全面に煤が付着している。体部最大径は12．7cm。

8は底部である。体部の厚みは3mm程度と薄く、内面はヘラケズリ、外面はパケ後へラミガキを加え

ていることから、嚢ではないようである。底部は径3．0cmの小さな平底で、中央部がやや上げ底となって

いる。

SX O7（第10・16・28図、カラー図版16・37、写真図版15・16・69・76・81）

位置と検出状況

B群の北西端に位置し、尾根稜線中央の少し西側の傾斜面に存在する。主軸は尾根稜線直交方向より

も少し振れている。

形態・規模

棺　土質の違いにより確認できた棺の痕跡は、平面長方形を呈し、法面も垂直であったことから、箱

形木棺であったと推定できる。全長は1．8m、棺幅は70cmである。棺検出面からの深さは最大で80cmで

あるが、横断面をみると、60cm程度であったものと思われる。

東側を基準とした棺の主軸方向は、国土座標でE70　Sとなっている。

墓墳　墓壕も平面長方形を呈するが、隅は丸くなっている。全長は2．7m、幅1．6mで、最も深い東側

での検出面からの深さは1．2mである。墓壕の法面は垂直に近い。底面は平坦に近いが中央部がやや深

くなっている。墓墳底での規模は長さ2．4m、幅は1．2m前後である。

理土

棺　棺部分の埋土は「U」字形に堆積しており、墓墳埋土との堆積状況の差が明瞭に確認できた。棺

底部分の下には横断面の第7層（縦断面の第10層）が堆積しており、棺底とするために埋められた可能

性が高く、したがって棺の底板はなかったとの想定ができよう。

墓墳　墓墳埋土は水平に近い堆積状況を示しているが、特に「破砕土器供献」が認められた面以下の

埋土については、やや軟質となっている。

遺物出土状況

墓境内の北側東端部と南側の東寄り部分で、破片となった葉形土器1点が破片の高さをほぼ揃えて検

出された。この高さは棺底から34cm上にあたる。破片はさらに北側墓境内西寄りおよび墓境内北東隅に

おいても破片が認められた。嚢の破片の展開写真は写真図版76下に示したように、破片の大きさは不揃

いで、接合の結果、体部が少し欠失していた。また、10号墳北西斜面で壷形土器の破片が出土しており、

本木棺墓に伴っていた可能性もある。

出土遺物

第28図9に示した葉形土器は体部に丸みをもち、最大径は中位やや上にあり、径14．0cmを測る。器高
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A

A一一一1旦型

1．7．5YR5／8明褐色（橙褐色）極細杜砂～細粒砂で小粒砂～棲租粒砂多く含む
2．5YR5．6／8橙色（橙色）梅細粒砂～細粒砂で中粧砂～梅租粒砂多く含む
3．7．5YR4．6／6明褐色（暗橙褐色）極細粒砂で細粒砂～梅粗粒砂多く含む
4．7．5YR4／6褐色（橙褐色）極細粒砂～細粒砂で小粒砂～梅租粒砂含む
5．5YR4．6／8明赤褐色（褐橙色）極椰凝砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂含む
6．7．5YR5，4／8明褐色（暗橙褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極粗粒砂多
く含む
7．7．5YR5／5，4明褐色（明乳褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～和礫含む
軟質　やや砂質
8．7．5YR4．6／5，5明褐色（鳩漉橙褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂一極租粒
砂含む
9．7．5YR5／6明褐色（暗橙褐色）極細粧砂～租粒砂

－l　－　　∴　　－　．‘　－・　‥　　　∴

12．10YR5／3にぷい黄褐色（黄褐色）極細拉砂～極粗粒砂　やや軟質
13．7．5YR4．4／4．9褐色（橙灰褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂多
く含む

14．7．5YR5／6明褐色（暗橙褐色）極細粒砂～租粒砂
15．7．5YR5／5．2明褐色（明橙褐色）極細粒砂～租粒砂

侶窓漕恕激醜腰酢調㌍謎脛やや舶
18．7．5YR5／4にぷい褐色（黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂含
む　やや軟質　上面が土器供献面

19．10YR4．6／4．9にぷい黄褐色（暗黄褐色）棒細粒砂～細粒砂で中粒砂一組礫
非常に　多く含む　やや軟質

20．10YR6／5にぷい黄橙色（明乳黄褐色）極卿粒砂～細礫　砂質　軟質
21．10YR5／5．1黄褐色（暗黄褐色）穣細粒砂～細粒砂で中粒砂～欄礫多く含む
軟質　やや砂質　上面がと器供献面

22．10YR4．6／4．9にぷい黄褐色（暗黄褐色）極細粒砂～珊粒砂で中粒砂～珊礫
やや軟質

23．ib甘良6／5たぶ石亀橙色（明乳黄褐色）極細粒砂～細礫　砂質　軟質
非常に　多く含む

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第16図　SXO7平面・断面図
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1．7．5YR5／4にぷい褐色（黄褐色）極細粒砂～細粒
砂で　中粒砂～極租粒砂含む　やや軟質　上面
が土器供献面
2．7．5YR5／5．5明褐色（暗黄褐色）細粒砂一極粗放砂
3．7．5YR5／4．9にぷい褐色（暗黄褐色）細粒砂～細
礫　砂質　　　やや軟質
4．7．5YR4．4／5褐色（暗赤褐色）細粒砂～極租粒砂
やや軟質
5．7．5YR4．6／4にぷい褐色（濁橙褐色）細粒砂～極
租粒砂　やや軟質
6．7．5YR5／4にぷい褐色（黄褐色）極細粒砂～細粒
砂で

B・　中粒砂～極租粒砂含む　やや軟質　上面が土器
供献面
7．7．5YR5／7明褐色（明橙褐色）棟細粒砂～細粒砂
で中粒砂～　極租粒砂を非常に多く含む
8．10YR5／4　にぷい黄褐色（暗黄褐色）細粒砂～極
租拉砂で　細礫含む　砂質　やや軟質
9．10YR5．4／3　にぷい黄褐色（乱費灰色）珊粒砂～
紳礫　岩盤　掘削土　砂質　やや軟質
10．7．5YR5／5．4明褐色（明乳褐色）極細粒砂～細粒
砂で中粒　砂～細礫含む　軟質　やや砂貿



は15．4cm、口径は12．3cmである。体部外面は細かなタテパケ調整、内面は縦方向のヘラケズリで、口緑

部境の屈曲部にまで及んでいる。底部は小さな平底で、径4．1cmを測る。外面の底部付近以外には煤が

付着している。口縁部は体部から「く」字状に外折し、横外方に短くのびる。端部は上下に少し拡張し、

端面はやや窪んだ面をもつが、無文となっている。胎土の色調は肌色に近い。

10は壷と思われる口緑部付近の破片で、丸みのある肩部から外反して直立する口緑部を有する。口縁

端部には面をもつ。肩部外面はへラミガキ調整で、口緑部との境に直径5mmの円孔を穿っており、1箇

所で確認できた。本木棺墓に伴うものではない可能性が高いものと思われる。

S X O8（第17・28図、写真図版17・18・81）

位置と検出状況

木棺墓B群の南端に位置し、尾根稜線部分に存在している。位置的には10号境と11号墳間の区画溝部

分にあたる。区画溝はほとんど深さが認められなかったが、SX08は平面的に甚だしく削平を受けてお

り、東側では墓墳上面、西側では墓墳底までも削平により遺存していなかった。

形態・規模

棺　棺痕跡は最大でも深さ14cmしか遺存していなかったため、正確とはいえないが、長方形を呈する

組合せ木棺であったと推定される。棺痕跡の全長は2．1m、棺幅は広い西側で56cm、東側では48cmであっ

た。棺痕跡の主軸方向は幅の広い西を基準として、国土座標のW250　Sであったが、土器が出土した東

側を基準とするとE250　Nとなる。

墓墳　墓壕は長方形に近いと思われるが、短辺は丸みをもっていたようである。残存部分の墓墳長は

3．6m、最大幅1．8mを測る。最も遺存状況が良好な南東部での検出面からの深さは1．0mであったこと

から、深さ80cm以上の削平を受けていたことがわかる。

埋土

棺　横断面の第1～第6層が10～11号墳間の区画溝埋土と思われ、第7層の1層のみが棺内埋土として

確認できたにすぎない。

墓墳　墓墳埋土についても1～2層に分層できたにすぎないため、不確定ではあるが、水平方向の埋

土が認められた。

遺物出土状況

墓境内南東隅部分において土器片が散らばった状態で検出された。それらが出土した高さは大きく2

つに分かれる。下部のものは棺底から16cm上の位置、上部のものは棺底から34cm上で検出された一群で

ある。他の木棺墓の例では、棺底から30cm程度上の位置が多くを占めていることから、上部の一群が示

す高さが「破砕土器供献」の当時の位置であり、下部の土器片は木棺内に落ち込んだものの可能性が考

えられる。

出土遺物

SX08から出土した遺物は墓境内南東部から出土した土器片である。しかも図化できたのは葉形土器

と思われる口緑部小片の1点に限られる。

第28図11に示した土器片は嚢と思われるが、壷の可能性もあり、確定できない。口径は11．7cmを測り、

肩部から曲折して外上方に短くのびる口緑部となる。口緑端部は丸くおさめる。肩部と口綾部の境に径

5mm程度の円孔が穿たれている。
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1．7．5YR5．5／8橙色（黄橙色）極細粒砂で細粒砂～極租粒砂少量含む
2．10YR4／4褐色（褐色）極細粒砂で細粒砂含み細礫多く含む
3．10YR4．6／6黄褐色（明褐色）極細粒砂～細粒砂で紳礫～尋4cmまでの
中礫含む
4．10YR3／3暗褐色（暗褐色）極細粒砂混じり細粒砂で租粒砂～¢2CⅢま
での中礫を多く含む

A－　5．10YR4．6／7黄褐色（漉黄褐色）極細粒砂混じり細粒砂で細礫～¢1cm
の中轢含む
6．10YR5／6黄褐色（黄褐色）極細粒砂一細粒砂で租粒砂～め5cmの中礫
含む
7．10YR6／8明黄褐色（明黄褐色）極細粒砂～珊粒砂で中粒砂～細礫多く
含み¢2cmまでの中礫含む
8．10YR4．6／4にぷい黄褐色（暗濁黄褐色）極細粒砂～細粒砂で極租粒砂
～細礫多く含み中礫含む
9．10YR4／6褐色（暗黄褐色）極珊粒砂～細粒砂で租粒砂～¢2cmの中礫
含む

10．7．5YR4．4／7褐色（暗橙褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～細礫少量含
む
11．10YR5／6黄褐色（濁黄褐色）極細粒砂で細粒砂～¢2cmの中礫含む
中礫は凝灰質軟岩の角礫で11号墳からの崩落

12．10YR5．4／7黄褐色（緑黄灰色）珊粒砂で崩落・剥落岩盤片を多く含む

1．10YR4／4褐色（濁黄褐色）極細粒砂～
繍粒砂で中粒砂～極租粒砂含む
2．7．5YR5／7明褐色（橙褐色）梅郷粒砂～
細粒砂で中粒砂少量含む
3．2．5Y5／4黄褐色（緑褐色）細粒砂　軟
質凝灰岩風化土
4．10YR4／5褐色（濁褐色）極細粒砂～細
粒砂で中粒砂～極租粒砂含む
5．7．5YR5／8明褐色（明橙褐色）細粒砂で

C・　極細粒砂含み中粒砂少量含む
6．7．5YR4／4褐色（濁黄褐色）極細粒砂～
細粒砂で中粒砂含む
7．10YR5／6黄褐色（黄褐色）極細粒砂～
細粒砂で中粒砂～中礫含む
8．軟質岩盤（花崗岩系）

2m

第17図　SXO8平面・断面図
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S X O9（第10・18・28図、カラー図版17・37、写真図版18・19・69・77）

位置と検出状況

木棺墓群のA群中央部東端に存在し、尾根稜線から東に約1．5m下がった斜面に位置している。主軸は

南北方向に近く、南部で土器棺墓のST02と重複しているが、墓墳部分に限られ、棺部分は重複しない。

前後関係については、SX09の墓境の方が深いうえ、墓境内においてST02が破壊されていないことか

ら、土器棺ST02の方が新しいことは明らかである。

形態・規模

棺　棺痕跡は平面長方形を皇し、法面も垂直であるのに加えて底も平坦に調査されていることから、

箱形木棺であったと推定される。調査の結果、長さは1．3m、幅46～48cm、深さ26cmとなっている。

土器が出土した側を基準とした主軸方向は、国土座標でN350　W方向である。

墓墳　墓壕の最上面の平面形は丸みのある長方形を呈しているが、調査時の掘りすぎによるものであ

り、やや内側の長方形を呈する部分が墓壕の外形であろう。最も外側では棺の方向と合致せず、内側で

あれば棺と平行方向になることからも首肯できよう。ただし、部分的には墓墳検出最上面から60cm以上

も掘り込んでしまっていることから、墓墳掘削時に近い規模は不明となっている。現状での規模は長さ

1．9m、幅1．0mである。墓墳底も長方形を呈し、長さ1．8m、幅90cmを測る。なお、検出面最上部から

の深さは約90cmである。

理土

棺　棺内埋土は土層横断面図によると、多くが「U」字形を呈し、棺底にあたる土層は墓壕とつながっ

ている。この第15層の形状をみると、墓壕を埋めた後に再掘削して棺を入れたとしか考えられないが、

その当否は不明である。

墓墳　墓墳埋土はほぼ全部が水平となっている。

遺物出土状況

墓境内の北西部において土器片が集中して検出された。また、棺内や東部墓境内においても土器が検

出されている。北西側墓墳部分の土器の高さは棺内の土器の高さよりも20cm程度高いことから、西側長

側板の崩落の結果、墓境内の土器が土とともに棺内部に落ち込んだものと考えられよう。そのことを示

すかのように、ちょうど崩落したと思われる墓墳部分には土器が存在していない。

これらの土器は接合の結果、単体の壷形土器となった。その破片の展開写真は写真図版77上に掲載し

ているが、後世に割れたと思われるものについては接着した後に撮影している。

出土遺物

SX09から出土した遣物は、棺内および墓墳において出土した壷形土器1点である。破片を接合した

結果、口緑・体部に若干の欠損部分が認められた。

第28図12に示した小型の壷形土器は、口径10．8cm、器高14．6cmを測り、底部は径4．1cmと小さな平底

である。体部はやや肩が張り、最大径は12．4cmである。口緑部は頸部から外反して外上方にのび、端部

は面をもつが、口縁部の傾きとは直交せずに斜め方向になっている。体部外面と口緑部内面はパケ調整、

休部内面は磨滅しているがヘラケズリと思われる。弥生後期前半に編年されるものである。

なお、体部下半を除いた全面に煤が付着している点から、煮炊具として使用されていたことがわかる。
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墓墳

1．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂一租粒砂でdO．5－1cm

の地山ブロック混じる

2．10YR3／3暗褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂

3．10YR3／4暗褐色　シルト混じり中粒砂で租粒砂一細礫若干混じる

4．10YR4／3にぷい黄褐色　シルト混じり中位砂～租粧砂

5．10YR3／3暗褐色

6．10YR3／4暗褐色

」　　7・7・5YR4／6褐色
8．7．5YR4／6褐色

ク混じる

9．10YR4／4褐色

面が土器供献面
10．7．5YR5／8明褐色

シルト混じり中粒砂～租粒砂

シルト混じり中粒砂～粗粒砂

シルト混じり中粒砂で租粒砂～抑礫若干混じる

シルト混じり中粒砂で¢0．5～1cmの地山プロッ

シルト混じり細粒砂～中粒砂で租粒砂混じる上

シルト混じり細粒砂～中粒砂

11．10YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂で租粒砂若干混じる

12．7．5YR4／6褐色　シルト混じり細粒砂

13．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂

14．7．5YR5／6明褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂

15．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり細粒砂～粗粒砂で¢5m前後の

地山　ブロックを多く含む

Bl16・7・5YR5／8明褐色
17．7．5YR5／6明褐色

じる

18．7．5YR5／6明褐色

19．7．5YR5／8明褐色
20．7．5YR5／8明褐色

21．5YR5／8明赤褐色

シルト混じり細粒砂～中粒砂で細礫混じる

シルト混じり細粒砂で中粒砂一租粒砂若干混

シルト混じり細粒砂～中粒砂

シルト質中粒砂

シルト混じり中粒砂～租粒砂

シルト混じり中粒砂～珊礫　花崗岩盤

第18図　S XO9平面・断面図
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S Xl O（第8・19・28図、カラー図版37、写真図版20・21・25・69・77）

位置と検出状況

調査区南部の木棺墓群C群に存在し、尾根稜線上に位置している。主軸は尾根稜線に直交方向となっ

ている。墓境の西端は確認調査時のトレンチ内採掘により破壊してしまっていた。ただし、墓墳西端の

一部と棺痕跡部分の下部がかろうじて遣存していた。

SXlOは土壌SK05と重複しているが、SK05の位置が墓墳埋土部分であることから、SK05の方が

新しいことは明らかであり、土層関係からも検証することができた。なお、SK05からは奈良時代の須

恵器が出土している。

形態・規模

棺　棺痕跡として調査された部分はやや歪な長方形を呈しており、棺側が垂直であることから箱形木

棺であったと推察される。長さは2．74mで、墓壕の規模に較べてかなり長い棺となっている。幅は東側

がやや広く調査され92cm、西側は78cmとなっている。棺部分の深さは38cmを測る。棺痕跡の幅が広い東

側を基準にした主軸方向はE280　Nとなっている。

墓墳　墓壕の平面形も棺痕跡同様にかなり歪な形態を示している。長さは3．3m程度、幅2．0m程度で

あり、検出面からの深さは50cmを測る。墓墳法面は垂直部分と傾斜がかなり緩い部分の両者が存在する

が、底面は平坦でほぼ水平に調査されている。なお、墓墳西側部分が棺掘削時とは異なったラインとなっ

ているが、その理由等は不明である。

埋土

棺　棺内の埋土は水平に堆積した3～4層に大きく分層されている。

墓墳　墓境内埋土は水平な部分と傾斜をもつ部分があるが、その法則性は見出しえない。

遺物出土状況

SXlOの棺内および墓境内から土器片が出土したが、墓境内からは非常に少ない。棺内の土器片の出

土位置はほぼ中央であり、その高さは棺底に近いものと、棺底から25cm程度上との両者が認められてい

る。墓境内出土の土器片は墓墳底から5cm程度上で検出されている。

出土遺物

SXlOから出土した遺物は直口あるいは短頸壷1点である。破片を展開した写真は写真図版77下に示

した。接合の結果、口緑部はほぼ完形となったが、体部は3分の1を欠失していた。

第28図13に示した壷は口径12．2cm、推定器高26cmであり、体部は逆無花果形を呈する。底部は非常に

小さな平底となるようであるが、欠失している。体部外面はパケ、内面はヘラケズリとなっており、体

部最大径は19．3cmを測る。口縁部は肩部から曲折して外形気味に直立する。口緑端部は丸くおさめる。

口縁部内外面はパケ調整となっており、ナデを加えている。外面には列点文のような小さな刺突が認め

られるが、パケ原体が当たった痕跡であろう。

S Xll（第10・20・29・30図、カラー図版16・17・37・40、写真図版21・22・71・8ト85・95）

位置と検出状況

木棺墓B群のほぼ中央、尾根稜線上に位置する大型のものである。主軸方向は尾根稜線と直交しすぐ

南には主軸方向が同一のSX18とSX17が存在している。

SXllの上部は10号境の主体部SXlOOlとSXlO02により大きく破壊を受けていた。ただし、主体部
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1

2

3

4

3

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

10YR5／8黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂　SKO5埋土
7．5YR5／8明褐色　シルト混じり租粒砂で翻礫・炭若干混じる　SKO5埋土
5Ylミ4／6赤褐色
5YI15／6赤褐色
5Yli3／2暗赤褐色
5YR3／1黒褐色
7．5YR4／4褐色
7．5Yli5／8明褐色
7．5YR4／6褐色
7．5YR4／4褐色

シルト混じり租粒砂で炭・焼土塊混じる　壁崩落土　SKO5埋土
シルト混じり細粒砂～中粒砂で炭・焼土塊混じる　壁用藩士　SKO5埋土
シルト混じり中粒砂で粗放砂～欄礫と多量の炭が混じる　SKO5埋土
シルト混じり中粒砂～租粒砂で炭・焼土塊混じる　SKO5埋土
シルト混じり中粒砂で粗粒砂若干含む
シルト混じり細粒砂～中粒砂で地山ブロック若干混じる
シルト捉じり中粒砂で炭・地山ブロック若干混じる
シルト混じり中粒砂～租粒砂で地山ブロック若干混じる

7．5YR3／4暗褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂で炭若干混じる
7．5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂～租粋砂で
10YR4／4褐色　シルト質細粒砂～中粒砂
10YR4／3にぷい黄褐色　シル上質中粒砂で炭と¢5mm前後の地山ブロック含む
7．5YR4／4褐色　シルト混じり租粧砂～柵礫
10YR5／8黄褐色　シルト混じり中拉砂で租粒砂～細轢混じる
7．5YR4／6褐色　シルト質細粒砂～中粒砂
7．5YR4／4褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂
7．5YR5／8明褐色　シルト混じり極細粒砂～細粒砂
7．5YR5／6明褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂　ベース土
7．5YR5／8明褐色　シルト混じり極細粒砂～細粒砂　ベース土

1．7．5YR3／2黒褐色　シルト混じり極細粒砂～細粒砂
2．7．5YR4／4褐色　シルト混じり細粒砂
3．7．5YR4／6褐色　シルト侃じり細粒砂～中粒砂
4．7．5YR4／4褐色　シルト混じり細粒砂～中粧砂で
租粒砂混じる
5．10YR4／4褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で細礫
若干混じる
6．10YR4／3にぷい黄褐色　シルト混じり細粒砂で
租粒砂～翻礫混じる
7．10YR5／6黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂
8．7．5YR4／4褐色　シルト質細粒砂
9．10YR3／3暗褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で
炭若干含む

10．10YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂
11．10YR4／3にぷい黄褐色　シルト混じり中粒砂～
租粒砂で細礫若干混じる
12．10YR5／6黄褐色　シルト貿中粒砂　ベース士
13．10YR5／8黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂
ベース土

第19図　SXlO平面・断面図
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1．7．5YR4／3褐色　シルト質極細粒砂～
細粒砂で炭若干混じる
2．7．5YR4／4褐色　シルト質極細粒砂～
細粒砂で炭若干混じる
3．10YR4／4灰黄褐色　シルト混じり
細粒砂で祖粒砂・炭混じる

Cl4・㌶憲㌫誓悪霊等炭景品習呈り
5．10YR4／6褐色　シルト混じり極細粒
砂
～細粒砂
6．10YR4／6褐色　シルト混じり細粒砂

中粒砂



の主軸方向はほぼ同一となっている。

形態・規模

棺　土層により確認できた棺の痕跡は、平面長方形を呈し、側壁は直立しているうえ、底部も平坦で

あることから箱形木棺であったと推察できよう。棺痕跡の長さは2．4m、棺幅は西側がやや広く1．06m、

東側は92cmであった。棺検出面から棺底までの深さは80cmを測る。棺の主軸方向は、幅が広い西側を基

準として国土座標によるとW200　Sであり、鉄器が出土した東側を基準とすればE200　N方向となる。

墓墳　墓境の平面形も長方形を呈しているが、隅が丸い。墓墳壁はほぼ垂直で、底面も平面隅丸長方

形を呈する。底面はほぼ平坦であるが、南半部がやや高くなっており、中央部は主軸方向で5cm程度窪

んでいる。墓墳上面の平面規模は、長さ4．2m、幅2．7mで、検出面の最も上部である北側で計測した墓

境の深さは1．7m遺存していた。墓墳底の平面規模は長さ3．5m、幅2．0mを測る。

埋土

棺　棺内埋土はレンズ状に堆積している部分が多く、上部から中に落ち込んだ様子が看取できる。ま

た、下部の埋土は軟質になっているものが多い。底には第17層が約5cmの厚さで棺幅はぼいっぱいで、

ほぼ水平に認められた。この土層も軟質であり、木棺底板腐朽により生じたものの可能性もあるが、本

遺跡木棺墓の他の例から、棺底を平坦にするために置かれたものである可能性が高いものと推定してい

る。したがって、木棺には底板がなかったものと想定している。

墓墳　墓墳埋土は南部では水平になっているが、北部ではやや斜堆積となっている。ほとんどすべて

の土層に岩盤ブロックを含んでいることから、墓壕を掘削した際の残土を埋め戻したものである。埋土

の多くが硬く締まっているが、土器が出土した面の上層にあたる第22・29層が軟質となっていることは

注意される。つまり、土器を納めた後墓壕を埋めるにあたって、最初は埋土を締めなかったことを示し

ている。ここに、棺を埋めてゆく過程における一つの段階が示されているものと判断できよう。

遺物出土状況

SXllからは土器のほか鉄器が出土した。

棺　棺内東部北側で鈍が1点検出された。この鈍は、棺上あるいは墓境内に置かれていたものが棺内

に落ち込んだ可能性も残るが、出土したのは第17層上面であることから、棺内に副葬されていたものの

可能性が高いと考えられる。なお、鈎は先端を西側に向けていた。

墓墳　墓境内東半部に集中して、葉形土器が多くの破片となって検出された。主として墓境内の南東

側の1mX50cmの範囲内に多くの破片が認められたが、墓境内北東部や南西端にも存在していた。これ

らの土器が検出されたのは土層断面図の第23・30層の上面にあたり、棺底から30cm程度上部になってい

る。また、この葉形土器は接合の結果、口縁部で2割、体部で4分の3程度を欠失していた。

なお、上部にある10号墳主体部SXlO02の墓境内から底部の破片が出土しているが、SXll内に含ま

れていたものがSXlOO2墓墳掘削の際に掘り出されて混じりこんだ可能性がある。

出土遺物

鉄器　第30図Tlの鈍は、刃部先端を欠損しており、残存長11．45cmである。刃部下端から5mm程度

の部分が最も幅広く、2．2cmである。身部は1．0cmの幅をもつ。厚さ2．5mm、刃部は1．5mmの厚さで刃部

上面は丸みがある。側面では身部半ばから刃部にかけて反り上がり、先端では1cm強の反りになると想

定される。鉄身部上面には柄の木質が残存しており、基部端からさらに続いている。木質残存部分の長

さは9．15cmである。身部下面には幅2mm程度の細い蔓状の植物繊維と思われる紐が密に巻かれた状態が
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第20図　SX11平面・断面図
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1．5Ⅷ5／8明赤褐色（明赤褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～細礫多く含み花崗岩ブロック含む　硬質

2．5Ⅷ4／3にぷい赤褐色（濁褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～細礫少量含む　硬質

3．7．5Ⅷ5／6明褐色（濁赤黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～細礫多く含み花崗岩ブロック含む

4・7・5YR6／6橙色（明橙灰色）細粒砂～細粒砂で≠3cmまでの粘質岩と花崗岩ブロック含む

5・7・5Ⅷ5・4／6明褐色（明黄橙色）極細粒砂～細礫で≠3cmまでの粘質岩と花崗岩ブロック非常に多く含む

6・10Ⅵ15／5・5黄褐色（濁黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～細礫含み≠2cmまでの粘質岩と花崗岩ブロック少量含む

7・7・5YR5・4／6明褐色（明黄橙色）極細粒砂～細礫で≠3cmまでの粘質岩と花崗岩ブロック非常に多く含む

8・10Ⅶ5／6黄褐色（濁黄灰褐色）極細粧砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂含み≠3cmまでの粘質岩と花崗岩ブロック多く含む

9・10Ⅷ6／6明黄褐色（濁明黄灰色）細粒砂～細礫で≠3cmまでの粘質岩と花崗岩ブロック多く含む

10・10Ⅷ5／4・5にぷい黄褐色（濁黄灰色）細粒砂～細礫で≠3cmまでの粘質岩と花崗岩ブロック多く含む

11・10YR5／6明褐色（黄褐色）極細粒砂で大半が粘質岩盤ブロックト≠10cm）の集積　花崗岩ブロック少量含む

12・10Ⅵ15／4・5にぷい黄褐色（濁黄灰色）細粒砂～細礫で≠3cmまでの粘質岩と花崗岩ブロック多く含む10よりブロック量多い

13・10Ⅷ5・6／6明黄褐色（濁黄灰褐色）≠3cmまでの粘質岩ブロック（極細粒砂）と花崗岩ブロック（細粒砂～細礫）の集積

14．10Ⅵ16／4にぷい黄橙色（乳黄灰色）細粒砂～極租粒砂　花崗岩盤掘削土　軟質

15．7．5YR5．6／6橙色（赤黄橙色）極細粒砂～細粒砂で粘質岩ブロック（極細粒砂）と花崗岩ブロック（細粒砂～細礫）の集積

16．10Ⅷ6／6明黄褐色（濁明黄灰色）細粒砂～極租粒砂（花崗岩盤掘削土）に粘質岩ブロックが少量混じる　軟質

17．7．5YR6／4にぷい橙色（明乳灰橙色）細粒砂で極細粒砂混じる　軟質

18・5Ⅷ5／6明赤褐色（濁赤褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～細礫多く含み≠2cmまでの粘質岩と花崗岩のブロック混じる　硬質

19・7・5Ⅷ5／6明褐色（濁赤黄褐色）細粒砂で極細粒砂と中粒砂～細礫を多く含む　樟cmまでの花崗岩ブロック非常に多く含み粘質岩ブロックを少量含む硬質

20．5YR5．6／8橙色（黄橙色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂含み粘質岩ブロック非常に多く含む

21・7・5Ⅷ5・6／6橙色（濁黄灰褐色）極細粒砂～細粒砂で≠3cmまでの粘質岩ブロック（極細粒砂）と花崗岩ブロック（細粒砂～細礫）を非常に多く含む

22．10Ⅷ5／3にぷい黄褐色（明灰褐色）細粒砂～細礫　花崗岩盤の掘削土　軟質

23．5YR5／8明赤褐色（明赤褐色）～7．5Ⅵ16／8橙色（橙色）花崗岩盤に似る　硬質　上面が土器供献面

24・10YR5・4／4にぷい黄褐色（濁黄灰褐色）細粒砂～細礫（花崗岩盤掘削土）で≠1cmまでの粘質岩と花崗岩のブロック多く含む　やや硬質

25・10Ⅷ5・4／4にぷい黄褐色（濁黄灰褐色）細粒砂～細礫（花崗岩盤掘削土）で≠1cmまでの粘質岩と花崗岩のブロックやや多く含む　砂質でやや硬質

26．10YR5．4／4にぷい黄褐色（濁黄灰褐色）細粒砂～細礫（花崗岩盤掘削土）　砂質でやや軟質

27・10Ⅷ5・4／4にぷい黄褐色（濁黄灰褐色）細粒砂～細礫（花崗岩盤掘削土）で≠1cmまでの粘質岩と花崗岩のブロック含む　砂質でやや軟質

28．7．5Ⅵ15／7明褐色（褐橙色）極細粒砂で極租粒砂～細礫微量混じる　粘質岩ブロックの集積　粘質

29・10Ⅷ5・4／4にぷい黄褐色（濁黄灰褐色）細粒砂～細礫（花崗岩盤掘削土）で≠1cmまでの粘質岩と花崗岩のブロック少量含む　砂質でやや軟質

30．7．5YR5／7明褐色（褐橙色）極細粒砂で極租粒砂～細礫を微量含む　粘質岩ブロックの集積　粘質　上面が土器供献面

31．10Ⅵ15．4／4にぷい黄褐色（濁黄灰褐色）細粒砂～細礫　花崗岩盤掘削土　砂質で軟質

32・10YR5・4／4にぷい黄褐色（濁黄灰褐色）細粒砂～細礫（花崗岩盤掘削土）で粘質土ブロックト≠2cm）を微量含む　砂質で軟質　上面が土器供献面

33．7．5YR5／7明褐色（褐橙色）極細粒砂で極租粒砂～細礫微量含む　粘質岩ブロックの集積　粘質

34・10YR5／2灰黄褐色（濁灰黄褐色）細粒砂～細礫（花崗岩盤掘削土）で≠5cm以下の粘質岩ブロック（極細粒砂）を含む　砂質でやや締まる
35．軟質岩盤

第2表　SX11埋土土層名

残存していた（カラー図版40①）。この紐状繊維は上部の木質部分においても残存しているようである。

また、Ⅹ線写真においても表面とは異なる部分にも存在している（写真図版95）ことが看取できること

から、多重に巻かれていたようである。

土器　第29図14は墓境内から破片となって出土した嚢である。底部と体部が接合していないが、推定

器高16．7cmと思われる。体部は丸みがあり、最大径は中位の少し上で径15．7cmを測る。最大径部分には、

幅1cm程度の爪形あるいは半裁竹管に似た形の刺突文が施され、仝周しているようである。また、施文

は押し引きと思われ、文様部分が帯状に若干窪んでいる。体部外面の調整はパケ、内面はヘラケズリで、

上部は横方向、それ以外は縦方向に施されており、器壁は薄く仕上げられている。底部はほとんど突出

しない平底で、直径4．3cmを測る。口縁部は、肩部から一度直立気味に短く立ち上がった後、外上方に

曲折し、端部を上下に大きく拡張している。下部への拡張は上部に較べてわずかである。口緑部端面に

は2条の擬凹線ないし凹線をめぐらせている。口径は12．8cmを測る。弥生時代後期前半でも中頃に近い

所産と思われる。なお、外面全面に煤が付着しており、使用された土器であることがわかる。

第29図15はSXllに含まれていた可能性がある底部である。直径5．6cmの平底であるが、器表が著し

く剥離しているために調整痕は不明となっている。外面は明黄褐色を呈する。
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S X12（第10・21図、写真図版22・23・25）

位置と検出状況

調査区北部木棺墓A群の中央西部に位置しており、尾根稜線からわずかに西側に下った斜面に存在する。

主軸方向は尾根稜線と同方向である。北端は墓壕の一部がSX16と重複しているようである。SX12は

縦列した2基の小型木棺墓であった可能性も残されている。

形態・規模

棺　棺痕跡の平面形は長方形に近いが、幅に較べて長い。側壁はほぼ垂直に調査されているため、箱

形木棺を想定していたものと思われる。棺長2．73m、幅は南側の広い方で78cm、北側では66cmと大きな

差があるように調査されている。棺検出面から底までは33cmとされている。

なお、南側を基準とした主軸はS160　Eである。

墓墳　墓壕の平面形は全体的に歪な形状に調査されている。北半部分は楕円形に近いが、南部は北半

の南側が裾広がりになったような形状で、西側に大きく張り出している。また、南端は直線的となって

いる。全長は4．2m、北半での幅は1．8m程度、南端幅は約2．5mとなっている。墓場法面の傾斜は急、

底面はほぼ水平で平坦に調査されているものの、傾斜面には凹凸が多くなっている。墓墳底の平面形は

かなり歪で、全体的には細長い楕円形のようにも見えるが、北半部分と南半部分では主軸方向が異なっ

ているようにも観取できる。墓墳底の全長は3．85m、幅は北半部で55cm～90cm、南部の最も広い部分で

は1．05m、南端では50cmの幅となっている。墓墳検出面から底までの深さは最も深い部分で1mである。

埋土

棺　棺内埋土は3層に分層されている。

墓墳　墓墳埋土のうち、下部は水平となっているが、上部の第1～第6層については再掘削を受けた

ように分層されている。

遺物出土状況

SX12からは遺物は出土しなかった。

S X13（第10・22・29図、カラー図版18・37、写真図版23・24・27・71・78）

位置と検出状況

調査区北部の木棺墓群A群中ほぼ中央に位置している。また、尾根稜線上に立地しながらも主軸方向

は、尾根稜線と平行方向になっており、他の尾根稜線中央部の木棺中、唯一主軸が異なるものである。

なお、9号墳整形の際に上部が削平を受けたようであり、破砕土器出土面がSX13検出面と同じである。

形態・規模

棺　棺の平面は長方形を呈し、長さ98cm、幅45cmと小型である。側壁が垂直、底は平坦に調査されて

いることから、箱形木棺であったと考えられよう。なお、検出面からの深さは20cmとなっている。

なお、南側を基準とした棺の主軸方向はS180　Eとなっている。

墓墳　墓壕の検出時の平面形はやや歪であるが、墓墳調査後に判明した形状は、隅丸の長方形に修正

されている。この形状での規模は、長さ1．3m、幅0．9mで、墓墳法面はほぼ垂直となっている。墓墳底

面中央部は5cm程度窪んでおり、その他の部分でもやや凹凸が多い。検出面からの深さは43cmである。

理土

棺　棺内埋土は5層に分層されているが、「U」字形を示すものが多く、上部から棺内への落ち込み
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1．10YR5／6黄褐色　シルト混じり中粒砂

2．10YR5／8黄褐色　シルト質中粒砂で租粒砂混じる

3．10YR5／8黄褐色
4．10YR5／6黄褐色

5．10YR4／4褐色
6．10YR4／6褐色

7．10YR5／8黄褐色

8．10YR4／6褐色

9．10YR5／6黄褐色
10．10YR5／8黄褐色

11．10YR5／8黄褐色

12．10YR4／6褐色

13．10YR4／6褐色
14．10YR4／6褐色

15．10YR5／6黄褐色
16．7．5YR4／6褐色

17．7．5YR4／4褐色

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

シルト混じり中粒砂～租粧砂で地山ブロックを多く含む

シルト混じり細粒砂～中粒砂で地山ブロック混じる

シルト混じり中粒砂で地山プロッタ少量混じる

シルト混じり極細粒砂～細粒砂

シルト混じり極細粒砂～細粒砂　地山に似る

シルト混じり中粒砂

シルト混じり細粒砂～中粒砂で地山ブロック若干混じる

シルト混じり中粧砂～租粒砂で地山ブロック多量に混じる

シルト混じり細粒砂～中粒砂で地山ブロック多量に混じる　地山に似る

シルト混じり中粧砂で租粒砂～細礫混じる

シルト混じり細粒砂～中粒砂

シルト混じり細粒砂～中粒砂

シルト混じり極細粒砂～細粒砂で他山ブロック多量に混じる

シルト混じり細粒砂～中粒砂で地山ブロック混じる

細粒砂～中粒砂

18．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂

19．7．5YR5／6明褐色　中粒砂～粗粒砂で地山ブロック混じる
20．7．5YR5／6明褐色　細粒砂～中粒砂

第21図　SX12平面・断面図

を示している。また、横断面図の第3層には土器片が含まれていた。

棺底の部分には横断面図の第6層が認められ、皿状に窪んだ墓嬢底を埋めて、上面を平坦・水平にし

ている。この層は本遺跡の他の例から、棺底として入れられ、均されたものと判断している。
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墓墳　墓墳埋土は棺側下部が観察されたにすぎない。ほぼ水平の土層堆積状況を示している。なお、

破砕土器が出土したのは横断面図第10・11層上端のさらに5～10cm上である。

遺物出土状況

棺内および墓境内からは、聾形土器が多くの破片となって検出された。

棺内からは50cmX15cmの範囲で列状に出土したが、その高さは、南西部分では棺検出面直下にあたる

が、棺中央部分では棺底に近い。その高低差は10cm以上ある。

墓境内からも葉形土器が破片となって出土したが、主として墓境内西側の棺側に沿った形で集中して

検出され、東側では3点存在したにすぎなかった。それらが出土した高さは棺底から25cm～30cm上部に

あたる。なお、墓境内から出土した土器片は棺内から出土したものと接合した。

墓壕から土器が破片となって出土したことについては、「破砕土器供献」といわれるものにあたるが、

棺内から出土した土器についてはにわかに決めがたい。棺内から出土した土器は上から落ち込んだ状態

であったため、棺上に土器片が置かれたことを示している可能性がある。すなわち、棺内の土器出土状

況から、墓墳部分の土器群が墓墳崩落により棺内に落ち込んだと考えられるような土器群の欠失箇所が

あるようには見受けられないことから、棺上にも土器片が置かれていた可能性が高いことを示している

ものと思われる。はたして、墓墳内に置かれた土器片と棺上に置かれた土器片が接合して単体の嚢になっ

ていることは、両者が置かれた時点が極めて近い、むしろ同時と考える方が自然ではなかろうか。そう

すると、厳密には「墓境内破砕土器」ではなく、「棺上・墓境内破砕土器」となる。ただしこの点につい

ては、他の木棺墓において、棺上に土器が置かれたと想定される例が非常に限られていることから、S

X13のように小規模な棺に限られたものであった可能性も捨てきれない。

出土遺物

SX13から出土した土器は第29図16に示した嚢1点である。それらを破片の状態で展開した写真を写

真図版78上に示した。かなり細かな破片となっているが、それらのほぼすべてが接合できた。ただし、

体部の4分の1程度の破片を欠失している。

口径13．9cm、器高27．9cmで、径5．9cmの平底を有する、後期前半に編年されるものである。体部内面

はヘラケズリにより器壁を薄く仕上げ、外面はパケ調整を施している。体部最大径は上位にあり、径

21．1cmを測る。体部から大きく外反して斜め上方に短くのびる口緑部は、端部に面をもち、口径13．9cm

を測る。

S X14（第10・23・29図、カラー図版16・18・37、写真図版26・27・71・78）

位置と検出状況

調査区北部の木棺墓B群内の西部に存在する。尾根稜線から少し西に下がった斜面に位置し、主軸方

向を尾根稜線方向と同一にしている。SX14の1．5m東側にはSXllが存在し、南側1．7mの斜面には土

器棺墓ST03が存在している。検出時には検出面直下で土器が出土している。

なお、墓壕の西側はトレンチにより破壊してしまっていた。

形態・規模

棺　土層の違いにより検出できた棺痕跡の平面形は長方形を呈し、側壁はほぼ垂直で底にやや傾斜が

あるものの、平坦であることから、箱形木棺であったと考えられる。

棺痕跡の規模は、長さ81cmと本遺跡の木棺墓群中で最も短い。幅は南側が38cmと少し広くなっている
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1・10YR5／6黄褐色　シルト混じり中粒砂で¢0．5～1cmの青色地山ブロック混じる

2・10YR5／8黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粧砂で租粒砂～¢0．5～3cmの青色地山ブロック混じる
3・7・5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で地山ブロック若干混じる
4．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂
5．10YR5／8黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粧砂

6・10YR5／6黄褐色　シルト捉じり細粒砂～中粒砂で青色他山ブロック混じる

7・10YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂で¢0．5－2cmの青色地山ブロック混じる
8・10YR4／6褐色　シルト混じり中拉砂で¢0．5～1cmの青色地山ブロック混じる
9，10YR5／8黄褐色　細粒砂～中粒砂

10・10YR5／6黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粧砂で¢0．5～1cmの青色地山ブロック混じる
11・10YR4／6褐色　シルト混じり極細粒砂～細粒砂で¢0．5～2cmの青色地山プロッタ混じる
12．10YR5／8黄褐色　細粒砂～中粒砂

1・10YR5／8黄褐色　シルト混じり中粒砂で¢0．5～1C皿の青色地山ブロック混じる
2・10YR5／6黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂で租粒砂と¢5mm前後の青色地山ブロック混じる
3．10YR5／6黄褐色　シルト混じり極細粒砂一細粒砂

4・10YR4／6褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂で租粒砂と¢581m前後の青色地山プロッタ混じる
5・10YR5／8黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂で¢5m前後の青色地山ブロック混じる

第22図　SX13平面・断面図
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1．7．5YR5／5．5明褐色（暗黄褐色）極細粒砂一欄粒砂で中粒砂～極超粒砂
含む
2．7．5YR5／6明褐色（暗黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂含む
3．7．5YR5／7明褐色（橙褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂含む
4．7．5YR5／4．5にぷい褐色（乳黄褐色）極湖粒砂～細粒砂で中粒砂～極粗
粒砂含む
5．7．5YR5．6／8橙色（黄橙褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂少
量含む

B．　6．7．5YR6／8橙色（橙色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂一極租粒砂含む
7．7．5YR5／6明褐色（暗橙色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂少量
含む
8．7．5YR5／8明褐色（暗橙褐色）細粒砂～租粒砂で極租粒砂含む
9．10YR5／4にぷい黄褐色（濁黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租
粒砂含む

10．7．5YR5．6／8橙色（橙褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極粗粒砂多く
含む

第23回　SX14平面・断面図

が、北側の幅32cmと比較すると、その差は少なく、調査時の誤差の範囲の可能性もある。棺痕跡の深さ

は検出面から35cmとなっている。棺の主軸方向は、南側を基準として座標のS14O E方向にあたる0

墓墳　墓壕の西端は確認できなかったが、小判形に近い平面形である。全長1・1m、幅0・9mで、検出

面からの深さが最も深い南東側では、検出面から墓墳底まで52cmである。墓墳底は西側にやや傾斜をも

ち、南側が北側に較べて20cm程度深くなっている。法面は傾斜面となり、墓墳底の規模は長さ92cm、幅

50cmとなっている。

理土

棺　棺内埋土は上部からの落ち込みによる状態を示していたが、特に東側斜面上部側から押された状

況が観取できた。

墓墳　墓嬢埋土は水平に埋められた状況を示し、棺内埋土に較べて硬く締まっていた。

遺物出土状況

墓横内西側および棺内から壷形土器が破片となって検出された。それらの破片の状態を展開した写真
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は写真図版78下に示した。墓境内で検出した土器片下面の高さは、棺底から16cm～20cm上にあたる。一

方、棺内の土器片は、棺底から4cm～6cm上部で検出された。また、西側棺側と墓壕にまたがって出土

した土器片は墓壕の土器片とほぼ同じ高さであった。これらのことから、棺内で検出した土器片は棺の

腐朽に伴って墓境内から落ち込んだ可能性が高いと思われるが、棺上に置かれていた可能性も捨てきれ

ない。いずれかに決することは現段階では判断できない。

出土遺物

SX14から出土した遺物は、棺内および墓境内から出土した壷の1点に限られる。第29図17に示した

長頸壷または直口壷は、破片を接合した結果、若干の欠損部分を有するのみであった。

径7・1cmの平底を有し、長い体部をもつもので、19．2cmの体部最大径は中位にある。体部外面はパケ

のち下半をへラミガキしている。内面はヘラケズリを施すが、器壁は厚い。口緑部は肩部から曲折して

外傾気味に上にのび、端部付近は若干内傾させており、端部は丸い。口緑部はパケのちヨコナデを加え

ている。器高26・6cmのやや大型のもので、弥生時代後期前半でもやや新しい段階のものと思われる。

S X15（第10・24図、写真図版26・27）

位置と検出状況

調査区北部の木棺墓A群内の北部中央付近に存在し、尾根稜線中央部から東に少しずれた位置にあた

る。主軸は尾根稜線と平行方向となっている。北西側には土壌SK08が存在し、重複しているが、SX

15の方が後出である。

形態・規模

棺　土層の違いによる棺痕跡の平面形は、やや歪んだ長方形を呈し、側壁はほぼ垂直、底面は平坦に

なっていることから、箱形木棺であったと想定される。棺痕跡の規模は長さ1．1m、検出面からの深さ

は最深部で50cmである。幅は南側がやや広く62cm、北側では59cmとなっており、その差はわずかである。

棺底は平坦であるが少し傾斜しており、南端が北端に較べて約10cm高くなっている

なお、棺幅が広い南側を基準とした主軸方向は、座標でS130　E方向となっている。

墓墳　墓壕の平面形状も棺痕跡とほぼ相似形となっているが、かなり丸みがある長方形である。平面

規模は長さ1・5m、幅1．05mで、法面は垂直に近い。墓墳底は南北方向中央部がやや窪んでいるが、ほ

ぼ平坦である。ただし、墓場底は北側に少し傾斜しており、高低差は12cmを測る。墓場底の平面形状は

墓墳上面と相似形に近いが、丸みは少ない。墓墳底の規模は長さ1．35m、幅80cmで、墓墳検出面からの

深さは最深部で約80cmを測る。

埋土

棺　棺内の埋土は横断面で「U」字形に近い形状を呈していることから、棺上部から落ち込んだ状態

であることが推察される。なお、棺の東側板の痕跡とも理解できる、垂直方向の土層が認められるが、

土層の注記がないため、不明といわざるを得ない。

墓墳　墓墳埋土はほぼ水平堆積の状況を示しており、人為的に埋められたことが判断できる。なお、

墓墳底には第13層が認められるが、この層は棺を据え付ける前に埋められたと判断せざるを得ない状態

で、墓墳底全体にわたって約10cmの厚さで認められるが、他には例がない。

遺物出土状況

SX15からは遺物は検出されなかった。
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7．5YR5／8

10YR4／4

10YR5／4

10YR4／6

7．5YR5／8

7．5YR5／8

10YR4／6

7．5YR5／8

明褐色　シルト混じり中粒砂一租粒砂
褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂　炭若干混じる
にぷい黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粧砂
褐色　シルト混じり中粒砂で租粒砂～細礫と炭混じる
明褐色　シルト混じり極細粒砂一細粒砂
明褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂
褐色　シルト混じり極細粒砂～中粒砂
明褐色　シルト混じり中粒砂で地山ブロック混じる

7．5YR4／6褐色
7．5YR5／6明褐色
7．5YII5／8明褐色
7．5YR4／6褐色
7．5YR5／8明褐色
7．5YR5／8明褐色
7．5YR5／6明褐色
7．5YR4／6褐色
7．5YI14／4褐色
7．5YR4／6褐色

シルト混じり中粒砂で租拉砂～¢5mmの地山ブロック含む
珊粒砂～小粒砂
シルト混じり中粒砂一租粒砂
シルト混じり極細粒砂一細粒砂で租粒砂混じる
細粒砂～中粒砂　地山に似る
シルト混じり細粒砂～中将砂
シルト混じり極細粒砂～細粒砂
シルト混じり細粒砂で租粒砂混じる
シルト況じり極細粒砂～珊粒砂
珊粒砂

′／一′‾‾‾－ノ、＼＼＼＿　／／／／

1／／／

第24回　SX15平面・断面図

S X16（第10・25図、写真図版28・30）

位置と検出状況

調査区北部の木棺墓A群内北西隅に存在し、尾根稜線中央から少し西側にずれた位置に、尾根稜線と

平行方向に主軸をもって存在している。北半部8号墳～9号墳間の区画港により大きく削平を受けてい

る。また、南端部はSX12の墓境と重複しているが、SX16が後出すると判断されている。

形態・規模

棺　棺痕跡は南半部のみ検出されているが、北半部では不明となっている。平面形状は長方形になる

ものと思われ、側壁がほぼ垂直、底は平坦に調査されていることから、箱形木棺であったと想定される0
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A」？ご5nl

1．10YR4／4褐色　細粒砂～中粒砂で租粒砂～¢3mmの翻礫密に含む
炭混じる
2．10YR5／6明褐色　シルト混じり中粒砂で租粒砂混じり
3．10YR4／3にぷい黄褐色　シルト混じり中粒砂で租粧砂・炭混じる
4．10YR5／6黄褐色　極珊粒砂～細粒砂で珊礫混じる　地山に似る
5．10YR5／8黄褐色　極細粒砂～細粒砂
6．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり細粒砂で細礫混じる

A．7．7．5YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂で租粒砂混じる
8．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で地山ブロック混じる

9．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂一租粒砂　地山ブロック混じる
10．7．5YR4／6褐色　シルト混じり中粧砂で粗粒砂と地山ブロック混じる
11．10YR5／8明褐色　極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる

13　　　　　　　　　12．10YR5／8明褐色　極細粒砂～細粒砂

13．10YR5／6明褐色　シルト混じり細粒砂
14．10YR4／4褐色　細粒砂～中粒砂で租粒砂若干混じる
15．10YR5／8明褐色　細粒砂～租粒砂で細礫混じる　花崗岩盤　ベース土

1．10YR5／8明褐色　シルト混じり極細粒砂～細粒砂
2．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂で細礫混じる
3．7．5YR5／6明褐色　中粒砂～租粒砂
4．7．5YR6／8橙色　シルト混じり細粒砂一中粒砂で細礫混じる
花崗岩盤

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第25回　SX16平面・断面図

検出されている棺痕跡の幅は54cm、深さは32cmを測り、長さ56cmにわたって調査されているが、推定で

は全長1．1m程度の小規模なものになると思われる。棺主軸方向は、墓墳底がやや高い北側を基準とす

るとN400　W、南側を基準にすればS40。Eとなっている。

墓墳　墓墳北端の上面は古墳の区画溝により削平されていたが、底面がかろうじて残存していた。ま

た、西側墓墳壁はかなり緩い傾斜になるように調査されているが、棺の上面あたりからほほほ垂直となっ

ている。残存部分の平面形状は南西側に大きく張り出す長方形を呈している。その規模は長さ1．6m、

幅1．05mを測るが、幅は0．9m程度がもとの形状であった可能性が高い。墓境底の平面形状は長方形を呈

し、長さ1．35m、幅75cmであり、検出面からの深さは80cmとなっている。墓墳底は北側が5cm程度高い。

なお、墓境の横断面の形状が2段墓境に似たように調査されている。

理土

棺　棺内塩土は、上部から落ち込んだ堆積状況を示す。
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墓墳　墓墳埋土は水平堆積に近い方向となっている。

遺物出土状況

SX16からは遺物はまったく出土しなかった。

S X17

（第10・26・29・30図、カラー図版16・17・19・37、写真図版29・30・71・72・79・81・85・95）

位置と検出状況

調査区北部木棺墓B群内の中央西寄りに存在しており、尾根稜線中央からわずかに西側にずれて位置

している。主軸方向は尾根稜線とは直交方向で、隣接するSXO8・SXll・SX18と同一方向となって

いる。弥生木棺墓同士の重複は認められないが、10号墳主体部のSXlOOlによりSX17の北部大半が削

り取られ、かろうじて棺部分の北側壁が残存している。また、10号墳構築の際に上面が削平されたこと

は容易に想定できる。

形態・規模

棺　土層により判断した棺痕跡の平面形は長方形を呈し、棺側壁が直立し、底も平坦であることから、

箱形木棺であったと考えている。なお、棺底の高さは、西端が東端に較べて5cm程度高くなっており、

棺幅については西端が62cm、東端では55cmとなって、西側が少し広くなっている。棺痕跡の長さは1．86m、

検出面からの深さは38cmであった。なお、棺痕跡の北側壁ラインにずれが認められるが、側板が内側に

倒れこんだ痕跡と判断している。棺の主軸方向は、幅広・底高の西側を基準として国土座標のWllO s

方向である。

墓場　墓場の北側の大半が削り取られているが、その平面形状は隅丸の長方形に近いものと思われる。

また、墓墳法面は急傾斜をもち、底面は平坦であるが、東側に若干傾斜している。検出面での墓壕の規

模は長さ2．75m、幅1．8mで、検出面からの深さは51cmである。墓墳底の規模は長さ2．6m、幅1．4m程

度である。

埋土

棺　棺内を充満していた埋土は比較的締まりが悪い土層で、主として南の斜面上側から流入している

ことが観察できた。

墓墳　墓墳埋土は水平や水平に近い部分が多く、第17層上面で土器片が検出された。

遺物出土状況

棺内より土器片と鉄器、墓境内より土器片が検出された。墓境内の土器は葉形土器と壷形土器各1点

で、それらが破片となって墓境内西側に集中して認められた。それら土器の下面は棺底から25cm～30cm

上の高さであった。なお、棺小口部の南寄りの土器小群は壷形土器の破片に限定され、棺南側墓境内の

小群は葉形土器の破片に限定されるが、その他の小群では壷・嚢の破片が混じっていた。

棺内からは土器片数点と鉄鉱1点が出土した。鉄鉄は棺内北西部で、西小口から東へ35cmの位置にあ

たり、先端を北に向け、棺底に貼り付いたような状況で検出された。土器片は鉄鉄よりも1cm程度とわ

ずかに高い位置から出土し、棺の西部南寄りで検出された。なお、棺内出土の土器片はすべて嚢の破片

であった。出土した高さにはわずかであるが差が認められることから、鉄鉄は棺内、土器片は棺上ない

し墓墳からの落ち込みと判断したいところであるが、確証はない。
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／芦∃二二も2。

1．7．5YR4／6褐色（明褐色）シルト混じり細粒砂～中粒砂で細礫と¢0．5～1cmの黄色地山ブロック混じる　硬質

2．7．5YR5／8明褐色（明褐色）シルト混じり中粒砂で粗粒砂～礫（¢0．5－1cm）混じる

3．7．5YR5／6明褐色（明褐色）シルト混じり中粒砂で粗粒砂～¢1cmの礫非常に多く含む　硬質

4．10YR5／8黄褐色（明黄褐色）シルト混じり極細粒砂～細粒砂で¢0．5－1cmの青色他山プロッタ混じる　硬質

5．7．5YR4／6褐色（褐色）シルト混じり中粒砂～租粒砂で赤色地山ブロック混じる　細礫密に混じる　硬質

6．7．5YR4／6褐色（褐色）シルト混じり租粒砂で細礫密に混じる　赤・青色地山ブロック混じる　軟質

7．5YR5／8明赤褐色（赤褐色）シルト混じり細粒砂～中粒砂で赤色地山ブロック混じる　軟質

8．5YR4／8赤褐色（赤褐色）シルト混じり細粒砂で租粒砂～細礫と赤色地山ブロック混じる　軟質

9．7．5YR5／8明褐色（赤褐色）シルト混じり中粒砂～租粒砂で赤・青色地山ブロックを非常に多く含む　軟質

10．7．5YR4／6褐色（赤褐色）シルト混じり中粒砂で細礫と赤色地山プロッタを非常に多く含む　軟質

11．7．5YR5／6明褐色（明褐色）シルト混じり極細粒砂一細粒砂で青色地山ブロック含む　軟質

12．5YR5／8明赤褐色（赤褐色）シルト混じり極細粒砂～細粒砂で細礫と青色地山ブロック含む

13．7．5YR5／8明褐色（赤褐色）シルト混じり中粒砂で細礫混じる

14．7．5YR5／6明褐色（明褐色）シルト混じり中粒砂一租粒砂で赤・青色他山ブロック含む

15．7．5YR5／6明褐色（明褐色）シルト混じり中粒砂　硬質

16．7．5YR5／8明褐色（明褐色）シルト混じり細粒砂で細礫と赤色地山ブロック多く含む

17．7．5YR5／6明褐色（明褐色）シルト混じり極細粒砂～細粒砂で¢5mmの礫と赤・青色地山ブロックを非常に多く含む　上面が土器供献面

18．5YR5／8明赤褐色（赤褐色）シルト混じり租粒砂で赤色地山ブロック多く含む

19．7．5YR4／6褐色（褐色）シルト混じり租粒砂～細礫で赤・黄色地山ブロックを非常に多く含む

20．7．5YR5／8明褐色（明褐色）シルト混じり極細粒砂で粗粒砂一欄礫含む　岩盤風化土

21．5YR5／8明赤褐色（明赤褐色）シルト混じり極細粒砂～中粒砂で細礫混じる　軟質花崗岩盤

第26図　SX17平面・断面図

－47－



出土遺物

鉄器　第30図T2に示した棺内出土の鉄鉱は無茎で三角形を呈するが、やや角張っているところから

五角形にも近い。鉄身長4．95cm、鉄身幅3．8cm、最大厚4mmで、横断面はレンズ状を呈する。直径3mm

程度の穿孔が2箇所認められ、矢柄根挟みの痕跡が残り、わずかに木質が残っている部分がある。

土器　第29図18は器高23．3cm、体部最大径19．2cm、口径12．2cmの嚢で、外面中位に煤が付着している。

出土した破片について、出土状況と破断面の観察から、埋納された当時の破片の大きさにして展開した

ものが写真図版79上である。破片の大きさはかなり大きめであることがわかる。また、全破片を接合し

たが、体部の6分の1と口縁部の4分の1を欠失している。それらの破片が削り取られた墓墳部分に存

在していた可能性も残る。なお、執筆中に第29図20が接合することが判明したことによって、口緑部は

完形となった。直径6．2cmのやや突出した平底から上外方にのび、肩が張ることから、逆無花果形とい

える休部形態である。最大径は上位にある。最大径部分には櫛またはパケ状工具による羽状文が刺突さ

れ、体部を仝周している。休部外面は細かいタテパケ、内面はへラケズリにより器壁を薄く仕上げてい

る。口緑部は、肩部から曲折して短く直立した後、外折して外上方に短くのびる。口縁端部は上下に少

し拡張され、2条の浅い凹線をめぐらせている。全体的に、にぷい黄橙色を呈する。

19は長頸壷で、わずかであるが注ぎ口と判断できる焼成前の加工があることから、水差として製作さ

れた可能性がある。出土時の破片の状態の展開写真を写真図版79下に示した。大小の破片に分かれるが、

接合の結果、口緑部の4分の1、体部上半の大半と下半の4分の1、底部の大部分が欠失していること

が判明した。直径6cmの大きめの平底から倒卵形の体部となり、肩はほとんど張らないようである。体

部最大径は上位にあり、径13．1cmを測る。口緑部は肩部から外折して広がりながら上方に長くのび、端

部はやや内傾させてほぼ丸くおさめる。口径は9．3cmで、器高は21．2cmと推定される。

第29図20は10号墳SXlOOlの西側墓境内から出土したもので、その位置はSX17が削り取られたライ

ンから北側に約80cmの位置である。この土器は18と接合することが判明した。したがって、嚢の破片は

SX17の北側墓壕にも埋納されていたことが判明した。また、SXlOOlにより破壊された弥生木棺墓は

SX17とSX18であるが、今回接合できた土器が出土した位置により、SXlOOlの墓墳掘削時の残土に

ついては、掘削位置の近辺で埋め戻されたことを示している。

S X18（第10・27・29・30図、カラー図版16・17・19・37、写真図版30・72・80・81・85）

位置と検出状況

調査区北部木棺墓B群内の東部にあり、尾根稜線中央がSX18の墓墳西端にあたる。近接して存在す

るSXO8・SXll・SX17とともに、尾根稜線方向とは直交する主軸方向となっている。北側に接する

SXllとは墓墳上半部のみ重複していることになるが、10号墳主体部SXlOOlによる削平のため確認で

きなかった。ただし、SX18墓壕の北側壁面がSXllを避けているような形状にも観取できることから、

SX18がSXllに後出する可能性がある。

形態・規模

棺　土層の違いにより調査できた棺部分の形状は、平面長方形を呈し、側壁がほぼ垂直で、底が平坦

であることから、箱形木棺であったと推定される。その規模は、長さ2．2m、東端での幅85cm、西端で

は幅80cmと東側がわずかに広い。検出面からの深さは、ほぼ確実と思われる部分で55cmとなる。

墓墳　墓境の平面形状は隅丸長方形を呈していたと思われるが、10号境のSXlOOlによる削平や東側
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′、黄褐色（黄褐色）シJレト混じり小粒砂～租粒砂で¢1cm前後の地LL】ブロックが多

（黄褐色）梅郷粒砂～中粒砂で舶礫とdl～4cmの赤色地山プロッタが多く混じる

を多く含む

．∴　指　一・一　　一．．．－．一　　　・　一　　一　　一‥

26．7．5YR5／5．1明褐色
27．10YR5／4　にぷい昔1 富戸選薪憲轟二品芯㌫撃結石鵠甥夢精碧も誹免の掘

L）細粒砂で極細粒砂混じり　¢～3cmの粘質岩ブロックと花崗岩

‥．．i・　l－

白色地山ブロック多く含む　軟質
爵紆

29，7，5YR5／6
30．7．5YR5／8
31．10YR5／8

含む　軟
10YR5／4　にぷい黄
10YR5／4　にぷい黄
10YR5／4　にぷい井

艶群憫蕊揖誹粧骨品
39・晶持説ず輝く射撃戯賢凋野望鵠左横評を掘削した土に¢～3cm

第27図　SX18平面・断面図
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の調査ミスによる掘りすぎのため、正確な形状および規模を提示することができない。したがって、現

状での規模を記すと、長さ3．9m、幅2．25m、深さ1．4mとなる。長さは3．3m程度であったと思われる。

墓墳底の平面形も隅丸長方形であり、長さは3．1m、東側での幅1．9m、西側では1．7mとやや狭い。

なお、墓墳底は中央がやや深いがほぼ平坦・水平である。

埋土

棺　他の木棺墓においても同様の例が多いが、埋土の最下層である第18層の上面が凹面を呈し、そこ

から上の埋土がレンズ状あるいは「U」字形を呈することは、最下層上面に棺蓋が落ち込んだことを示

し、棺蓋の隙間に上から落ち込んだ土が堆積したものが最下層の第18層と解釈できよう。一方、第19層

は長側板痕跡とも考えられるが、第19層の内側ラインとその上部の第15層と第33層の境の線とが合致す

ることから、長側板の上端が少なくとも第33層上端まで存在していたことが想定されよう。そうすると、

棺長側板の高さは55cmとなり、この上に蓋板が被せられていたものと推定できる。なお、長側板の上端

は土器片が埋納された高さよりも25cm程度高いことになる。

ところで、本木棺の下端にも第20層の軟質土が存在している。この層はちょうど棺の長側板の位置で

止まっており、上面が平坦になっていることから、前にも記したように棺底として敷かれたものと思わ

れる。したがって、木棺の底板はなかったものと考えておきたい。

墓場　墓場埋土ラインはほぼ水平であり、第25層上面で土器片が検出された。

遺物出土状況

棺内西部北寄りで鈍が1点検出された。第20層上面で、棺底にあたる。先端は西側を向いていた。

墓境内では、葉形土器および水差形土器が破片となって検出された。それらは墓境内北東部に集中し、

北および南側でも少数認められ、一部棺内に及んでいた。それらの破片は棄・水差に限らず混じって出

土しているが、南側墓境内については嚢に限られる。これらの土器片はほぼ同一面で出土しており、棺

底から約30cm上にあたる。破砕された破片の状態で展開したのが写真図版80である。接合の結果、若干

部分が欠失していた。

出土遺物

鉄器　第30図T3に示した鈎は全長8．0cm、身部幅2．1cm、刃部長は3．4cmで、刃部は三角形に近い。

身部の厚さは2．0mmで、鉄身部端を上方に折り曲げている。木柄に食込んでずれを防止するためと思わ

れる。鉄身部から刃部にかけての反りはわずかで、刃部端で3mm程度である。鉄身部上部には木質が残

存しており、柄が付けられていたことが判明しているが、その上表面は遺存していないものの、木柄の

刃都側先端は弧状を呈している様子が明瞭に観取できる。鉄身部の下面には、巻きつけた細い紐状のも

のが幅1．3cmの帯状に付着している。そこから鉄身部端にかけて布片が付着している。

土器　第29図21の嚢は口径14．2cm、器高24．1cmで、径5．6cmの上げ底気味の平底を有する。体部はやや

長く、最大径は中位にあり、径17．5cmを測る。外面はパケ、内面はヘラケズリにより器壁を薄く仕上げ

ている。口縁部は肩部から外反して外上方に短くのびる。端部は上方に少しつまみ上げたようになって

いる。外面の口緑端部付近と底部付近を除いて煤が付着していることより、使用されていた土器である。

第29図22の水差は径5．9cmの平底からやや丸みのある体部へと続く。体部内面はヘラケズリにより器壁

を薄く仕上げ、外面にはヘラミガキを施している。体部の最大径は15．8cmで、中位やや上にある。肩部

には把手が付けられ、肩部から外反して外傾気味に上方にのびる口緑部は、端部が丸みのある面をもつ。

第29図23は10号境のSXlOOl墓境内北西部から出土した底部である。SX18に含まれていたわずかな
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第28図　弥生木棺墓供献土器（1）
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第29回　弥生木棺墓供献土器（2）
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第30図　弥生木棺墓出土鉄器

可能性を考えてここで述べる。底径5．2cmで、外面はパケ、内面はヘラケズリを施している。

その他出土土器（第29図、写真図版81）

以下では弥生土器のうち、古墳盛土や斜面流土出土および出土場所不明のものについて述べる。

第29図24は9号項の墳頂から約8m西側の斜面流土中から出土した鉢形の土器である。口径は28．4cm

と大型で、口縁端部は内側にやや尖る。内面にはへラミガキが残存し、粘土紐接合痕も観取できる。古

墳時代の土師器の可能性もある。

第29図25は9号境の北東部墳丘盛土から出土した壷口綾部である。木棺墓A群のいずれかに属してい

た可能性がある。外反する口緑で、端部は上下に少し拡張され、端面に2条の凹線をめぐらせている。

口径は18．0cmを測る。内外面にはヨコナデ調整痕が残る。

第29図26は出土場所が不明の鉢あるいは嚢である。いずれかの木棺墓に埋納されていた可能性が高い

ことから、展開写真を写真図版81上に示した。大きめの破片で、口緑部の3分の2および体部と底部の

4分の3を欠失している。口縁部と底部を除いた外面全面に煤が付着している。また、径5．4cmの平底

底面には木葉痕が付着している。体部はやや丸みをもち、中位のやや上に最大径をもち、その部分にパ

ケ原体によるものと思われる刻み状の刺突文をめぐらせている。体部外面はパケ、内面はヘラケズリで

ある。口緑端部は上下に少し拡張するが、無文である。口径16．6cm、器高17．3cmを測る。
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（2）土器棺墓

S TOl（第10・31～33・35・37図、カラー図版20・21・36、写真図版31・32・82・84）

位置と検出状況

調査区北部の木棺墓A群南東隅から約4m東側の斜面に位置している。木棺墓A群からはやや距離を

おき、木棺墓B群との中間のようにもみえるが、B群からは北東方向に約7m離れている。このように、

A・B木棺墓群から距離をおいているため、単独で存在しているようにもみえるが、他の土器棺基がす

べて木棺墓群中に存在していることにより、STOlについても同様であると強いて判断するならば、木

棺墓A群に距離的に近いことをもってA群に含まれるとすべきであろう。

STOlは東側の斜面中に存在しているが、斜面の傾斜角度は370　もあり、かなりの急傾斜地である。

主軸方向は等高線と平行方向であり、棺は壷形土器を横位に置き、棺身は北側、棺蓋は南側としている。

検出時には、最初に棺身体部と口緑部が確認されたため、土器棺と即断して精査に移った。その結果、

ひび割れ、少し押しつぶされたかたちになっていたが、ほぼ当時の状態のまま検出された。

形態・規模

棺　大型の壷形土器を棺身とし、壷形土器で蓋をした壷棺墓である。棺は横位に設置され、口径部を

打ち欠いた壷を逆位にして棺身の口緑部に挿入している。棺身は完形で、底部を北西側、口縁部を南東

側に向けていた。身の口緑部側を基準とした主軸方向は、座標でE380　Sとなる。棺身蓋を合わせた全

長は1．03mとなる。また、棺は水平ではなく、口緑部がやや高くなるように設置されていた可能性が高

く、棺身口緑部で水平から約11cm上になっており、その角度は90　である。なお、休部中位下部に穿孔

されていたが、その部分が下側に、また、最も深い位置になるように置かれていた。

棺蓋となっていた壷形土器は、ちょうど肩部で直線的になるように口頚部を打ち欠いていたが、破断

面を削るなどの二次加工は施されていない。この壷の肩部を棺身の口緑部に挿入しているが、棺身の頚

部でぴったりと納まっており、その傾斜角度も棺身とほとんど同じになっていた。壷体部の肩部および

体部中位に穿孔あるいは穿たれた可能性がある孔が2箇所認められるが、出土時の上部および東側部に

あたっていることと、蓋であることを加味すると、穿孔ではなく欠損部分の可能性が高い。

墓墳　墓壕の平面は長方形に近いが、底面には段が認められた。墓場の検出面での規模は長さ1．2m、

幅75cm程度で、この墓壕の北東寄り、すなわち斜面下側に偏って棺が埋置されていた。なお、墓墳検出

にあたっては、墓墳検出面よりも上部の層はかなり土壌化していたため検出が難しく、結果的に棺上端

より30cm近くも低い部分での検出となった。ただし、墓墳最深部では50cm遺存していた。

墓場底部のほぼ中央南東寄りには段差が認められた。その落差は12cm程度で、この段の上にちょうど

棺身の口縁部が乗せられ、棺身が傾斜をもつように設置されていた。棺身体部が置かれていた墓墳北西

部は一段深く、一辺55cm程度の方形状を呈する。その深さは検出面から15cm程度である。なお、墓墳底

部南東端が深く掘り込まれたようになっているが、部分的であり、調査時の掘りすぎの可能性が高い。

理土

棺身内には約半分まで流入土が堆積しており、棺蓋は流入土で充満していた。

墓境内はまず、棺を据えつけ、安定させるために第2・5・6層を入れているようである。その後、

主として第1層により棺周囲の墓壕を埋めているようである。

遺物出土状況

棺内埋土の水洗を行なったが、遺物は検出されなかった。また、墓境内からも遺物は出土していない。
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第31図　STOl平面・側面図
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1．5YR4．4／6褐色（暗灰黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂含む

2．7．5YR4／5褐色（囁灰褐色）極細粒砂～紳粒砂で中粒砂～極租粧砂含む

3．10YR4／3．5褐色（暗褐灰色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極粗粒砂多く含む

4．7．5YR5．6／8橙色（橙褐色）極細粒砂で細粒砂～極租粒砂含む

5．7．5YR5／5．5明褐色（橙褐色）棒細粒砂で租粧砂～極租粒砂含む

6．5YR5．4／8明赤褐色（赤褐色）極細拉砂で瑚粒砂～極租粒砂多く含むやや粘質

7．7．5YR4．4／7褐色（濁灰褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂多く含む

8．7．5YR5．4／7明褐色（明濁灰褐色）極細粒砂一極租粒砂

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第32回　STOl土層断面図

出土遺物

STOl出土遺物は、相身および棺蓋に使用されていた壷形土器2点に限られる。

第33図に示した27は器高77．5cm、体部最大径48．6cmを測り、相身として使用されていた大型広口壷で

ある。最も狭い部分の頚部内径は19．2cmと小さいことから、棺内被葬者は大人でないことが明らかであ

ろう。

少し丸みのある径11．2cmの平底から、丸みをもちながら上外方にのびる体部をもつ。体部は倒卵形を

呈し、最大径は中位やや上側にある。休部から頚部および口緑部にかけての器厚は、1．0cm～1・5cmでそ

の差は非常に少なく均一に近い。頸部は肩部より外反しながら上方にのび、再度外反して口緑部となる。

口緑端部は下外方に拡張され、断面三角形に近い。口緑端面は斜めとなり、幅2．8cmの広い部分には5

条の凹線文を施している。なお、口緑端部は上方にも若干拡張している。口径は32．7cmである。

体部および頚部の外面はパケを施し、その後体部上半以外にへラミガキを加えている。体部内面およ

び頚部にはヨコパケを施しているが、肩部内面にはエビオサエ痕跡が明瞭に多く残る。下部を除く頚部

から口縁部にかけての内面にはヘラミガキを密に施している。

色調は全体的に5YR7／6橙色を呈する。なお、頚部外面中央付近で土器の色調が異なっているが、バイ

ンダー（B17）によるものである。

体部中央下部には長径4cm、短径3cm程度の楕円形の穿孔が認められる。この孔は外側から穿たれて

おり、先述のように、この孔が下側になるように棺設置されていた。

後期前半でも古く編年されるものと思われる。

第35図28に示した壷形土器は棺蓋に転用されていたものである。

径9．0cmの大きめの平底で、少し上げ底状になっている。休部は倒卵形に近く、体部最大径は上位に

ある。その径は28．1cmを測る。外面はヘラミガキ、内面には上方向へのヘラケズリを施しているが、大

きさの割にはやや厚手のつくりとなっている。内面のへラケズリは肩部下までで止まっている。肩部内

面には粘土紐接合痕とユビオサエ痕が明瞭に残されている。残存器高は33．2cmである。
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第33図　STOl相身・蓋使用土器

肩部および体部中位下部に欠失部分が認められ、穿孔状にも観取できたことから、その可能性も考慮

して図化したが、蓋に使用されていたことおよび、孔周辺の胎土が軟質となっていることから、土器の

軟弱部分で消失あるいは破片を取り上げることができなかった可能性が高い。

なお、体部外面下半には煤が付着している可能性がある。

弥生時代後期初頭に編年されるものと思われる。
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STO2（第10・34・35・37図、カラー図版21・23・36、写真図版33・82・84）

位置と検出状況

調査区北部木棺墓A群内の東部の斜面に位置し、木棺墓SX09の墓墳部分と重複し、ST02が新しい。

ちょうどST02が存在する部分は、SX09の構築により斜面傾斜が緩くなっているが、選地の理由は地

形だけではなく、SX09と重ねることに意味があったのかもしれない。なお、ST02の主軸方向は等高

線とは直交方向となっている。

ST02は9号境の墳丘調査の際に棺蓋の一部が割れて露出し、内部が空洞であったことにより確認さ

れた。

形態・規模

棺　壷形土器を棺身とし、鉢形土器を逆さにして蓋とした合口の壷棺である。棺の主軸方向は蓋側が

座標方向のN360Eとなっている。棺は底が低くなるように斜めに埋置され、その角度は水平から220

上方向となっている。蓋と身をあわせた棺の全長は60cmである。

相身は約40cmの長さであるが、頚部の内径は14cm弱であることから、蓋の長さを加味したとしても内

部に納められる被葬者については極めて限定されることは明白であろう。

棺身の体部中位には長径2cm、短径1cmの楕円形の穿孔が1箇所認められる。孔の周囲は磨滅してい

るが、磨滅による欠損でないことはほぼ確実であろう。ただし、この孔は棺が設置されていた際には真

下ではなく、横位置となっていた。なお、棺身の土器は全く割れていなかった。

棺蓋は棺身とほぼ同じ口径の鉢形土器を逆位にして、棺身の口縁にぴったりと合わせた状態で検出さ

れた。検出時に一部破損したが、この土器も検出時点までは完品であった。

墓墳　墓壕は平面円形に近いが、棺身底付近では7cm程度オーバーハングしていた。検出面での規模

は長径70cm、短径64cmである。傾斜地であるため、東側では深さはほとんど検出できなかったが、西側

での深さは検出面から最深部まで42cmを測る。墓壕の底面は北東半分が高く南西半分が11cm程度低くなっ

ている。すなわち、棺身の部分は深く掘り込まれ、棺蓋部分では浅くなっており、棺を埋置する前に棺

の形態が決まっていたものと思われる。

理土

棺身内および棺蓋内には若干の土砂が流入していた。墓壕については、棺を設置する際に蓋部分の下

に第3層を入れることによって安定させたと思われる。棺身については墓墳底に設置した後に土を入れ

ているように分層されており、その状況は、墓墳外側から順に内側へと埋められているように解釈でき

る。なお、墓墳北東端に存在する第4層はベース土の可能性があるが、検証できない。

遺物出土状況

ST02からは、相身・蓋として使用されていた土器以外には遣物は出土しなかった。

出土遺物

第35図29に示した壷は、相身となっていたものである。口径20．6cm、器高39・2cmで、中央がやや窪む

平底は径10cmを測る。全体的に厚手のつくりで、器厚は1cm強である。体部は球をやや長くしたような

形態で、中央に最大径があり、径31．2cmを測る。体部外面はパケ、内面はパケ後へラミガキを施し、下

半はやや疎、上半は密に施している。口縁部は肩部から大きく外反して外上方に直線的にのび、若干内

湾気味となっている。口縁端部は面をもち、内上方に少しつまみあげるように拡張している。端面には

1条の凹線が認められる。口綾部の調整は、内外面ともパケである。なお、体部に黒斑が認められる。

－58－



1．10YR5／6黄褐色　シル上質中粒砂で租粧砂～¢2mm細礫混じる

2．7．5YR5／6明褐色　シルト質細粒砂～中粒砂
3．10YR5／6黄褐色

4．7．5YR4／6褐色

5．10YR4／4褐色

6．10YR5／6黄褐色

7．10YR5／6黄褐色

8．10YR4／4褐色

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

シルト貿中粒砂で租粒砂混じる

シルト混じり中粒砂～粗粒砂で¢5mm前後の礫混じる

シルト質中粒砂一租粒砂で¢5mmの礫混じる

シルト質細粒砂

シルト質極細粒砂～細粒砂で租粒砂若干混じる

シルト混じり細粒砂～中粒砂で¢1cmの礫混じり　炭含む

9．7．5YR5／6明褐色　シルト質細粒砂で租粒砂若干混じる　炭含む

10・7・5YR5／8明褐色　シルト質細粒砂～中粒砂で租粒砂～42Ⅶm前後の礫混じる　ベース土

第34回　STO2平面・側面・断面図

第35図30は棺蓋に使用されていた鉢で、休部の肩が大きく張る形態を呈し、その最大径は22．6cmを測

る0比較的薄手のつくりで、器厚6mm程度である。底部は台に近いほど中央が窪み、直径8．5cmである。

体部外面はパケ調整、内面はへラケズリを口緑部境まで施している。口縁部は休部から曲折して外上方

に短くのび、口緑端部は上下方に若干拡張しているようである。端部は斜めで幅7mm程度の面をなすが、

文様は施していない。口緑部内面にはヘラミガキを施している。口径21．1cm、器高19．5cmである。

29・30ともに弥生時代後期前半に編年されるものと思われる。
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第35図　STOl～03棺身・蓋使用土器
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S TO3（第10・35・36・37図、カラー図版22・36、写真図版34・83）

位置と検出状況

調査区北部の木棺墓B群西端の斜面に位置し、木棺墓とは1．5m程度しか離れていないうえに傾斜地

に存在していることより、被葬者は木棺墓群A群と同じ造墓集団に属していたと推察できるものと思わ

れる。

ST03は10号項の墳丘調査中に棺の一部が検出されたことによって発見された。遺存状況はあまり良

好ではなく、棺底の高さが検出面にほぼ等しい。

棺は壷形土器の身に高杯で蓋として横位に埋置したもので、主軸方向は等高線と同一方向になってい

る。棺底は北側、蓋は南側に位置している。

形態・規模

棺　棺身は壷形土器の口頸部を打ち欠いたうえ、破断面を削っているようである。それを横位に埋置

しているが、厳密には斜めにしているようである。その角度は推定で、水平から280　程度の斜め上方向

であったと想定される。棺身の土器は上部が割れて破片となって内部に落ち込み、下面も上方から押さ

れて割れ、歪んでいた。また、表土からわずかな深さで検出されたこともあって、土器自体の遺存状況

も非常に悪いものであった。なお、ST03から西側に斜面を少し降りた所で棺身と同一個体と思われる

口緑部片が出土していることから、打ち欠いた口緑部片も棺上に乗せ、あるいは棺際に置かれていたと

想定され、それが斜面下に流出したものと推察される。

棺蓋とされていたのは高杯形土器の杯部である。脚柱部を欠き、中央に孔が開いた状態の杯部を逆位

にして棺身の口を覆い、さらには杯部中央の孔を塞ぐようにして逆位の脚裾部で覆っていた。また、高

杯脚柱部の下部には、裾部と脚柱部～杯部を分割しようとして「Ⅴ」字状に削った部分が明瞭に認めら

れることから、当初は裾部のみ切り離そうとしていたものが、何らかの理由で脚柱部と杯部が分離して

しまい、次の方法として脚柱部～裾部でさらに覆ったことが想定されよう。

なお、棺身底部から高杯脚柱端までの検出時の長さは45cm、幅は32cmであった。また、棺の主軸方向

は蓋の南側を基準として座標方向のS250　E方向となっている。

墓墳　墓境はかなり丸みのある台形状を呈しているが、この形状については確証に欠ける。調査段階

検出面での規模は長さ60cm、最大幅50cm、南端での幅27cmを測り、検出面からの深さは5cm程度であっ

た。なお、中央部底面に径20cm程度、深さ9cmまでの円形の深みがあるが、棺の最も深い部分を安定さ

せるために穿たれた孔の可能怪がある。

埋土

棺内部には土砂が充満しており、精査を行ったが遺物は検出されなかった。墓境内においては、棺を

据えつけるために棺身底に土を敷いたようであるが、その痕跡はほとんど確認できなかった。また、棺

蓋の脚柱部下部にも土を入れていたはずであるが、その痕跡の確認も行なえなかった。

遺物出土状況

ST03から出土した遺物は相身・棺蓋に使用されていた土器に限られる。

出土遺物

第35図31に示した壷は、体部残存高34．1cmで、体部は倒卵形を呈し、体部上位にある最大径は28．2cm

を測る。底部はやや丸みのある平底で、直径は8．1cmを測る。休部内面はへラケズリ、外面はヘラミガキ

を施しているようであるが、下半部の器表磨滅・剥離が著しく、確認できた部分は多くない。内面の
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1．7．5YR5．4／8明褐色（暗橙褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂含む

板さ塀

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50cm

第36回　STO3平面・断面図
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40cm

第37図　STOl～03土器棺組み合せ状態

へラケズリは肩部上半にはおよんでいない。また、頚部には刻目文様が残存している。なお、開口部

内径は直径11．5cmとなっている。

径19．8cmを測る口綾部は端部に4条の凹線を施し、底部～口緑端部までの推定復元高は45．4cmとなる。

32の高杯は蓋に転用されていたもので、接合すると口径27．2cm、器高21．6cm、脚端径17．2cmの鉢形高杯

となる。脚柱部は中空で、杯部との接合には円板充填法を行なっている。杯口緑部は直立し、端部に面

をもつ。外面全面および杯部内面はヘラミガキ、脚部内面はパケを施している。

STOl～03について、壷棺として蓋・身が組み合わされていた状態を図示したのが第37図である。

STOlは蓋の壷28が相身の壷27に挿入されているが、28の肩部が27の口緑部で止まるようになってい

る。その際の長さは96cmとなる。

ST02は棺身の壷29の口径と棺蓋の鉢30の口径の差が2cmで、いずれかが内側に収まることはなく、

合口のかたちでぴったり合致している。その全長は59cmである。

ST03は口頚部を打ち欠いた壷31に高杯32を逆位に被せたものである。組まれていた際には、高杯脚

部は正位で杯部中央に置かれていたが、杯部と脚部が分離してしまった際の次善の策として行なわれた

ことを考慮して、当初に意図された棺の組み方を示した。ただし、裾部については置かれる予定の位置

が不明なため、そのままとした。棺身と棺蓋の合致点は棺身壷の端部と蓋の高杯杯部中央付近となる。

なお、各棺身の最小内径の大きさを再確認しておく。STOlの27は頚部で内径は19．2cm、ST02の29

も頚部で内径13．8cm、ST03の31は打ち欠き部で径11．5cmとなっている。
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第3節　古墳時代の遺構と遣物

（1）概要（第38・39・36・37図、カラー図版22・36、写真図版34・83）

本調査区内の芝花古墳群は、尾根稜線上に北から8号墳～15号境と列状に並んでいることとされてい

たが、調査の結果、12号墳および13号境とされている部分においては、主体部は検出されず、古墳と判

断する確証を得ることができなかった。したがって、本書においては12号地点・13号地点として呼称す

ることとする。なお、全面調査区内において調査したのは、7号墳～8号墳間の区画溝から8号墳～14

号境の全体および、15号項の墳頂部平坦面北端以北の墳丘斜面である。

調査の結果、方墳と判断できる8号境では、墳頂部に2基の木棺墓が存在し、そのうちの1基から鉄

剣と鉄鉱が出土した。また、7号墳～8号墳間の区画溝底から木棺墓が検出された。なお、西側墳裾よ

り土師器が出土している。

9号墳は調査の結果方墳と思われ、小竪穴式石室状の組合せ式石棺を内部主体としていた。棺外より

銑鉄が出土した。また、10号境との間の区画港内からは須恵器・土師器が出土し、その部分の木棺墓も

古墳時代と考えている。木棺墓からはガラスおよび滑石と思われる小玉が出土した。

10号境は調査古墳群中最大級の円墳で、木棺墓2基を内部主体としていた。そのうちの1基からは剣・

鉄鉄・刀子・針・環といった鉄製品と滑石製の勾玉・小玉、竪櫛が出土した。墓墳外東側では須恵器2

点・土師器6点の杯と須恵器胞が検出され、須恵器壷も伴っていたようである。

11号境も最大級の円墳で、東側が地すべりによって失われていたが、木棺・土壌・土器棺・石棺といっ

た各種の墓が各1基認められた。そのうちの木棺墓のみ大人の埋葬と思われる。木棺墓から鉄斧・鉄刀

子が出土した。木棺墓の底には10号墳主体部と同様に、礫床が認められた。

14号境は調査古墳中最小規模の円墳で、小型の組合せ式石棺を内部主体としていた。棺外北側墓境内

から銑鉄8点と胡録金具が検出され、矢が胡録に入った状態で埋納された状況を示していた。

15号境は墳丘のみの調査であった。

調査結果の概要は以上のとおりである。以下、各古墳についてその調査結果を述べることとする。

（2）8号墳（第40～46図、カラー図版23・35・38・40、写真図版35～39・44・86・95）

位置と検出状況

調査区北端部に位置し、調査前の時点で古墳であることは明確に判断できた。また、確認調査におい

て主体部と考えられる遺構を2基検出していた。

形態・規模

調査前の墳頂部は平坦で高さ133．3mであり、南側の9号墳墳頂部よりも約1．5m低い。調査前の測量

図により方墳と考えていた。9号境との境界は明瞭であったが、調査前の東西墳裾は不明瞭で、東側の

傾斜変換ラインをもって墳裾と考え、墳頂平坦部端からの距離をもって、西側も同じ規模と考えられた。

調査の結果、墳形は方墳のようではあるが、墳裾が極めて不明瞭で、墳頂平坦面の位置が古墳の中心

にならないことが判明した。尾根稜線方向の南側および北側については区画溝の存在により明確である

が、東西斜面側については傾斜変換などによる墳裾ラインは存在しなかった。第42図に墳裾ラインを入

れてみたが、この判断も現時点では大いに疑問である。すなわち、北側は区画溝底まで、西裾は土器が

出土した地点のすぐ上までを古墳の範囲と現在は考えている。そうすると、東西約11m、南北約10mの
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第39図　調査後地形測量図
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方墳となるが、北西側に大きく張り出し、整った矩形とはならない。東西の斜面側についての墳裾は示

すことがなかった可能性が高い。なお、墳頂平坦部は南北約5m、東西5m程度の範囲であろう。

主体部

主体部は墳頂部で2基、北側の区画溝底で1基検出した。いずれも木棺直葬である。

①SX801

棺　SX801は8号墳墳頂中央部に位置し、主軸を尾根稜線と直交方向に向けている。南側のSX802

とはほぼ平行方向であるが、やや東西にずれている。両主体部の墓墳上面での間隔は40cm程度である。

土層の違いにより検出したSX801の棺痕跡は平面長方形を呈し、側壁はほぼ垂直で底面も水平に近

いことから箱形木棺であったと考えられる。棺痕跡の規模は長さ2．2m、幅50～60cm、検出面からの深

さは26cm程度である。棺内には上部から落ち込んだ状態の埋土が認められたが、棺底部分の第9層はこ

の土層をもって棺底としていたと考えられ、木棺の底板はなかったものと推定している。そのことは、

最も深い位置で出土した鉄剣が第9層上面であったことにもよる。

棺内西部から鉄剣および鉄鉱が出土した。鉄剣は棺小口部から内側30cmの位置で、棺側に近い部分か

らいくつかの破片となって検出された。鉄鉱は2点とも接して刃部先端を西方向に向けて出土したが、

鉄鉄は剣よりも13cm上部の棺側に近い位置で出土していることから、墓境内棺側や棺上面副葬の可能性

があり、剣については棺内に置かれていた可能性がある。なお、棺の主軸方向は、頭位が判断できない

ものの、棺幅が若干広い東側を基準として国土座標のE290　N方向となる。

墓墳　墓壕の平面形状は長い楕円形を呈し、棺部分を約60cmの幅で深く掘り下げた二段墓墳となって

いる。墓境の規模は長さ3．06m、幅1．35m、検出面からの深さは上段で40cm、最下部までは60cmを測る。

墓壕と棺の間は水平に埋められている。棺部分の墓墳最深部は丸みをもっている。

②sx802

棺　SX802はSX801と主軸方向をほぼ同一にし、墳頂平坦面の南西部に位置している。

検出できた棺痕跡は平面長方形を呈するが、底面の側面形は中央が深く弧状を呈している。棺痕跡の

規模は長さ1．64m、幅66cm、小口部での検出面からの深さは40cm、中央部分の深さは50cmである。側壁

は垂直に近いが、底面長軸方向が弧状を呈することから船形のような木棺の可能性があるが、小口部が

側壁と直角で面をもつ点が大きな違いである。なお、底面には約10cmの厚さに第24・25層を埋め、上面

を水平にしている。遺物は出土しなかった。東側を基準とした主軸方向は座標のE240　N方向である。

墓墳　墓境の平面は長い楕円形を呈し、2段に掘り込まれ、検出面からの深さ1．2mを測るが、上段の

深さは約30cmと浅い。埋土は、棺内へと落ち込んでゆく土層が主体となる。長さ2．6m、幅1．6mである。

③SX803

北側の7号境との間の区画溝底で検出した。土層の違いによる棺痕跡は検出できなかったが、墓壕が

軟質花崗岩盤を2段に掘り込んでいることから、木棺であったと推定される。2段目の墓墳形状は平面

長方形を呈し、上面の長さ1．22m、上面幅40cmと小規模である。墓場の平面形状も長方形に近く、長さ

1．55m、幅65cmを測り、検出面からの深さは最深部で40cmである。棺主軸方向はE90　Nである。

その他の遺物出土状況

8号墳北西裾部分の傾斜地で、土師器の杯2点と小型壷1点がいずれも正立状態で検出された。杯出

土部分に浅い土壌状の落ち込みも認められたが、不確定である。出土状況から、原位置を保っている可

能性が高く、祭祀・供献といった機能が推定できよう。
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S X801出土遺物　SX801から出土した遺物には鉄製剣・

鉄鉱がある。

第46図T4に示した剣は小型のもので、茎は折損している。

残存長13．7cm、幅1．9cmで、横断面はレンズ状を呈し鏑は認め

られない。厚さは0．4cmである。関は撫角関と思われるが、

角度が不均等である。刃部端は不明瞭であるが、刃部長12．3cm

程度である。片面に木質が、両面には布片が付着している。

布片は片面の関部付近に多く残存し、切先に近い部分の布

は他の布より少し目が粗いものである。

T5・T6は鉄鉱で、どちらも圭頭式鉄鉱である。

刃部は三角形を里し、若干ふくらをもつ。関は存在せず、

2点とも茎尻から3cm付近の位置から矢柄を装着している。

T5は頚部最大厚0．3cm、残存長は10．2cm、鉄身長は8．4cm、

T6は頚部最大厚0．3cm、残存長・鉄身長ともに8．95cmである。

（鉄鉄：細川）

矢柄の装着部分の口巻きは、棒状のものを多重に密に巻い

て固定している。なお、矢柄は表面が平滑で、竹（矢竹）の

ようである。

第46図33は墳裾から出土した土師器の小型丸底の壷である。

器高12．2cm、口径10．2cmを測り、体部は球形に近く体部最大

径は12．1cmである。体部外表面は磨滅しているが、パケのよ

うである。口緑部は肩部から外反して外上方にのび、端部は

徐々に薄くなり先端はやや尖る。口綾部は内外面ともヨコナ

デ調整である。なお、肩部内面には粘土紐接合痕が残る。口

緑部の約2分の1のみを欠失する。

34・35は墳裾から出土した土師器杯である。

34は口径12．4cm、器高4．5cmを測る。底部から体部は丸く、

口綾部はやや外方向に直立する。口緑端部は丸い。全体的

に薄手のつくりとなっている。器表磨滅のため調整は不明で

ある。口緑部・体部を若干欠失するがほぼ完形品である。

35は34よりも厚手でやや小ぶりの杯である。口径11．8、器

高4．4cmで、丸みのある底部～体部からほぼ直立する口緑部

となる。口緑端部は丸くおさめている。内外面とも磨滅によ

り調整痕はほとんど残存していないが、ナデのようである。
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第42図　8号墳墳丘測量図
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1，7．5YR5／6　明褐色（橙褐色）極細粒砂～紺】粒砂で中粒砂～租粒砂非常に多く
含む　硬質

7．
軟
7．
；て

5Y闘tS／8橙色（費橙色）梼郷刺し砂～，細粒砂で中粒砂～租粒砂徴丑含む

7．5YR5／5　にぷい褐色（橙灰褐色）穣細粒砂～細粒砂で中粒砂～租粒砂多く
含むやや硬貿

：∴　∴－．∴一撃－∴一一．：　一　一
やや硬質
7．5YR5，5／7橙色（橙灰色）極細ン陵砂～細I准砂で中粒砂一租粒砂散見含む
やや軟貿

写二鐙告ク享鷺亀～朋漂鳥暦濫紅背離隊韻品品撃も

やや軟質
7．5YR6．5／7　資橙色（明黄橙色）極細】粒砂一瀾即位砂で中粒砂～極租粒砂含む
やや硬督

用宗用紙借鷺宮㌔暦露訳墨謡甥踏盗品む軟質岩
盤多く含む
7＿5YR5／6　明褐色（橙褐色）庵欄粒砂～郷粒砂で中粒砂一租粒砂非常に多く
含む破J貯

㍉「‥㍉‥∴．・∴∴∴十　∴－．・

7＿5Y

含む
7＿5Y

7．5Y
7．5Y
7．51

含む
7．5YR6／7′臣色（黄橙色）極細】粒砂～・細粒砂で中粒砂～租粒砂少玉と含む
軟質
7．5YR4．5／8褐色（暗混橙褐色）極細j拉砂で珊細砂、・租粒砂徴丑含む
硬質　地山
5YR5．5／7　橙色（橙色）軟質花崗岩盤

SX803

砂含む
2．7．5Ⅵ15／8明褐色（橙色）細粒砂で中粒砂一極租粒砂含む
3．7．5YR6／8橙色（明橙色）極珊粒砂～極租粒砂
4．風化花樹岩盤

1．7．5YR5／8明褐色（褐橙色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～粗粒砂多く含む　硬質
2．10YR3／1黒褐色（暗褐灰色）極細粒砂で中粒砂～租粒砂少量含む　軟質　流入旧
表土
3．7．5YR5／6明褐色（明橙褐色）極細粒砂で細粒砂～租粒砂含む
4．7．5YR4／3．5褐色（明褐色）極細粒砂で細粒砂～租准砂少墓含む　軟質　流入旧
表土
5．7．5Ⅶ3．5／2灰褐色（濁褐色）極欄粒砂～細粒砂で中粒砂～租粒砂含む　軟質
流入旧表土
6．7．5YR4．5／6褐色（暗橙褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～租粒砂少量含む　軟
質
流入旧表土
7．7．5YR3．5／2．5褐色（褐色）欄粒砂で極細粒砂混じり　中粒砂一粗粒砂少量含む
軟質　流人旧表土
8．7．5YR4．5／5褐色（橙褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～粗粒砂少量含む　やや
軟質
流入旧表土
9．7．5YR4／5褐色（明橙褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～租粒砂含む　やや軟質
10．7．5YR4．5／5褐色（明橙褐色）極細橙砂～租粒砂　やや軟質
11．7．5YR5／5明褐色（灰橙褐色）極細粒砂～租粒砂
12．7．5YR5／6明褐色（橙色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～租粒砂含む　やや硬質
13．7．5YR4．5／6褐色（暗橙色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～租粒砂少量含む　やや
硬質

14．7．5YR4／3．5褐色（灰褐色）細粒砂～租粒砂　軟質　流入旧表土系盛土
15．7．5YR5／8明褐色（暗橙色）極細粒砂～租粒砂　やや硬質
16．7．5YR4．5／6褐色（橙褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～租粒砂多く含む　硬質

eつ孟
7，5YR4／5褐色（灰褐橙色）極細粒砂～珊粒砂で中粒砂～租粒砂多く含む　硬質
7．5YR5／8明褐色（橙色）極細粒砂一細粒砂で中粒砂～租粒砂含む　硬質

19．7．5YR4／4褐色（褐色）細粒砂で梅細粒砂混じり　中粒砂～祖粒砂含む　硬質
20．7．5YR4．5／6明褐色（暗橙色）細粒砂～中粒砂で租粒砂微量含む　軟質
21．7．5YR6／6橙色（明乳橙色）細粒砂で中粒砂～租粒砂少量含む　非常に軟質
風化岩盤か

22．7．5YR5．5／8橙色（明橙色）極細粒砂～潮位砂で中粒砂～租粒砂微量含む　やや
軟質

23．7．5YR5／6明褐色（灰橙色）細粒砂混じり極紳粒砂で中粒砂～粗粒砂微量含む
やや軟質
24．7．5YR5／8明褐色（橙褐色）海淵粒砂～細粒砂で中粒砂～租粒砂少量含む　やや
軟質
25．7．5YR5／8明褐色（橙色）細粒砂で中粒砂～粗粒砂含む　やや軟質　風化岩盤類
似

1．7．5YR4．5／5明褐色（明橙褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂～極粗粒　　26・乙・蔓甲5・5／6橙色（明乳橙色）軟質岩盤　極欄粒砂～細粒砂で中粒砂～租赴砂微

「

．－′
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し

第45図　8号墳主体部等平面・断面図
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第46図　8号墳出土遺物

（3）9号墳

（第40・41・47～54図、カラー図版15・17・24～26・35・39・40、写真図版12～14・39～47・87・95）

位置と検出状況

調査区北部の尾根稜線上に列状に並んだ8号境と10号境の間に存在する。隣接する古墳との間には尾

根稜線部分のみ区画溝を設けている。調査前から古墳であることは判断できたが、区画溝についてはほ

とんど埋まっていたため調査前には認識できなかった。

形態・規模

調査前の地形測量図から円墳であることが確認できた。墳頂部の標高が134．5m、墳裾は明確ではな

かったが、標高133m前後の部分と推定され、墳高は1．5m前後と思われた。

しかし調査の結果、墳丘が方形に近い形態であることが判明したことから、方墳と考えられる。墳裾

の東西両斜面側は不明確であるため確定できないものの、区画溝の状況から、西側では標高132．0mあた

り、東側では標高132．5mから133．0mあたりに想定できそうである。これらのことより、西側はやや丸

みをもつものの、東西10m、南北9．5m程度の方墳と判断した。なお、墳頂部には南北4．0m、東西4．5m

程度の方形に近い平坦面が、墳丘の東に偏って認められる。

区画溝は8号墳側・10号墳側ともに尾根稜線直交方向で直線的である。溝肩は不明確であるが、底は

平坦面を形成し、横断面形は逆三角形に近い逆台形を呈している。8号墳間の溝は幅2．3m程度、長さ

7．5m程度で、深さは1．1m程度、底幅35cmである。10号墳間の溝は木棺墓により不明確となっている部
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第47図　9号墳墳丘測量図

分が多いものの、幅3m程度、長さ9m程度で、9号境を包むようにやや弧状を呈している。深さは60

cm程度で、底幅は約50cmであろう。

墳丘中央部分は旧地形をあまり改変することなく、少し削り出す程度で、主として区画溝を掘削した

残土を使用して盛り上げているようである。盛土高は50cm程度残存していた。主体部はこの盛土上から

掘削されている。

主体部

主体部は墳頂部ほぼ中央で1基（SX901）存在し、ほかに南側の区画溝底で1基（SXO6）検出した。

①sx901

主軸を尾根稜線と直交方向にとる小竪穴式石室系の埋葬施設であり、蓋石も完存していた。

この埋葬施設は、壁面の下段に30cm～50cm大の角礫を主として縦位に置き、その上に長さ30cm程度の

石材を横位に乗せた構造をもち、2～3段で構成されている。それら断面でみると、基底および第2段

の壁石は立てて使用され、最上段の壁石は平たく置かれるかたちになっている。なお、東側の壁面では
e

特に大きな石を置いている。この石室構造は、石室上面外側に控え積みのような石積みがみられないも

のの、竪穴式石室のような感覚を覚える。しかし、この埋葬施設の内法は長さ2．06m、幅50cm弱である

ことから、棺の厚みを考慮して、遺体を入れた棺をこの埋葬施設の中に納めるには幅が狭すぎて不可能
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といえよう。したがって、「室」ではなく「棺」としての機能を有していたと思われる。また、SX901

の場合、後述するように、壁面に赤色顔料の塗布が認められ、底に枕と思われる礫が存在したことも、

「棺」機能を示す傍証といえよう。なお、実際に人が中に入った状態の写真が写真図版46の⑧である。

さて、このような埋葬施設については、後述するように、機能を重視し、その幅によって「小型竪穴

式石室系石棺」あるいは「竪穴式石室系石棺」または「小石室系石棺」と呼称することとする。

SX901の底面から天井内側までの高さは44cm、底面の東部には東壁から15cmほどの位置に長径12cm

程度の楕円形の礫が2個、7cmの間隔を空けて並んで検出されたことから、枕石と思われる。枕石に接

して西側に存在する径24cm、深さ4cm前後の円形小土壌が存在しているが、その性格は不明である。一

方、石棺内面には赤色顔料が残存しており、壁面に塗布されていたと考えられる。それらは底面から約

20cm以上の壁面の一部と蓋石内面に残存していた。赤色顔料は分析の結果、ベンガラと判断された。

なお、棺の主軸方向は、枕石が存在していた東側を基準として、国土座標でE310　N方向となる。

天井石は長さ70cm～90cm弱の角礫6個を架け、蓋石間および蓋石と壁面の隙間に小礫を詰め、さらに

残りの隙間に粘土を詰めていた。

石棺内は流入土で充満し、その横断面ではほぼ5層に分層されており、いずれも軟質の層である。最

下に存在する第7層は3cm程度の均一の厚さで、上面が平坦・水平になっていることから、棺底として

入れられた層であろう。なお、枕石と考えられる礫は、この層の上面もしくはこの層に食い込んで存在

している。

ところで、北東隅部の壁最上段の石と南側壁第2段目の西端から2番目の石材が接合した。このこと

は、石棺壁を構築する際に、この場所でうまく組み合うように石材を割るといった加工を施していたこ

とを示していると思われる。

墓墳

墓壕の平面形は小判形に近く、南側には幅20cm～50cmで長さ2．7mにわたって張出部が付設されてい

た。張出部の底面は平坦であるが、東側が西側よりも10cm高くなっていた。この張出部の検出面からの

深さは約30cmである。また、張出部北側の墓墳法面には掘り残し部分が段状に存在していた。その段は

長さ1m、最大幅は8cm程度で、墓墳張出部からの深さは15cm程度であった。これらの施設は、棺を構

築する際に墓墳底に入るための足場と推定される。なお、墓壕の北側法面西部にも最大幅10cm、長さ60

cm程度の足場状の段が認められ、墓墳上端から段までの深さは10cmであった。

墓墳検出面での平面規模は長さ3．5m、最大幅1．9mで、法面は急傾斜となっている。検出面からの深

さは、最も深いところで74cmを測る。墓墳底面は平面長方形を呈し、平坦・水平であるが、壁面を構築

する際に基底石を安定させるために、基底石部分が溝状に掘削されている。

遺物出土状況

棺外北東部の壁最上段壁石上面の蓋石外側から、鉄鉱2点が並んだ状態で検出された。これら鉄鉱は

刃部先端を東側に向けていた。なお、この鉄鉄が乗っていた壁石は、接合したものの片方である。

②sxo6

9号墳南側の区画港内で検出された木棺墓3基のうち、最も西に位置するもので、他の2基は弥生時

代の所産である。本木棺墓も調査時および直後には弥生時代と判断していたが、①墓境内での小口穴の

位置、②破砕土器が検出されなかったことおよび土器埋納面または埋葬祭祀面が認められないこと、③

須恵器・土師器が出土した位置がSX06の墓墳上端でしかも長側中央部の墓墳脇にあたること、④出土
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2汀11．5YR5／8明赤褐色　シルト貿細粒砂で粗粒砂若干混じる

2．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂～粗粒砂でめ1cm前後の地山ブロック混じる

3．5YR5／8明赤褐色　シルト混じり租粒砂～細礫で地山ブロック多量に混じる

4．10YR4／2灰黄褐色　シルト混じり中粒砂で粗粒砂～¢0．5～1cmの地山ブロック混じる

5．5YR5／6明赤褐色　シルト質細粒砂

6．5YR5／8明赤褐色　シルト混じり中粒砂～札粒砂で¢0．5～1cmの地山ブロック混じる

7．7．5YR5／8明赤褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂　地山に似る
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第50図　9号墳主体部SX901平面・断面図

D一里致

二「l

転

用
腿

1．10YR3／1黒褐色　シルト況じり租粒砂　根の混入あり

2．10YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で細礫多く混じる

3．10YR5／6黄褐色　シルト混じり細粒砂

4．10YR4／6褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂

5．2．5Y7／6明黄褐色

6．7．5YR5／6明褐色

7．7．5YR5／8明褐色

8．10Yl15／8黄褐色

9．10YR5／6黄褐色

締まり悪い

10．7．5YR5／6明褐色

11．10YR5／6黄褐色

12．7．5YR5／6明褐色

転落した目貼り粘土のシルトブロック

シルト混じり欄粒砂

シルト混じり中粒砂で租粒砂若干混じる

シルト混じり細粒砂～租粒砂　締まり悪い

シルト混じり細粒砂一租粧砂で¢0．5～1cm前後の地山ブロック混じる

シルト混じり細粒砂～中粧砂で¢2C皿前後の地山ブロック混じる

シルト質細粒砂～中粒砂で細礫混じる　日貼り粘土か

13．10YR5／6黄褐色　シルト混じり中粒砂

14．10YR4／4褐色　シルト質細粒砂～中粒砂で細礫と¢0．5cm前後の地山ブロック混じる

15．7．5YR5／6明褐色　シルト混じり細粒砂～租粒砂で¢0．5～2cmの地山ブロック混じる

16．7．5YR4／6褐色（明褐色）シルト混じり中粒砂

17．7．5YR5／6明褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂で細礫混じる　目貼り粘土

18．10YR4／6褐色　シルト質細粒砂～租粒砂で¢1～2cmの地山ブロック混じる　墳丘盛土

19．7．5YR5／6明褐色　シルト質細粒砂～租粒砂　地山に似る

20．5YR5／8明赤褐色　シルト質細粒砂で租粒砂若干混じる

21．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり中粒砂～粗粧砂でめ1cm前後の地山ブロック混じる

22．5YR5／8明赤褐色　シルト混じり租粒砂～細礫で地山ブロック多量に混じる

23．10YR4／2灰黄褐色　シルト混じり中粒砂で粗粒砂～¢0．5～1C皿の地山ブロック混じる

24．5YR5／6明赤褐色　シルト質細粒砂

25．5YR5／8明赤褐色　シルト混じり中粧砂～租粒砂で¢0．5～1cmの地山ブロック混じる

26．7．5YR5／8明赤褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂　地山に似る

27．5Yli5／8明赤褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂　地山
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1．10YR5／4にぷい黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で¢10～20mmの

地山ブロック混じる

」2．10YR5／8黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で地山プロッタ混じる

3．10YR5／6黄褐色　シルト混じり中粒砂で細礫と¢20mm前後の地山ブロッ

ク混じる

4．10YR6／6明黄褐色　シルト混じり狙粧砂～細礫で¢10～20mmの地山ブ

ロック混じる

l

i
1

1

1

11

5．10YR5／6

6．10YR5／4

7．10YR6／6

8．10YR4／6

9．7．5YR5／8

10．10YR5／8

11．10YR5／6

黄褐色　シルト質中粒砂～租粒砂

にぷい黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂

明黄褐色　細粒砂～中粒砂

褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂

明褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂

黄褐色　シルト混じり極細粒砂～細粒砂

黄褐色　シルト混じり中粒砂で細礫混じる

12．10YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂

13．10YR5／6黄褐色　シルト混じり粗粒砂～細礫で¢5～10mmの地山ブロッ

ク混じる

」14・10YR5／4にぷい黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂
15．2．5YR4／8赤褐色

16．10YR5／6黄褐色

混じる

17．10YR6／8明黄褐色

18．10YR6／6明黄褐色

ロック混じる

19．10Yl17／6明黄褐色

20．10YR5／8黄褐色

1．10YR4／4褐色　シルト混じり細粒砂～租粒砂
2．10YR5／6黄褐色　シルト混じり細粒砂で中粒砂若干混じる
3．10Yl15／6黄褐色（褐色）シルト混じり細粒砂～中粒砂
4．10YR4／6黄褐色　シルト混じり中粒砂で租粒砂～瑚礫混じる

5．7．5YR5／6暗褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂でめ5～30mmの他山
ブロック混じる

6．7．5YR5／6明褐色　シルト混じり中粒砂で45～10mmの地山プロッタ
混じる

7．7．5YR5／8暗褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で¢5～10mmの地山
ブロック混じる
8．7．5YR4／6褐色　シルト混じり粗拉砂で地山ブロック多量に混じる

予7°5YR5／6明賢

シルト混じり中粒砂一租粒砂で細礫混じる
「

－

シルト混じり細粒砂　赤色顔料

シルト混じり中粒砂で粗粒砂～¢5mの地山ブロック

シルト混じり祖粒砂～細礫（他山ブロック層）

シルト混じり中粒砂～租粒砂で45～20皿血の地山プ

シルト混じり租粒砂～珊礫（地山ブロック層）

シルト混じり租粒砂で¢5mmの地山ブロック混じる

褐色
褐色
褐色
黄褐
る

明春
プロ

10．10YR4／6

11．10YR4／6

12．10YR4／6

13．10YR5／6

若干混じ
14．7．5YR5／6
mmの地山

10YR4／6褐色
10YR5／8黄褐

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22．

5YR6／8橙色

シルト混じり租粒砂一細礫
シルト混じり中粒砂～租粒砂
シルト混じり中粒砂で租粒砂若干混じる
色　シルト混じり中粒砂で租粒砂～細礫

褐色
コック

互　シ

毛色
シノ

10YR7／6黄橙色
10YR5／8黄褐色
10YR6／8明黄褐色
10YR6／8明黄褐色
7．5YR5／8明褐色
地山ブロック混じ

23．10YR5／8黄褐色

シルト況
混じる
ルト混じり
シルト混じ
レト混じり男

シルト混じ
シルト混じ
シルト湧
シルト湧
シルト混
る

シルト混じ
ブロック若干混じる

じ り租粒砂～珊礫で¢5～10

中粒砂～租粒砂
混じり中粒砂で粗粒砂混じる
こり細粒砂で中粒砂若干混じる
混じり細粒砂
混じり租粒砂～細横　地山風化土
ト混じり細粒砂～中粒砂
ト混じり中粒砂
、混じり中粒砂でめ5～10mmの

混じり租粒砂で¢5－10mmの地山

24．7．5YR5／8明褐色　シルト浪じり中粒砂～租粒砂で¢5－
20皿血の地山ブロック混じる

25．7．5YR5／6明褐色　シルト混じり中粧砂～租粒砂で¢5～
20mmの地山ブロック混じる

26．10YR5／8黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂　地山風化土
27．10YR7／6明黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂　花嵐岩盤

「　0

◎－Ⅰ、
」　　　　　　　」

2m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第51図　9号墳主体部等平面・断面図
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した小玉がガラス玉に限定されず、滑石に似た平玉も存在していたこと、⑤木棺墓で唯一赤色顔料が認

められたこと、⑥SX05の墓壕の一部と重複し、SX05よりも新しいこと、⑦SX05よりも規模が小さ

いにもかかわらず、SX05の墓墳底よりも約30cm深いこと、⑧墓墳上面がちょうど区画溝底面にあたる

こと、⑨棺の長軸方向が区画溝と同一方向で、区画港内にすっぽりおさまっており、8号境のSX801

と同様の様相であることから、弥生時代ではなく、現在では古墳時代の所産と考えている。

検出状況

9号境の区画溝掘削中に溝底がかなり深くなる部分があることが判明した。当初は木棺墓とは気付か

ずに西側半分を掘削してしまった。掘削後の西半分の形態をみると、木棺墓の可能性があることが判明

したと同時に、横断面を詳細に観察すると、棺と思われる土層の違いが認められ、棺底部分に赤色顔料

と判断できる部分が存在した。そこで、東側半分について墓墳上面を精査し、棺痕跡の上面を検出する

とともに棺内を掘削した。その結果、赤色顔料のひろがりが認められたと同時に、滑石製と覚しき扁平

な小玉が存在していることが判明した。そこで、棺底を丁寧に精査すると同時に、棺内を掘削した排土

を師にかけて選別した。

一方、調査初期に区画溝部分の表土を掘削していた際に、須恵器・土師器が出土した。その時点では

出土状況の平面実測と写真撮影を実施した後土器を取り上げた。SX06について所属時期の検討を行っ

た際にこれらの土器の出土位置を重ねると、墓墳南側中央の位置で、墓墳上面に非常に近い高さである

ことが判明した。このことにより、出土した土器はSX06に伴うものと考えている。

なお、弥生木棺墓SX05の墓墳部分から須恵器が出土した。土層断面検討の結果、この土器の出土層

は9号墳区画溝底面にあたることが判明した。

形態・規模

棺　土層の違いにより検出できた棺東半部は平面矩形を示し、側壁および小口側壁も垂直であり、底

面が平坦・水平であったことと、墓墳底に小口孔を有することから、組合せ式の箱形木棺であったと考

えられる。棺痕跡の規模は、残存長88cm、幅56cm、棺検出面からの深さは36cmであった。小口孔の位置

から棺の内長を推定すると、1．5m程度になる。棺痕跡残存部分の底には赤色顔料がひろがっており、

赤色顔料は分析の結果判断はされていないものの、経験的にはベンガラと思われる。

棺の主軸方向は、東側を基準とした場合、国土座標でE260　N方向となる。

棺内埋土は上部から落ち込んだ状況を示していたが、最下層の第15層は赤色顔料が染み込んだ層であ

り、棺底に敷かれた土で、底板はなかったものと考えている。

墓墳　墓壕は長方形に近い平面形を呈し、隅は丸い。長さは2．6m、幅1．35mで、検出面から底まで

の深さは、土層により確認できた墓壕の最も高い位置から1．2mである。墓墳底面はほぼ平坦・水平で

あり、平面は長さ1．8m、幅60cmの長方形を呈している。また、小口孔は墓墳底の端の位置に存在し、

上面の長さ50cm、幅16～18cmで、深さは20cm程度である。墓墳法面はかなりの急傾斜で、埋土はすべて

斜め方向に堆積している。なお、墓境内の土器は全く検出されなかった。

SX06は東側のSX05と墓墳端が重複関係にある。重複部分の土層断面を観察した結果、SX05が新

しいことが判明している。

遺物出土状況

SX06の棺内底面からガラス小玉および石製の小玉が出土した。総数11点のうち出土状況が確認でき

たのは4点である。いずれも棺内東部南側壁で、赤色顔料を含む層中から出土した。
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第52図　9号墳主体部SX901出土鉄紡

5cm

出土遺物

9号項から出土した遺物には、主体部SX901

の鉄鉱、SX06の玉類および土器、南側区画溝の

須恵器がある。

鉄線　第52図に示した。尖根系鉄鉄が2点で、

ともに片側に逆刺を有する刃部を持つ長頸鉄であ

る。T7は刃部先端から茎尻まで遺存しており、

全長は13．05cmである。刃部長が2．6cm、頸部長が

7．4cm、茎部長が3．5cmである。T8は刃部先端お

よび茎尻が欠損しており、残存長は12．3cmである。

現状において刃部長は3．3cm、頸部長が8．2cm、茎

部長が1．4cmである。二点とも同型式と考えて差し

支えないが、刃部長および頸部長はT7に比べて

T8の方がやや長い。2点とも頚部の断面形態は

方形を呈し、関は撥状に開くものとなっている。また、茎部の断面形態は方形を皇し、先細るように茎

尻に至る。現状での茎部に遺存している矢柄の構造は、茎部に糸を巻き付け、その上に鉄鉱の主軸と平

行する木目を持つ木材を被せた後、樹皮で横方向に口巻きが施されているのが観察できる。（鉄鉱：細川）

玉類　第53図に示した玉類11点のうち、上段のJl～J5がガラス、下段のJ6～Jllが滑石製品と

思われる。出土状況が明確なのはJ6・J8・JlO・Jllの4点である。

ガラス小玉のうち、Jlには鉄製の小環が付着している。小環は径1mmの針金状のもので5mm程度の

環状にしたものである。ガラス玉は他の4点とは違って水色系で淡緑灰色に近い。全体的に球形に近く、

径3．3mm、厚さ2．0mmで、孔径は0．8mmである。J2～J5は青系色を皇し、J2～J4は分析を依頼し、

後章にその結果を記載している。J2は5PB3／8、J3は5B4／8、J4は10BG5．5／8の色調を呈し、J3の

透明度は高い。孔径は3点とも1．1I皿である。J3のみがノガラス、J2・4はソーダ石灰ガラスである

との分析結果が報告されている。J5は直径5．1mm、厚さ3．1mmと最も大きく、孔径も2mmを測る。5B5／8

♂‖ （エコ
J2

⑥　　　⑥　　　◎　　◎　　　㊥　　　③

C＝しここ＝⊃

J6

C二二＝）　　　　　　　　　□：：＝＝⊃

J7 J8
〔エコ　　　　　〔エコ　　　　　　⊂コ
J9　　　　　　　　　　　　　JlO 」11

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

第53図　9号墳区画溝内SXO6出土玉類

－83－



の色調を呈し、青色系である。気泡は細長い部分と丸く列状に並ぶ部分があり、引き伸ばし製法による

ものであるが、裁断後の再加熱が充分ではなく角張る。

滑石製品と思われる」6～」11のうち、JlOについて石材同定を行なった結果、緑泥岩であるとの結

果を得ている。J6～JlOの直径は5．2～5．3mmで、Jllが5．4mmと非常に揃っている。厚さでは、最も

薄いJ6が0．7mm、J8は0．9mm、J7は1．1mm、J9は2．2mmで、最も厚いJlO・Jllが2・8mmである。

J9～Jllは上下面が平行ではなく、厚さに差があるが、側面はいずれも直線的である。全体的に乳灰

色～乳緑灰色を呈し、J6から順に5G8／1．5、5G6／2、5G6．5／2、10GY7／2、10GY6．5／2、10GY5．5／2の色調

を示し、J6～J8とJ9～Jllの間につくりの差による色調の差があり、石材および製作と関連して

いるようである。ただし、孔径は1．9mmと最も小さいものがJ9であり、J6とJlOが2．0mm、J8が

2．2mm、J7とJllが2．3mmを測り、色調および製作による差は認められない。なお、すべてにおいて上

下面に擦痕が認められるようであるが、あまり明瞭ではない。

土器

SX06の墓墳脇から出土したのは、第54図36・37に示した須恵器杯蓋と39に示した土師器壷である。

36は口径12．4cm、器高4．8cmを測る。天井部はから口緑部にかけて丸く、外面へラケズリの範囲は天

井部の約3分の1である。口綾部と体部の境には小さな段があり、浅い凹面をなす。口緑端部には幅5

m程度の凹面をもち、外側に若干ひきのばされている。全体の3分の2が残存している。

37は口径11．6cm、器高4．4cmで、36よりも小ぶりである。天井部のヘラケズリは全面におよび、口緑

部との境にはにぷい凹線をめぐらす。口縁端部はやや尖るようにみえるが、内面側にわずかな凹面を有

する。ほぼ完形品で、36よりも時期的に後出するものである。

39の土師器丸底壷は体部がやや扁球形に近く、体部最大径は11．4cmを測る。その最大径は体部中位に

ある。体部外面はパケ調整、内面はケズリを施している。口緑部は肩部から曲折して外上方に短くのび

る。口綾部内面に小さな段を有し、複合口線状にもみえるが、外面にはその様子は認められない。口緑

部は端部にかけて徐々に厚みを減じ、端部は丸くおさめる。口綾部はヨコナデ調整である。口径8．2cm、

器高10．0cmで、口緑部のみ大半を欠失している。

38は区画溝底出土の須恵器杯蓋で、SX05の調査の際に出土した。口径13．1cm、器高4．5cmとやや大

型で、天井部の半分以上をへラケズリする。口緑部との境には先端がやや尖る段を有する。口縁部はほぼ

垂直に下がり、端部内面は凹面をなす。端

∈≡萱。6

∈∃

∈∃…
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部はやや尖り気味である。口緑部の外面に

は文様がへラで措かれているが、何を示す

ものか不明である。長さ8cm、幅1．2cmの

部分に横方向に3条の線と、その間に9条

の縦方向の線をほぼ等間隔に引いている。

焼成は良好で、完形品である。



（4）10号墳

（第40・41・55～63図、カラー図版24・27～29・35・38～40、写真図版48～50・88～91・95）

位置と検出状況

調査区中央北部の最高所のすぐ北側に存在する円墳で、墳頂平坦面が大きく、調査前から明確に古墳

と判断できた。調査前の墳頂平坦面の標高は137．3mで、南側最高所にある11号墳墳頂からの比高差は

約1・7mである。調査前の地形観察では墳裾は明確ではなかったものの、墳丘は長径約17．5m、短径約

16mの楕円形を皇し、墳頂平坦部が南に偏っているものと判断された。なお、北裾からの墳丘高は3．3m

であるが、南裾は墳頂平坦面がそのまま尾根につながっており、墳丘高はほぼOmである。

調査は、8号墳～11号境の墳頂部が一直線に連なるラインを設定し、そのラインに直交する方向でも

各古墳に東西方向の畔を設定して墳丘土層断面観察を行なった。10号境では表土掘削開始直後に東側で

土器群を検出し、墳頂平坦面に2基の木棺墓を検出した。

形態・規模

墳丘裾については、調査の結果においても東西両斜面側が明確でなかったため、推定の域を出ないが、

南側については11号墳裾が明確であることから、それに接する部分が10号境の南端となろう。北側につ

いては、9号境の区画清までは地形に変化が認められなかったことから、その溝までが10号境の範囲と

考えている。以上のことから、10号境は長径18m、短径15．5m程度の楕円形を呈する古墳であると考え

られる。墳頂部平坦面は長径8m、短径7m程度の楕円形を呈し、古墳の南端に偏っている。

墳丘は地山を整形して造り出されたものであるが、特に墳頂平坦面の南部は、緩やかな傾斜面であっ

た旧地形を大きく削って造出されたものと思われる。その削平は、弥生木棺墓SX08がわずかに残る程

度まで及んでおり、SXO8部分では最低でも50cm以上削り下げられたと想定できる。その残土は主とし

て墳頂平坦部を拡張するために、その周囲に盛られた可能性が高いことが墳丘土層断面より判断できる。

主体部

主体部は墳頂平坦部で2基検出した。南側のSXlOOlは墳頂平坦部中央に位置する大型のものである。

比較的小規模なSXlO02はSXlOOlの北側に接して構築され、墳頂平坦部の北端に近い位置であるが、

墳丘全体から見るとSXlO02の方が中心部に近い。両主体部はともに尾根稜線と直交方向に主軸を置き、

墓境の一部分が重複している。重複部分の土層観察から、SXlOOlが先行することを確認した。

なお、両主体部は下層の弥生木棺墓と重複している。SXlOOlはSX17の北部を墓墳底まで削り取り、

SX18の東端を除いた大半の上半部を墓墳掘削により破壊している。SXlO02はSXllと重複し、墓墳

掘削によってその上部を破壊している。一方、古墳築造後にはSXlO02に重複して土壌SKO3、SXlO02

の東に接して土壌SK04が掘削されている。

①sxlOOl

棺　土層の違いによる棺痕跡は平面長方形を呈し、その長さは4．15mを測る。幅は東部で75cmであるが、

西部では70cmとやや狭い。側壁はほぼ垂直であり、底が平坦でほぼ水平であることから箱形木棺であっ

たことが推定される。棺検出面からの深さは50cmであり、土層観察による明確な棺痕跡の高さは34cmで

あった。

棺内中央部には長さ2・15m、幅50cm程度の範囲に直径0．5cm～4cm大の亜円礫～亜角礫を中心に円礫～

角礫が敷かれ、礫床を形成していた。礫は一見川原石のようであり、東部で密に厚く敷かれ、西部は比

較的疎らとなって厚さも薄く、礫床幅も40cm程度と狭くなっていた。
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SXll　　　礫床

1．7．5YR5．6／8橙色（橙褐色）極細粒砂～細粒砂で¢1cmの中礫含む　やや粘質

2．7．5YR5／6明褐色（暗橙褐色）細粒砂で極細粒砂含み中粒砂～極租粒砂多く含む　やや軟質

3，10YR5／5．5黄褐色（明褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂多く含み¢lcnの中礫含む　やや軟質

4．10YR4．4／6褐色（暗黄褐色）細粒砂で極細粒砂と中粧砂～極租粒砂多く含む　やや軟質

5．7．5YR5／6明褐色（明橙褐色）極細粒砂混じり細粒砂で中粒砂～極狙粒砂多く含む　軟質　棺蓋腐食土で赤色顔料混じる

6．7．5YR5．4／7明褐色（橙灰褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂多く含む　赤色顔料混じる

7．10YR4．4／7褐色（黄褐色）極欄粒砂混じり細粒砂で租粒砂一極租粒砂多く含み¢1cmの中礫含む　やや軟質

8．7．5YR5．6／8橙色（黄橙色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂少呈含み租粧砂－¢1cmの中礫多く含む　やや粘質

9．10YR4．5／3．5にぷい黄褐色（明褐色）極細粒砂～中粒砂で極租粒砂～45mmの細礫含む　やや軟質　棺側板痕跡

10．7．5YR5．6／8橙色（褐橙色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂含む　上面に礫床（¢1～¢5CⅢの円～亜角礫）赤色顔料混じる

11．10YR5．6／6明黄褐色（明乳黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～¢3cmの軟岩中礫非常に多く含む

12．10YR5／6黄褐色（明黄褐色）極細粧砂一細礫で¢3cmの軟岩中礫多く含む　やや軟質

13．7．5YR5．6／8橙色（橙色）極細粒砂～珊礫で¢3cmの軟岩中味多く含む　やや硬質

14．7．5YR4／5褐色（濁褐色）細粒砂～細礫で¢3cmの軟岩中礫多く含む　やや軟質

15．5YR5／6明赤褐色（濁乳赤褐色）極細粒砂～租粒砂で¢3cmの軟岩中礫多く含む　やや締まる

16．5YR5／8明赤褐色（赤褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粧砂多く含む

17．10YR4．6／4にぷい黄褐色（聴黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極粗粒砂多く含む

18．7．5YR5／5．5明褐色（明褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂多く含む

19．7．5YR4．6／4にぷい褐色（濁黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂一極租粒砂含み¢2cmまでの軟岩中礫多く含む

20．10YR4．6／6黄褐色（暗黄褐色）極欄粒砂～中粒砂　やや軟質

21．7．5Ⅶ5／5．5明褐色（濁黄褐色）極細粒砂～極租粒砂で42cmまでの軟岩中礫多く含む　やや軟質

22．10YR4／4褐色（濁暗黄褐色）極細粒砂～極租粒砂で¢2cmまでの軟岩中礫多く含む　やや軟質

23．7．5YR4．6／6明褐色（明茶褐色）極細粒砂で粗粧砂一極租粒砂含む　粘質

24．10YR5／6黄褐色（濁黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～め1cm中礫含み地山粘土ブロック多く含む　やや軟質

25．10YR4／5．5褐色（明褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極粗粒砂含む　やや砂貿・やや軟質

26．7．5YR5．6／8橙色（橙色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂一極租粒砂含む

27．7．5YR5／8明褐色（赤褐色）極細粒砂～細粒砂　粘質　SXll埋土

第57図10号墳主体部平面・断面図
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礫床上東部で遺物が検出されたが、礫床が途切れた位置に赤色顔料が棺を横断する方向で検出され、

そこから棺北側に沿って3cm程度の幅で約50cmの長さに「L」字形に続いていた。一方、西側では礫床

がない部分で鉄鉱が束になって検出された。以上のことから、木棺は小口側の板を長側板で挟みこむ形

態、いわゆる「H」形の組合せ式箱形木棺であったと推測できる。また、赤色顔料は木棺内面に塗布さ

れていた可能性が高いことが、赤色顔料の検出状況から想定されよう。すなわち、礫床東部の赤色顔料

はここに小口板ならぬ仕切板が存在していたことを推測させるものである。そうすると、西側において

も礫床が途切れた部分に仕切板が存在していたものと思われ、鉄鉱が示す矢束は、仕切板西側で長側板

に挟まれた部分に置かれたものと思われる。また、土層により確認した棺痕跡両側壁と礫床の間には、

各々幅約10cmの間隙が存在しており、この隙間が棺側板の厚さを示しているものと思われる。

したがってSXlOOlの棺構造は、長さ4．15mの両長側板に挟まれた中央部分に、仕切板によって長さ

2．15mの区画を設けて埋葬部分とし、その底に礫を敷いたものであり、仕切板よりも外側に突き出た側

板部分の長さは東西両側で等しく約1mとなる。棺幅は東側が広く西側が狭くなるようにしていたよう

であるが、棺両端の小口板の有無については不明である。なお、東側の区画部分については、底面土質

の違いを重視すると、もう少し短く50cm程度であった可能性もある。その際には棺側板の長さは3．6m

程度となる。

棺の底には第10層があり、その上に礫床が設けられていた。この層は墓墳底直上にあり、上面が平坦・

水平であることから、棺底として入れられた土層である可能性が高いと考えている。そのことから、棺

底板はなかったものと考えたい。

棺内副葬品出土状況　棺内中央区画内では東部で副葬品が検出された。北側の棺側に沿うかたちで鉄

剣、その東側では滑石製の勾玉1点と小玉20点および針状鉄製品と鉄製小環、竪櫛が検出された。また、

礫床東部南端付近では刀子が1点存在した。鉄剣は切先を西に向けて礫床のほぼ直上、他の副葬品も礫

床直上および礫隙間から検出された。副葬位置からみると、被葬者の頭位は東側であったと思われ、国

土座標ではE200　N方向である。なお、刀子には竪櫛の歯と思われる部分が付着していたことから、竪

櫛が他にも存在していた可能性は高い。

西側区画内では鉄鉱11点が束になって出土した。鉄鉄の形式は2種認められたが、束内で形式別に区

別されていたような状況は認められなかったものの、T13～T16の三角のものは北端と中央部の最上部

に2点ずつ存在していた。なお、鉄鉄は仕切板が存在していたと推定される部分から約50cm離れた位置

に茎端が存在していたことから、矢の長さは70cm以下であったと推定される。すなわち、11本の矢束は

矢羽を仕切板側に向けて副葬されたことがわかる。ただし、盛矢具については確認できなかった。

墓墳　墓壕の平面形状は長方形に近く、長さ5．4m、幅2．4mで、墓墳底も長方形を呈し、中央部が長

軸方向でやや深くなっている。検出面から最も深い中央部分までの深さは93cm、墓墳下端までの深さは

85cmである。墓墳底の規模は長さ4．7m、幅2．0mである。墓境内埋土からは小片になった弥生土器が10

点ほど検出された。それらは破壊した木棺墓内に含まれていたものが大半であると思われ、SXO8・S

X17・SX18が候補となる。なお、そのうちの1点がSX17出土土器と接合することが判明した。

遺物出土状況　墓境内からは古墳に伴う遺物は出土しなかったが、墓墳外東側で須恵器・土師器が集

積された状況で検出された。それらは墓墳東壁からわずかに10cmしか離れておらず、腐植土直下で土師

器杯と須恵器杯が口緑部を上にして、少なくとも5点が重ねられた状況で検出された。積み重ね状況が

確認できた部分では、下から土師器・須恵器が交互に重ねられていた。また、その周囲に散っていた土
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第59－1図10号墳主体部墓墳平面図

＼
ヽ

1．7．5YR5／6明褐色（暗赤褐色）極細粒砂～細粒砂で中位砂～極租粒砂多く含む　dlcmの軟岩片少量含む

2．10YR4／4褐色（暗黄褐色）極細粒砂一細粒砂で中粒砂～極租粒砂多く含む　¢1cmの軟岩片少量含む

3．10YR4／4褐色（暗黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極粗粒砂多く合む　め1cmの軟岩片多く含む　やや軟質

4．10YR4．6／4にぷい黄褐色（暗黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂多く含む　¢1cmの軟岩片多く含む　やや軟質

5．10YR4．4／6褐色（濁褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極租粒砂多く含む　やや軟質

6．7．5Yl15／8明褐色（橙褐色）極細粒砂～棲租粒砂　やや硬質

7．7．5YR4．6／3にぷい褐色（暗橙褐色）極細粒砂一細粒砂で中粒砂～棲租粒砂非常に多く含む　¢1cmまでの軟岩片少量含む

やや硬質

8．7．5YR5／6明褐色（明橙褐色）細粒砂～細礫　砂質でやや軟質

9．10YR4．6／6黄褐色（暗黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂一期礫多く含む　¢2cmまでの軟岩少量含む　やや軟質

10．10Ⅷ4．4／6褐色（暗黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂一極租粒砂多く含む　¢2cmまでの軟岩多く含む　やや軟質・粘質

11．10YR5／4．9にぷい黄褐色（黄橙褐色）細粒砂～極租粒砂で細礫～¢2cmまでの軟岩片含む　やや軟質　砂質

12∴花崗岩盤の風化粘質土

13．10YIi5／8黄褐色（濁黄褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～粗粒砂少量含む

14．7．5YR5．6／8橙色（橙灰褐色）極細粒砂～細粒砂で中粧砂～祖粧砂少量含む

15．10YR4．4／3にぷい黄褐色（赤黄褐色）細粒砂～中粒砂で租粒砂～極租粒砂多く含む　やや軟質

SX1002

‾二、、
‥＿＿＿＿　　　・1－－ノーl Jl－

1．7．5Ⅵ16／8橙色（橙色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～極粗粒砂含む

第59－2図10号墳主体部土層断面図
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師器片もそれらの上に積み重ねられていたことが想定され、それらが斜面下側（東側）に倒れたような

状況であった。加えて、杯が重ねられた東側横約10cmの間隔をあけて須恵器魅がほぼ正立状態で出土し

た。さらに、斜面下方からは須恵器壷が破片となって出土していることから、この壷も土器集積と一連

で、同じ場所にあったものが流出した可能性が高いと判断される。

これらの土器集積についてはその日的・性格等は不明であるものの、祭祀に関連した結果のものであ

ることは想像に難くない。

②sx1002

棺　土層の違いによる棺痕跡は平面長方形を呈し、その長さは2．15mを測る。幅は西部で65cm、東部

で60cmである。棺痕跡の検出が非常に難しかったため、何度となく掘り下げて検出した結果、深さ10cm

程度となってしまった。側壁はほぼ垂直で、底面も平坦でほぼ水平であることから、箱形木棺であった

と推測される。

棺内埋土は1層のみ確認できたが、その下面に礫床が認められた。それらはSXlOOlと較べて非常に

疎らで、礫床の存在を意識せずに調査すると見出せない程度に近い。礫床は南側に偏って存在しており、

ほぼ長さ1．6mにわたって検出された。礫の長径は5mm～5cmで、亜円礫～亜角礫を主体として円礫～

角礫であり、川原石のようであった。礫床は西側が幅広く礫の数も多く、礫床上面の高さが東側に向かっ

てわずかに傾斜していることから、被葬者の頭位は西側であった可能性が高い。その方向は国土座標で

W300　S方向である。なお、礫床の東西両端での高低差は3cmとなっている。

墓墳　墓壕の平面形状は楕円形に近い。検出当初は弥生木棺墓のSXllの墓墳壁をSXlO02のものと

考えていたため、墓墳北東側および東側上端は確認できなかった。確認できた墓境の長さは3．1m、幅

2．2mで、最も残存状況が良好であった西側での墓墳の深さは65cmを測る。墓墳底の平面形状は隅丸長

方形である。墓墳法面は垂直に近い部分が多い。墓墳底には棺部分の浅い掘り込みがみられ、その深さ

は6cm程度である。

遺物出土状況

SXlO02からは遺物は全く出土しなかった。

出土遺物

10号項に伴う遺物が出土したのはSXlOOlに限られる。それらを棺内、墓墳外の順に記述する。

鉄剣

第60図T9に示した。現状での全長は60．2cmである。刃部長は46．4cm、最大厚は0．7cmである。切先

はふくらを持つ。刃部の断面形態はレンズ状を呈し、鏑はない。関部の幅は背側・腹側共に深さ0．5cm

の直角関である。茎部長は13．8cm、関部付近での幅は2．5cm、最大厚は0．7cmである。茎部は茎尻に向

かうにつれて幅を狭めていき、茎尻においては幅1．1cmとなる。茎尻は直線状で角を持つ一文字尻となっ

ている。円形の目釘孔が二箇所確認でき、関部側にある目釘孔の直径は0．6～0．65cm、茎尻側にある目

釘孔の直径は0．55～0．6cmとなっている。

鞘装具・把装具ともに腐食が著しく、使用部材の付着や痕跡が確認できるほどであり、鞘尻・鞘口お

よび把緑・把頭は失われている。刃部には木質が付着しており、鞘装具に収められていたことがわかる。

把装具は把間の木質が確認できる。鞘口・把緑の形態は不明であるが、関部付近では身に直交するよう

にラインが数箇所確認できる。木質が切れる部分や部材の付着がない部分があることから、把装具は把

緑・把間・把頭を組み合わせて作られたものである可能性が高い。その痕跡から関部は鈍端に位置して

－92－



‖捌日日

昭辺コ，

＜ZZ喜≧≧，

傾ロKl囁K2つ感K3

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

第60図10号墳主体部SX1001出土遺物（1）

いたと考えられる。また、関都から刃部の方向に向かって幅0．7cmの空白部分がある。これは鞘口と鈍

端との間にできた空自部分と考えられ、その噛み合わせの構造が把握できる。鞘尻・鞘口および把緑・

把頭の材質は不明であるものの、古墳の築造時期からして、鉄剣には刀剣装具1類（細川2007）が装着

－93－



◎

□：正〕

J13

①

旺9
」20

⑧

l＼－‥、．l

J27

甘干

◎

旺：二E］

J14

⑳

田亘）
J2

⑲

、、、－1、－1＼、I

J28

㊥

（Ⅱ玉コ

J15

㊦

仁王辺

J22

㊨

皿
J29

1日l

◎

◎

◎

旺工〕

J16

㊥

口≡ヨ

J23

◎

、、・、一、、l、、：、：、

J30

㊥

H ppr′

J17

の

、＝∴

J24

㊦

廿t、J＼

J31

＠

に：E〕

J18

㊥

、、こ．、－、∴

J25

①

園
J32

⑯

〔ヨ三E）

J19

◎

、∴TI

J26

＿十十一十三

田

＠

0

1　－　　－　　－

第61図10号墳主体部SXlOOl出土遺物（2）

－94－

lliIli
Ocm



：川li 距若

＜≦∋

四

一白．

】1Lll

「丑

疏

㊥ 鉦。「

第62図10号墳主体部SX1001出土遺物（3）

－95－



されていたと考えられる。（鉄剣：細川）

刀子

第60図T10に示した刀子は全長10．7cmで両関のものである。刃部長は7．5cm、刃部最大幅は1．45cm、

刃部背幅は2．5mmである。茎部は長さ3．1cm、関部での茎幅は1．1cmで、端に向かって背側から徐々に幅

を減じ、茎端では幅6．5Immとなっている。茎部の断面は長方形で、厚さは2．5I皿である。茎部外面には柄

の木質が残存しており、柄の刃部側端部は背側の関を包み込むかたちで斜行する。

刃部には竪櫛の歯と思われる有機質が大きく3箇所に分かれて付着している。出土位置からすると、

ムネ部分が出土した竪櫛以外にも櫛が副葬されていたことをものがたるものであろう。

環状鉄製品

第60図丁目に示した環状鉄製品は、断面円形で直径2mmの棒を外径2．1～2．15cmの大きさの環状にし

たもので、指輪程度の大きさである。なお、勾玉の孔径は1．7mmであるため、この環は孔を貫通しない。

針状鉄製品

T12の針状鉄製品は頭部を欠失しているため針とは断定できない。残存長5．2cmで、先端は鋭く尖る。

横断面は円形を呈し、頭部に近い部分の直径は3I皿で、先端手前1cm付近から徐々に細くなり、先端付

近で急に細くなっている。

玉類

第60図に示した勾玉」12は、5GB2．5／1．5で暗線灰色を呈する滑石製の扇平なもので、頭部に較べて尾

部の幅が少し狭くなっている。長さ3．6cm、胴部中央での幅は1．2cm、厚さは均一で0．5cmとなっている。

側面は面取りしてやや丸みをおびているが、背部のみ平坦に近い。表面には擦痕が多く残存している。

第61図」13～」32の臼玉は勾玉と同じ滑石を使用したものである。側面には稜は認められず、擦痕も

上下に分かれない。上下面にも擦痕が残存し、上下面が平行に近いものが大半を占める。上下面の擦痕

の方向が同じものは少ない。色調は全体的に暗乳緑灰色を呈するが、5GB3～5／1～2の色調が大半を占め、

10BG3～5／2、10GY5／4、10Y4／2、10Y6／3のものがある。外径は4．4～4．9mmであるが、大半は4．6～4．7mm

である。厚さは1．7～2．3mm、孔径は0．9～1．2mmで、1．0mmが大半を占めている。重量は0．07～0．12gである。

全体的に統一性の高いつくりになっている。なお、穿孔の際にできた、孔周囲の欠損がみられる。

竪櫛

第60図Kl～K3に示した竪櫛はムネ部分の破片で、近接して出土したが、同一個体かどうか不明で

ある。Klの残存長は1．7cmを測る。いずれも漆膜のみ残存している。

鉄鋲

西区画から出土した鉄鉱は第61・62図T13～T24に示した。

鉄鉄は尖根系のもので、すべて長頸鉄である。刃部形態の違いから2類に分類することができる。

A類　A類は三角形を呈する刃部を持つもので、点数は4点である。欠損が生じている箇所を除く各部

の法量は、全長が17．1～17．6cm、平均は17．35cmである。刃部長は0．65～0．8cm、平均は0．71cmである。

頸部長は11．8～12．3cm、平均は12．1cmである。茎部長は4．2～4．5cm、平均は4．35cmである。刃部はす

べて両丸造りで、刃部関は緩やかに湾曲するナデ関である。頚部の断面形態は方形を呈し、関は撥状に

開くものとなっている。茎部の断面形態は方形を里し、先細るように茎尻に至る。T14～T16では茎部

に繊維状有機質を巻き付けた後、木材を被せている状況が観察できる。

B類．B類は比較的長い三角形を呈する刃部を持ち、点数は7点である。欠損が生じている箇所を除く
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第63図10号墳主体部SXlOOl墓場東出土土器

各部の法量は、全長が17．45～18．95cm、平均17．98cmである。刃部長は2～3cm、平均2．2cmである。頸

部長は11～11．8cm、平均11．4cmである。茎部長は4～4．5cm、平均4．32cmである。刃部はすべて両丸造

りで、刃部関は緩やかに湾曲するナデ関である。頚部の断面形態は方形を呈し、関は撥状に開くものと

なっている。茎の断面形態は方形を呈し、先細るように茎尻に至る。現状での茎部に遺存している矢柄

の構造は実測番号鉄15・19・20などにおいて、茎部に糸を巻き付け、その上に鉄鉄の主軸と平行する木

目を持つ木材を被せた後、樹皮で横方向に口巻きが施されているのが観察できる。（鉄鉄：細川）

土器

墓墳東部で検出した土器群のうち、須恵器杯蓋は第63図40・41、土師器は42～47に示した。

40は下から4番目に重ねられていたもので、扇平な天井部と外に張り出す口緑部および天井部と口縁

部境の稜が外に鋭く張り出していることを特徴とする。天井部のへラケズリは4分の3程度に及ぶ。口

緑端部は幅約3mmの面をもち、やや窪む。口径12．8cm、器高4．1cmで、ロクロ回転方向は左である。

41は口径12．3cm、器高4．8cmの天井部がやや丸いもので、天井部外面のヘラケズリは5分の4に及び、

その後不定方向のナデを施している。天井部と口縁部との境は、にぷい稜と凹線状になっている。口緑

端部は内側から徐々に厚みを減じ、端部は丸い。土器群の下から2番目に重ねられていたものである。

42～47は土師器杯で、須恵器がほぼ完形であるのに較べ、ほぼ完形なのは44・46に限られる。径高指

数が45と大きく椀形に近い42から、指数が32と小さく皿形に近い46までやや多種に及んでいる。42は口

径11．3cm、器高5．1cmで、外面にはへラミガキを加えている。43は口径12．6cmと最も大きく、44は底部
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外面へラケズリ、体部は板ナデで口緑部にヘラミガキを加えている。口径11．4cm。45は口径11．7cm、46

は器高3．5cmと最も低く、口径は10．8cmである。底部が平底のような47は口径11．0cm、器高3．7cmである。

48は土器群東下方でおもに出土した須恵器壷であるが、一部の破片が土器群中からも出土している。

残存破片が少なく、図上復元した部分が多い。口径は16．4cm、体部最大径は25．9cmと思われる。器高は

28．0cmと推定している。口緑部は外上方に開き、外面には2条の突帯があり、その間と両側に13条の波

状文を3帯施している。口縁端部はやや鋭い。体部は丸いが、やや肩が張り、最大径部分に沈線を引き、

その下に波状文、沈線上部には櫛刺突の列点文を施している。肩部および底部付近には格子状タタキが

残るが、肩部のものはナデ消している。内面底部付近では、当て具の青海渡文をナデ消している。全体

的に丁寧なつくりである。

49は口径10．0cm、器高12．3cmを測る須恵器胞である。口綾部のみ3分の1弱を欠失する。体部はやや

扇平であるが底部は丸い。体部最大径は12．1cmを測り、径1cmの円孔を穿つ。体部中位にはカキメ、底

部には回転へラケズリ後仕上げナデを施す。底部外面に「＋」のへラ記号を記す。口緑部の屈曲部分の

外面と口緑端部はやや鋭い。口緑端部は面をもつ。なお、体部外面に火裡痕が認められる。

（5）11号墳（第40・41・64～72図、カラー図版30・31・35・37、写真図版51～57・65・92）

位置と検出状況

調査区北部の最高所に存在するが、調査前の地形がえぐれた楕円形を呈していたことから、古墳と判

断するにはやや躊躇を覚えた。調査前の最高所の標高は138．98mで、古墳とするならば、10号境の平坦

面南端を墳裾として、直径15m程度の円墳で、高さは1．7mであると思われた。

墳丘の東側が大きくえぐれていたことから、当初は単なる自然地形による崖面といった漠然とした理

解であったが、調査の結果、古墳築造後の地すべりによるものであることが判明し、主体部の東部がず

り落ちた様相を呈して検出された。また、地割れ箇所が墳頂部南側で認められた。

形態・規模

調査の結果判断した墳丘は円形で、北側裾は10号墳南側区画溝南側肩で明確な地形変化が認められた。

しかし、西側斜面部および南側尾根筋については、明確な地形変化部分が認められず、東側斜面にいたっ

ては全く想定すらできない様相であった。したがって、推測の城を出ないものの、中心主体から北側墳

裾までの距離および標高を勘案して、長径16m、短径13mの楕円形と墳丘規模を推定している。ただし、

東側墳裾については全く不明であることから、もう少し東側にひろがる可能性も大きい。

墳頂平坦面は長径約6m、短径約3mの楕円形範囲が残存していた。主体部はこの平坦面の表土直下

で検出された。また、墳丘盛土はほとんど認められなかった。

主体部

主体部は墳頂平坦面のやや南寄りで木棺墓1基、その北側50cm程度の間隔をおいた部分に小規模な土

墳墓、木棺墓北側に墓境の一部を重複して土器棺墓、木棺墓の北側墓壕を切り込んで小型の石棺墓がそ

れぞれ1基の、合計4基の主体部が検出された。これら主体部の主軸方向はいずれも尾根稜線直交方向

となっている。なお、中心埋葬と考えられる木棺墓をSXllOl、土墳墓をSX1102、土器棺墓をSX1103、

石棺墓をSX1104と呼称した。

①sx1101

棺　土層の違いによって検出した棺痕跡は平面長方形を呈する。ただし、東部崩落部分では棺痕跡の
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第64図11号墳墳丘測量図

形態を明確にすることができなかった。残存部分での規模は、残存長2．3m、幅0．9m、検出面からの深

さは50cmで、側壁が垂直に近く、底面が平坦でほぼ水平であることおよび、礫床がやや内側に存在して

いることから、組合せ式の箱形木棺で、10号境のSXlOOlのように内部が仕切られていた可能性が高い。

SXllOlでは、西区画と中央区画の存在が推定できたが、東区画については全く不明であることから、
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

1・10YR5／8黄褐色（にぷい褐色）極細粒砂～細粒砂で極租粒砂と地山礫含む

2・7・5YR5／6明褐色（にぷい黄褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる　地山礫多く含む

3・10YR5／‘5にぷい黄褐色（にぷい褐色）極細粒砂～細粒砂で極租粒砂～細礫混じる　若干シルト質

4・10YR5／4にぷい黄褐色（にぷい黄褐色）極細粒砂～繍粒砂で白色岩盤の砂混じる

5・10YR5／6にぷい黄褐色（にぷい黄褐色）極細粒砂～中粒砂で極粗粒砂混じる

6・10YR5・5／4にぷい黄褐色（にぷい黄褐色）細粒砂～租粒砂で白色粘土ブロック含む

7．10YR5／5にぷい黄褐色（にぷい褐色）細粒砂で租粒砂混じる

8．10Yl15／3にぷい黄褐色（灰褐色）細粒砂～租粒砂

9．10YR5／6にぷい褐色（にぷい褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる

第66図11号墳主体部平面・断面図
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「中央区画」ではなく「東区画」と呼ぶべきかもしれないが、いちおう中央区画と呼称しておくことに

する。

棺内底部には棺痕跡の主軸方向にやや斜交するものの、長さ1．57m、西部の最大幅45cm、東部では幅

26cmの範囲に礫床が存在していた。礫床の厚さは最大で7cmを測る。礫は亜角礫を中心として亜円礫～

角礫で構成され、礫の長径は0．5cm～7cmのものを使用していた。礫床の主軸方向は、西側を基準とし

て座標方向でW220　Sである。礫床西端部分で鉄刀子が検出された。

SXllOlの東側斜面下方で礫の集積が検出された。この礫は礫床に使用されていたのと同様のもので、

60cmX40cmの範囲に集中して認められた。その長軸方向はSXllOlの礫床方向とはかなり異なるものの、

長方形に近い範囲であったことから、ずり落ちた礫床部分であると判断できた。すなわち、SXllOlの

東部は、南北に近い方向のラインで地山とともに東方向にずり落ちたことが想定できる。地すべり部分

では墓墳壁や棺痕跡は検出されなかったが、礫床が残存していたことから、SXllOlの礫床の長さは2・

2m以上であったことが判断できよう。なお、検出した地すべり部分は、礫床の高さの差から、1・2m下

がったことが確認でき、礫床部分からは鉄斧が検出された。

墓塘　検出できた部分での墓壕の平面形状は隅丸の長方形に近いが、東部は崩落し、南部は地割れに

ょり明確にできなかった。墓壕の残存長は3．0m、幅2．2mで、底面には深さ15cm弱の棺部分の掘り込み

が存在し、二段墓壕に近い形状である。ただし、短辺側も二段掘りされている。墓墳検出面からの最深

部までの深さは80cm、一段目までの深さは65cmである。墓壊下端の平面形状は、墓墳上面と相似形を呈

し、法面は急傾斜となっている。

墓墳南西隅部分では墓墳一段目の底から15cm～20cm上部で礫の集積が認められた。墓墳検出面からは

45cm～50cm下部にあたる。礫は亜円礫～亜角礫が主体を占め、径60cmの円形範囲に厚さ6cmで集積され

ていた。礫は、検出面での直径70cm、深さ10cmの皿状の土壌上面に集積されていたが、この土壌が墓墳

埋土上から掘り込まれたものか、土壌検出面で礫が浅い掘り込みとともに集積されたものか、また、埋

葬施設であったのかといった判断はできなかった。礫の大きさは礫床に使用されていたものとほぼ同じ

である。なお、墓境内北部では小型石棺墓SX1104が、SXllOlの棺と墓場壁の間におさまるように存

在することからSXllOl埋葬後の構築と思われ、北側墓墳上端では墓壕の一部を削って土器棺SX1103

の墓壕が掘削されている。

墓墳東部については地すべりにより崩落していたが、崩落部分でも一部が残存しているようであった。

その長さは約1．5m、幅1．8mであった。また、崩落部分の埋土からは土器片が出土した。なお、墓墳東

端は完全に崩落しており、全く確認できなかった。

遺物出土状況

棺内礫床部西端の礫床上で鉄刀子1点が切先を西方向に向けて検出された。また、地すべり部の礫床

部分北隅で鉄斧1点が礫床上に存在していた。

②sx1102

SXllOlの北側に約60cmの間隔をおいて存在していた。墳頂部では最も高い位置に存在していること

から、上部は流失・検出面では平面小判形に近く、長さ1．12m、幅60cmを測る。検出面からの深さは18cm

で、埋土は2層に分かれていた。底面は平坦であるが、北側に少し傾斜している。下端の平面形状は、

上端と相似形に近く、法面は急傾斜の所と緩傾斜の部分がある。

SX1102においては棺痕跡が全く認められなかったものの、SXllOlと主軸方向が同一で、平面長円
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第67図11号墳主体部SX1101平面・断面図

形を呈し、一定の深さを有し、底面が平坦であったことから、墓と考えている。また、棺痕跡が認めら

れなかったことから、土墳墓と判断している。なお、小規模であることから、大人を埋葬したものでは

ないと思われる。

－103－



1．10YR5／6黄褐色（にぷい黄橙色）極細粒砂～翻粧砂で租粒砂混じる　地山礫含む
2．10YR6／6明黄褐色（にぷい黄褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂混じる
3．10YR6／4にぷい黄橙色（にぷい黄橙色）細粒砂～中粒砂で粗粒砂含む　地山礫と白色粘土ブロック含む

4．10YR5／8黄褐色（にぷい黄褐色）細粒砂～中粒砂で租粒砂含む　軟質
5．10YR6／6明黄褐色（にぷい黄褐色）極細粒砂～珊粒砂で租粒砂含む　墓場埋土の落ち込み

6．10YR5／6黄褐色（にぷい褐色）細粒砂で租粒砂混じる　他山礫と黄褐色粘土ブロック含む

7．10YR5／6黄褐色（にぷい黄褐色）極細粒砂～細粒砂で小礫少量含む
8．10YR5／6黄褐色（にぷい黄橙色）極細粒砂～細粒砂で¢1CⅢの礫含む　下部に礫床礫混じる
9．10YR6／6明黄褐色（にぷい黄橙色）細粒砂一中粒砂で細礫および白色岩盤片と黄褐色粘土ブロック含む

10．7．5YR5／6明褐色（にぷい黄褐色）細粒砂～粗粒砂
11．10YR5／6黄褐色（にぷい黄褐色）細粒砂で極租粒砂と白色粘土ブロック含む

12．10YR6／6明黄褐色（にぷい貴橙色）細粒砂～租粒砂で白色岩盤片含む
13．10YR5／5黄褐色（にぷい褐色）極欄粒砂～細粒砂で極租粒砂～細礫混じる

14．10YR5／6黄褐色（にぷい黄褐色）細粒砂～中粒砂
15．10YR6／6明黄褐色（にぷい貴橙色）細粒砂で租粒砂少量含む

16．10YR5／7黄褐色（にぷい褐色）細粒砂で租粒砂混じり
17．10YR5／8黄褐色（にぷい黄褐色）細粒砂～中粒砂で白色岩盤・白色粘土ブロック・地山礫含む

18．10YR5／4にぷい黄褐色（にぷい黄褐色）細粒砂で租粒砂混じり　軟質　地割れ部分
19．10YR5／6黄褐色（にぷい黄橙色）極細粧砂～細粒砂で租粒砂混じる

20．10YR5／8黄褐色（にぷい褐色）極細粒砂～細粒砂で極租粒砂と¢1～2cmの岩盤礫含む
21．7．5YR5／6明褐色（にぷい黄褐色）極細粒砂～細粒砂で粗粧砂混じる　dl～2CⅢの岩盤礫多く含む

22．10YR5／5にぷい黄褐色（にぷい褐色）極細粒砂～細粒砂で粗粒砂と白色岩盤プロッタ含む

SXlOll墓墳

「E二二「

1m

1．10YR5／6黄褐色（明褐色）細粒砂で租粒砂混じる

2．10YR6／6明黄褐色（にぷい黄橙色）細粒砂で租粒砂

多く含む　地山の白い岩盤を含む

第68図11号墳主体部SX1101・1102平面・断面図
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③s x1103

SXllOlの北側に存在し、SXllOlの墓壕の一部を切り込んで墓壕が掘削されている。

棺　土器棺である。土師器の壷口緑部に土師器嚢の口綾部を挿入し、横位に埋設したものである。仮

に壷を棺身、嚢を棺蓋として記述する。相身は東側に配置された大型の複合口緑壷で、体部最大径は

33．4cmである。口縁部側が若干高くなるように置かれたようであるが、その角度は10　～20　とわずか

であろう。棺蓋は布留型嚢を使用し、ほぼ水平状態で検出された。棺の主軸方向は西側を基準としてほ

ぼW130　S方向であるが、嚢の底部は破損し、壷も上部が棺内に落ち込んでおり、全体的にひび割れに

より細片となっていたため、棺の主軸方向は正確さに欠ける。また、残存していた全長は約60cmであっ

たが、土器片を接合して組み合せ状態を復元すると、全長59cmとなり、ほぼ合致する。なお、棺内は土

器の隙間からの流入土で充満していた。

墓墳　検出できた墓壕の平面形状は長方形に近い。長さ1．02m、幅57cmで、主軸方向の底部は弧状を

なすが、横断面方向では中央部が溝状に深くなり、二段墓墳状を呈している。底は丸い。検出面から最

も深い部分までの深さは33cmである。土器棺はこの墓境のほぼ中央東寄りに埋置されているが、墓壕の

深い部分を一度埋めて、土器棺を安定させるようにしている。その際に傾斜も考慮されたものと思われ

る。その後、土器棺周囲を埋めているが、後世に上部が陥没し、埋土が削平・流出したため、棺検出時

には墓墳検出面と同じレベルであった。

遺物出土状況

棺として使用されていた土器以外には、棺内および墓境内からは遺物は出土しなかった。

④sx1104

SXllOlの北側墓境内に存在し、棺痕跡との隙間に設置された小型石棺墓である。

棺　棺には流紋岩と思われる板石を使用しており、棺は地すべりラインのすぐ西側に位置し、上面観

察では東部が崩落しているものと判断していたが、小規模な石棺であり、かろうじて崩落を免れていた。

棺は蓋石まで完存しており、2枚の板石で構成され、さらにその中間の合わせ目の隙間部分に1枚の

板石を被せていた。棺身と蓋石の隙間および蓋石間には、粘土による目貼りが施されていた。粘土は黄

色～灰色のもので、東側短側石と長側石との間隙や東短側石外側および長側石間にも使用されていた。

しかしこのように、粘土による目粘りがほぼ完存していたにもかかわらず、棺内には土が充満していた。

石棺長側石は各々2枚の長い板石を横位に立て並べ、北壁では中央の三角形の隙間を埋めるように棒

状の石が詰めてあり、その端は棺外に突き出ていた。短側石は東西各々1枚の方形に近い板石を立てて

いる。側石は上端面が揃うように高さが調節されているが、東短側石のみ上面が低くなっている。なお、

棺底には石は使用されず、土で底としていた。

石棺の内法寸法は、長さ51cm、幅12cm～14cm、高さ11cm～12cmときわめて小規模であり、大人の遺体

が入りきらないことは明白である。

なお、棺の主軸方向は、若干幅が広い西側を基準とすると、座標方向でW190　Sとなる。

墓墳　墓壕の平面形状は矩形に近いが、正確には判断できない。すなわち、墓壕はSXllOlの墓境内

に存在しており、SX1104の北側墓墳壁がSXllOlの墓墳壁とほぼ合致し、その他の部分では同じ墓墳

埋土を使用していたため、識別が困難であったことによる。したがって、SX1104墓墳底の深さや形状

についても不安な部分が大きく、判断することが難しい。なお、以上をふまえた上での墓墳規模は、東

西の長さ1．1m、幅90cm、深さは20cm程度である。
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1．10YR5／4にぷい黄褐色（にぷい黄橙色）極欄粒砂～細粒砂で租粒砂混じり

2．7．5YR5／6明褐色（にぷい黄橙色）細粒砂で粗粒砂混じる

3．10YR6／6明黄褐色（にぷい黄橙色）細粒砂で租粒砂混じる

白色岩盤片混じる

4．10YR5．5／4にぷい黄褐色・にぷい黄橙色（にぷい黄橙色）細粒砂で粗粒砂と白色風化岩盤片混じる

5．10YR6／6明黄褐色（にぷい貴橙色）極細粒砂～細粒砂で粗粒砂と白色風化岩盤片混じる

6．10YR6／6明黄褐色（灰黄褐色）極細粒砂で粗粒砂多く含む

第69図11号墳主体部SX1103平面・断面図
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1．10YR5．5／4にぷい黄褐色・にぷい黄橙色（黄褐色）細粒砂で租粒砂混じり　軟質

2．10YR5／6黄褐色（黄褐色）極細粒砂～細粒砂で租粒砂含む　緻密

3．10YR5／4にぷい黄褐色（にぷい黄褐色）極細粒砂～細粒砂で粗粒砂混じり　白色岩盤片混じる

4．10YR5／4にぷい黄褐色（褐色）細粒砂で租粒砂混じり

5．10YR6／6明黄褐色（にぷい黄褐色）細粒砂で租粒砂混じり

1m6．10YR5／8黄褐色（にぷい黄橙色）細粒砂で少量のシルトと租粒砂混じる

7．10YR6／6明黄褐色　租粒砂混じり極細粒砂

第70図11号墳主体部SX1104平面・断面図
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遺物出土状況

棺内および墓境内からは遺物は出土しなかった。

出土遺物

鉄器　第72図T26はSXllOl棺内礫床上西端で出土した刀子である。全長12．7cm、刃部長9．6cmを測

る。背部は少し湾曲している。背幅は5mm、刃部幅は最大で1．4cmである。刃部側のみの片関で撫角関

となっている。茎部は茎尻にかけて幅を狭め、関部で11．5mm、茎尻では幅6．8Imとなっている。茎部の

断面は長方形で、厚さは5mm。茎部のほぼ中央に直径3mmの目釘孔が1箇所穿けられている。茎部の表

面には布片が付着している。

T25はSXllOl地すべり部の礫床上から出土した鉄斧である。全長7．25cm、刃部幅3．85cm、袋部は鉄

板を両側から丸めたもので、長径3．2cm程度、短径2．6cmとなっている。刃部には細かい欠損がみられる。

刃部は徐々に薄くなっていると思われるが、鋳・により確認できていない。

土器　第72図50はSX1103の土器棺蓋に使用されていた布留型嚢である。口緑端部は内側に玉線状に

折り返している。体部はやや長胴の丸底で、休部最大径は中位よりやや上にあり、23．8cmを測る。体部

内面は丁寧なヘラケズリにより器壁を薄く仕上げ、外面はパケであるが、磨滅により不明瞭となってい

る。口縁部は若干内湾する。口径16．0cm、器高28．0cmを測る。10YR7／4にぷい黄橙色を呈する。

51はSX1103の相身に使用されていた複合口緑壷で、口緑部はほぼ直立し、端部には凹面をもつ。屈

曲部の稜はややあまい。休部は球形を呈し、最大径は中位にあり、33．4cmである。体部外面は不定方向

のパケ、内面はヘラケズリによって器壁を薄く仕上げており、口緑部よりもかなり薄い。器高36．2cm、

口径20．5cmを測る。口緑部および体部外面のごく一部に煤が付着している。全体の約3分の1を欠失し

ている。2．5Y4／1黄灰色～10Ⅵ17／3にぷい黄橙色を呈する。

52～56は11号墳周辺とSXllOl東側崩落部の埋土およびその周辺から出土した土器である。

52は口径14．6cmの嚢口緑部で、口緑部外面がわずかに屈曲している。体部内面はケズリであろう。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

：lllli　　　　　；　　　　　　　　　　　　f

第71図11号墳主体部SX1103土器棺組み合せ復元図
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11号墳西側裾の表土下から出土した。

53は11号境の西側斜面から出土した小型丸底壷で、口緑端部はわずかであるが、体部は3分の2が残

存している。口径9．9cm、器高5．6cmを測り、口緑部はやや内湾する。体部は偏球形で径7．0cmである。

体部内外面にはへラミガキを施しているが、外面はヘラケズリ後である。口綾部内面にはパケが残る。

54はSXllOl上部から出土した。鉢と思われ、口径7．9cmである。口緑部は緩やかに外反する。外面

はパケ、内面はへラケズリ調整である。体部の最大径は8．9cmである。

55は弥生嚢口緑部である。11号境の東側斜面から出土した。口緑部は体部から外反して外上方にのび

る。端部は下方に少し拡張し、面をもつ。体部は肩が張らず、内面はへラケズリである。口径15．9cm。

56は壷肩部の破片で、外面には10条の直線文2段とその間にヘラ措の斜線文を連ねている。内面はヘ

ラケズリ後パケを施している可能性がある。11号墳東斜面の表土下から出土している。

石器　第72図Slは磨石と思われ、上下面がやや粗い磨面として使用され、平坦になっている。長さ

7．5cm、幅7．2cm、厚さ6．7cmで、掌サイズである。11号境の西斜面から出土した。重量は567gである。

（6）14号墳（第73～84図、カラー図版32～34・37・40、写真図版58～64・92～95）

位置と検出状況

調査区南端部近くで、15号境の北側裾に接して存在する小規模な古墳である。調査前の段階で平坦面

が認められたうえ、地形測量図で直径7m前後の円墳と判断できた。また、確認調査の際に礫が表面に

露出しており、その一部分をトレンチにより調査したが、横のつながりが発見できず、不明のままであっ

た。全面調査の結果、腐植土および表土直下で礫の集積を検出し、その下部に埋葬施設が存在している

ことが判明した。

形態・規模

調査前の墳丘高は北側裾部から1m程度であったが、発掘調査の結果においても1m程度であると判

断された。墳裾は墳丘南側において周溝状の区画溝が存在し、北墳裾は地形の変換が認められたことに

よりほぼ明確であるが、東西斜面側については明確に墳裾を示す根拠に乏しく、周溝の形態によって判

断した。その結果、墳丘は東西長径9m、南北短径7．5mの楕円形と考えられる。ただし、南西側は少

し大きく考えすぎたきらいがある。墳頂部平坦面は墳丘中心部からは南に大きく偏った位置にあり、

東西3．5m、南北2．5mの楕円形となっている。

区画溝は幅50cm～80cmで、弧状を呈し、東側を中心として全長7m程度にわたって遺存していた。

主体部S X1401

主体部は墳頂平坦部の中央に位置し、小規模な組合せ式石棺SX1401である。石棺蓋石上面から20cm

ほど上部を下面として、礫の集積が検出された。礫が検出された範囲は東西2m、南北1．7mにおよん

でいるが、転石を除外すると、ほぼ東西1．5m、南北1．3mの長方形に組まれていたことが想定できる。

調査当初、この礫集積は中世墓の可能性があると考えていたが、それを示す遺構・遺物が検出されなかっ

たことに加え、礫集積の下部に古墳の埋葬施設が存在していたことから、埋葬施設に関係する遺構と考

えた。礫集積中心部の位置は、下部の石棺部分とは東西方向でほぼ合致しているが、南北方向ではずれ

があり、礫群のほぼ南端下が石棺の位置となっている。このずれについては、礫群の範囲がもともと広

かったものが、後世に除去されたために現在の形になったと考えることもできるが、石棺を埋めてしまっ

た後にこの施設を設けたために、石棺の正確な位置が不明となり、このようなずれが生じたと考えたい。
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第73図13号（墳）地点～15号墳調査前地形測量図
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ただし、位置ずれについてはほとんど頓着しなかった可能性

もある。使用された礫の大きさは、長軸15cm程度から40cm弱、

短軸8cm程度から27cmまでの角礫がほとんどであったが、転

磨度の少ない丸い礫も少数認められた。なお、ここまで集積

された棺上部の施設については、管見では類例を知らない。

標識としたものと思われるが、それだけではないようである。

礫集積の下部を確認するために土層観察用の畔を「十」字

に設定して、畔部分以外の掘削を行なった。その際に、先に

畔際にサブトレンチを掘削し、下部の様子を確かめようとし

た。その過程において墓境の肩および石棺蓋石を検出するこ

とができたが、結果的に胡録金具および鉄鉱の一部を失うこ

とになったことは調査上の不注意であった。

サブトレンチで下部の状況を確認した後、畔以外の部分の

掘削を行なった。その結果、礫集積の下面から10cm前後の下

部で平面的に墓境の輪郭を検出し、さらに墓境を10cm程度掘

り下げた深さから石棺蓋石が検出された。その際に、蓋石の

横すなわち、墓境内北側西半部で石棺蓋石と墓墳壁の間で鉄

器が存在していることを確認した。鉄器が存在していた部分

のほぼ中央部分は、サブトレンチにおいてさらに深く掘り下

げており、鉄器群の一部を撹乱してしまったことを知った。

棺　石棺は山石を使用した組合せ式のもので、蓋石は基本

的には4枚で構成され、東から2番目にある低い蓋石の上に

は、さらに小ぶりの礫を乗せて蓋石上面の高さが近くなるよ

うにしていた。また、西端と西端から2番目の蓋石間の隙間

には楔状の小さな角礫を詰めており、棺側石と蓋石との隙間

にも礫が詰められていた。なお、隙間を埋めるための粘土は

使用されていなかった。蓋石に使用されていたのは長軸方向

で40cm～50cm、短軸方向で20cm～30cm、厚さ10cm～15cmの角

礫で、それらの長軸を棺の両長側石の上に架けていた。

蓋石の北側西部には20cmX15cm程度の扇平な礫を1点、蓋

石とほぼ同じ高さになるように置いていた。その下部は土で

ある。この礫の目的は不明であるが、石棺を竪穴式石室状に

見せるための控え積みとは性格が異なると思われる。

相身には厚さ15cm程度で断面が矩形に近い礫を使用し、長

側石には長さ30cm～40cm、幅20cm程度の角礫を横位に置き、

南北長側部分は2点の礫で構成されている。短側石は横幅

30cm、高さ25cm前後の角礫各1点である。それら6点の礫を

上面が揃うように設置されていた。
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第75図14号墳・15号墳墳丘測量図

棺底には礫は存在しなかったが、棺底部分には土層の観察により、第19層の締まった土が存在してい

ることが判明したことから、この土が入れられ、棺底とされていたと判断される。この第19層上面を棺

底として、石棺の内法を棺底で計測すると、長さ70cm、幅29cmと21cm、高さ15cm～25cmとなる。棺の規

模が小さく、大人の遺体は入らないことから、子供の埋葬施設と考えられよう。なお、棺内幅の東側が

広く、西側が狭いことは、被葬者の頭位が東であったことを示している可能性が高い。したがって、頭

位は座標方向でE50　Nとなる。
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1．10YR5／8黄褐色シルト質細粒砂～租粒砂　木の根の

撹乱を受ける

2．7．5YR6／8橙色

3．7．5YR5／8明褐色

混じり

4．7．5YR5／8明褐色

風化土似

5．7．5YIi5／8明褐色

6．7．5YR5／8明褐色

7．7．5Yl〈5／6明褐色

8．7．5YR6／8橙色

9．7．5YR6／8橙色

シルト混じり中粒砂で細礫混じる

シルト混じり中粒砂～租粒砂で細礫

シルト混じり細粒砂～中粒砂　地山

シルト混じり中粒砂で細礫多く混じる

シルト質細粒砂～粗粒砂で細轢多い

シルト質細粒砂

シルト質極細粒砂～中粒砂

シルト質極中粧砂で細礫混じる

10．10YR6／8明黄褐色　シルト質権細粒砂～細粒砂

11．7．5YR6／8橙色　シルト質中粒砂で租粒砂混じる

12．10YR6／8明黄褐色　シルト混じり細粒砂で租粒砂混じる

13．10YR6／8明黄褐色　シルト混じり中粒砂で租粒砂混じる

14．10YR5／8黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂で細礫混じる

15．10YR6／6明黄褐色

16．10YR5／8黄褐色

17．10YR5／6黄褐色

18．10YR5／6黄褐色

19．10YR6／8明黄褐色

20．10YI16／6明黄褐色

21．7．5YR5／8明褐色

シルト混じり細粒砂～中粧砂　地山似

シルト混じり中粒砂～租粧砂

シルト混じり中粒砂

シルト質施細粒砂～細粒砂

シルト質種細粒砂～細粒砂　締まる

極細粧砂～細粒砂　岩盤風化土

シルト質細粒砂～中粒砂　墳丘盛土

22．7．5YR6／8橙色　シルト質中粒砂で細礫多く混じる

墳丘盛土

23．7．5YR6／8橙色　シルト混じり細粒砂～中粒砂　墳丘盛土

24．7．5YI15／8明褐色　シルト質権細粒砂～細粒砂　墳丘盛土

25．7．5Yl15／8明褐色　シルト混じり細粒砂～租粒砂で細礫

混じる　岩盤風化土

：p

1m

26．7．5YR5／8

27．7．5YR5／8

28．7．5YR6／8

29．7．5YR5／8

30．10YR5／8

31．10YR6／6

32．10YR6／8

33．10YR6／6

34．7．5YR6／8

明褐色（明褐色）シルト混じり細粒砂～中粒砂で細礫混じる

明褐色（明褐色）シルト質中粒砂

橙色（橙色）シルト混じり瑚粒砂～中拉砂で紳礫混じる

明褐色（明褐色）シルト質細粒砂～中粒砂

黄褐色（黄褐色）シルト混じり租粒砂で中粒砂混じる

明黄褐色（明黄褐色）極細粒砂～細粒砂で細礫混じる

黄褐色（黄褐色）シルト混じり中粒砂～粗粒砂

明黄褐色（明黄褐色）極細粒砂一細粒砂で珊礫混じる

橙色（明褐色）シルト混じり細粒砂～租粒砂で地山ブロック混じる

35．7．5YR5／8明褐色（明褐色）シルト混じり中粧砂～粗粒砂　墳丘盛土

第78図14号墳主体部平面・断面図
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第79図14号墳主体部SX1401平面・断面図
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第80図14号墳主体部SX1401墓場、胡諒金具・鉄紡出土状況平面図

棺内は流入土で充満しており、軟質土層が堆積していた。棺内からは遺物は検出されなかった。

墓墳　墓壕の平面形状は、検出面で小判形に近く、花崗岩盤を掘り窪めたその下端の形状は丸く、全

体的には椀形に近い。また、底面中央部には直径36cm程度、深さ15cm程度の椀形の窪みが存在している

が、その意味は不明である。墓境の規模は長さ1．5m、東側での幅は98cm、西側幅90cm、墓墳検出面か

ら底面中央部の窪み肩までの深さは67cmである。墓墳埋土のうち、石棺側石横の埋土が縦方向に並んで

いるが、確認できていない。

副葬品出土状況

墓境内北側の西部、石棺蓋石と墓墳壁との間で胡録金具と鉄鉱が検出された。それらは長さ35cm、幅

12cmの範囲内に存在し、東側には吊手金具と餃具、西側では鉄鉄8点が切先を西方に向けた状態で束に

なって検出され、その西端部には帯状金具が存在していた。この出土状況から、8本の矢を胡録に入れ

た状態で副葬されていたことが想定され、胡録には矢の先が底になる方向に入れられていたことがわか

る。また、副葬された部分の高さは、蓋石下面からそのすぐ上くらいにあたることから、副葬行為が行

なわれたのは石棺に蓋石を被せた後で、墓壕を埋め始めた頃であった可能性が非常に高い。なお、サブ

トレンチの掘削で上部を撹乱しため、失われたり正確な出土位置が不明になったものがある。

その他の遺物出土状況

14号境の周溝東部の埋土から須恵器杯蓋が出土した。

出土遺物

鉄鋲

第81図T27～T34に示した尖根系鉄鉱が8点出土した。8点ともに片側に逆刺を有する刃部を持つ長

頸鉄である。欠損が生じている箇所を除く各部の法量は、全長が13～14・5cm、平均13・9cmである。刃部

長は2～3．2cm、平均は2．44cmである。頸部長は7．5～9．1cm、平均は8・48cmである。茎部長は2・7～6cm、

平均は4．43cmである。頸部の断面形態は方形を里し、関は馴犬に開くものとなっている。茎部の断面

形態は方形を呈し、先細るように茎尻に至る。現状での茎部に遺存している矢柄の構造はT27・T28・

T29・T30・T34において、茎部に糸を巻き付け、その上に鉄鉱の主軸と平行する木目を持つ木材を被

－118－
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第81図14号墳主体部SX1401出土鉄銀

せた後、樹皮で横方向に口巻きが施されているのが観察できる。（鉄鉄：細川）

なお、茎部の糸巻きは斜めに交差するように重複して巻かれており（カラー図版40⑤⑦～⑨）、抜け

にくくする工夫と見受けられる。また、口巻は樹皮（樺皮か）で巻く前に糸で行っているようである。

なお、矢柄の材質は表面が硬く光沢を持っていることから、竹（矢竹）のようである。

胡諒金具

すべて鉄製で、第82図T35～T39に示した。

餃具T35は長さ2．3cm遺存している。輪金は長さ1．55cm、幅1．95cmで、上部は幅3．5mm、厚さ2．5mmの

－119－



森，。5
司勇知

0

1

0

0

0

0

○

○

I

O

」

ーII－：－

第82図14号墳主体部SX1401出土胡諒金具
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第83図14号墳出土胡諒金具組み合せ復原図
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断面長方形に近い。薄い鉄板状のもので巻いて吊手金具と連結しているようであるが、折損しているた

め確認できない。刺金は残存しておらず、もともとなかった可能性が高い。

吊手金具T36・T37のうちT36は、餃具との接続部分が欠損しているようである以外は完存している。

長さ12．8cm、幅1．4cm、厚さ2．0mmの平面長方形に近い板で、下端は弧状を呈する。金銅張りのもののよ

うに中央部が円形となることはない。表面には鋲が多数遺存しており、鋲頭の現状径は2mm～3Im程度

で、目孔は径1．5mm～2．0mmである。鋲は両側辺から内側に2mm程度の位置の列と中央の列があり、両側

に近い列は鋲が対称位置にあり、中央の鋲列はその間に配されている。鋲列は1．6cm～2．0cmの間隔であ

るが、中央列下端には9mm間隔で1点加えられている。金具の裏面には付着物は認められないが、鋲の

裏面端が広がっているものがあり（カラー図版40⑪）、金具の裏表面から約2mmの間隔をおいているこ

とから、厚さ2mm程度のベルトに取り付けられていた可能性が高い。T37も吊手金具であるが、上下を

欠失する。幅1．4cm、厚さ1．5mmを測り、T36とほぼ同じ値である。残存長は6．9cmである。鋲はT36と

同じ配列であるが、間隔は1．4cm～1．7cmで、T36よりも少し狭くなっている。

以上、T35～T37は銑鉄群よりも東側で出土したものである。

帯状金具はT38・T39が残存しており、どちらも西端部分から出土した。T38は幅1．0cm～1．4cmで厚

さ2mmの鉄板を半月形に曲げたものの残片である。直線状の部分は外径から2．8cmの長さで、端部が残存

しており、鋲が1点打たれている。弧状をなす部分は破損のため、全体の半分以下の残欠となっている。

弧状部分には、両側辺に沿って列状に鋲が並び、1．4cm～2．0cm間隔であるが、互い違いに打たれている。

目孔は径約1．0mmである。弧状を呈する部分の図左側の幅が1．2cm、右端が1．4cmとなっており、幅に違

いがあり、全体的には山形となる可能性がある。なお、内面には獣毛のような有機質が付着している

（カラー図版4（唾ト⑮）。T39も半月形の直線部分端から弧状部分かけての破片であろう。幅1．2cm～1．4cmで、

鋲の目孔が確認できる。T39も幅に差があり、片方の辺が斜めになっている。また、内面には革のよう

な有機質が付着している。

以上の胡録金具とその出土状況から推定した、胡蕗金具の組み合せ復原図が第83図である。全長36cm、

幅10cm弱で、上部である左側に吊手金具が付き、図右端の底部には若干山形をなす帯状金具が、底部か

ら約10cm上の中間にも帯状金具が付いていたものと思われる。

∈≡5こ。m
！－lll；　　　　！

第84図14号墳区画溝出土須恵器

土器

区画溝から出土した須恵器杯蓋は、天井部の4分の1と口綾部が

若干残存する程度であるが、口径12．7cm、器高4．8cmを測る。天井

部は平らで、口綾部境の稜は外側に突出する。口緑部は垂直に下が

り、端部には面をもち、端面両端は鋭い。天井部のヘラケズリは4

分の3におよび、ロクロ回転方向は左である。

（7）15号墳（第73～75・85・86図、写真図版65）

位置と検出状況および形態・規模

調査区南端部で、北側斜面部のみが調査対象となった円墳である。調査前には東西10m程度の規模と

思われた。調査区壁部および北東方向の土層断面による調査の結果、盛土が途切れる部分を墳裾と判断

すると、15号境の東側墳裾は標高134．0mにあたり、北西側では標高135．0mの等高線あたりとなる。し

たがって、15号項は東西規模11．5mを測る円墳と判断される。盛土厚は最大で50cmであった。

－121－
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第4節　その他の遺構と遣物

（1）概要

その他の遺構としては土壌があり、調査区全体で7基を検出した。それらには陥し穴と考えられるも

の、土壌壁が焼けているもの、特徴のないものの3種がある。遺物が出土したことによって時期が確定

できたものはSK05の1基に限られる。

土壌を検出した位置は、調査区南部の尾根稜線上の鞍部と斜面で計3基、10号墳墳頂部で2基、9号

墳西側と北側で各1基となっている。地形別では、尾根稜線上に存在しているものが最も多く、斜面に

立地しているものはSKOlとSK02の2基に限られる。

以下、各土壌について詳述する。

（2）S KOl（第87図、カラー図版34、写真図版65・66）

位置と検出状況

調査区南部の西側急斜面に単独で存在していた。南北に長い形状で、主軸方向は等高線と平行となっ

ている。検出面の標高は、斜面上部側では132．4m、斜面下側では131．85m程度である。

形態・規模

検出面での平面形状は楕円形で、底面は小判形を呈していた。検出上面の規模は長径1．43m、短径

1．2mを測り、底面はほぼ平坦で、斜面下側に若干傾斜している。斜面上側から底までの深さは1．19cm

である。底面中央部には5本の杭穴がまとまってサイコロ目のように並んでいたが、実測前の降雨によ

り崩壊してしまった。また、写真撮影後に四隅に近い部分に杭穴が検出された。底面の規模は長径1．14m、

短径48cmである。土壌壁は垂直に近く、斜面上部から流入した土砂で充満していた。なお、斜面側上部

の壁傾斜が緩くなっているが、崩落によるものと判断される。

土壌の形状および底面の状態から、陥し穴と思われる。

（3）s KO2（第87図、写真図版66）

位置と検出状況

調査区北部の9号墳西側急斜面に位置している。周辺斜面には他に土壌は存在していない。検出面の

標高は、斜面上部側で132．65m、斜面下側では131．95mである。

形態・規模

平面形状はほぼ円形で、底面は歪んだ円形を呈するが、底面はほぼ平坦で水平に近い。検出面での規

模は長径1．28m、短径1．2mを測り、斜面上側での深さは92cmである。底面東部には2本の杭穴が接し

て検出され、上面は連接して長径36cmの楕円形を呈していた。この杭穴も実測前の降雨により崩壊して

しまった。土境内埋土は細かく分けられており、水平堆積が多いことから、徐々に埋まっていったよう

である。底面規模は長径70cm、短径54cmである。土壌壁面は垂直に近い急傾斜である。

土壌の形状および底面の状況からは陥し穴を想定させるが、埋土の状況が通常の陥し穴の状況とは異

なっている。
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SKO3

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

1．7．5YR3／2黒褐色

2．7．5YR3／1黒褐色

3．7．5YR4／3褐色

4．7．5YR3／3暗褐色

5．7．5YR4／3褐色

6．7．5YR5／8明褐色

7．7．5YR3／4暗褐色

8．7．5YR5／8明褐色

9．7．5Yl16／8橙色

A132・5m

シルト混じり中粒砂

シルト混じり珊粒砂～中粒砂

シルト混じり中粒砂～租粒砂で地山ブロック混じる

シルト質極細粒砂～細粒砂で炭若干混じる

シルト混じり中粒砂一租粒砂で極粗粒砂混じる

シルト混じり細粒砂～粗粒砂　軟質岩盤風化土

シルト混じり租粒砂～極粗粒砂

シルト質細粒砂～粗粧砂で極粗粒砂混じり　岩盤風化土

シルト質細粒砂～租粒砂で極粗粒砂混じり　地山

1．10YR5／8黄褐色　シルト質細粒砂

2．7．5YR5／6明褐色　シルト混じり中粒砂一粗粒砂で細礫混じる

3．7．5YI16／8橙色（黄褐色）シルト混じり中粒砂

4．7．5YR5／6明褐色

5．7．5YR5／8明褐色

6．7．5YR5／8明褐色

7．10YR5／6黄褐色

8．10YR5／6黄褐色

9．7．5YR5／8明褐色

10．7．5YR5／8明褐色

11．5Y5／8明赤褐色

A136・帥

シルト質細粒砂～中粒砂

シルト質中粒砂で粗粒砂～細轢混じる

シルト混じり細粒砂～中粒砂

シル上質極細粧砂～細粒砂

シルト質極細粒砂～細粒砂

シルト混じり中粒砂～租粒砂

シルト混じり粗粒砂で細礫混じる

シルト混じり中粒砂一租粒砂

1．10YR5／5黄褐色（黄褐色）極細粒砂で細粒砂～租粒砂少量含む　炭少量含む

2．10YR4／5褐色（濁褐色）極細粒砂で中粒砂～粗粒砂少量含む　炭少量含む

3．10YR3／1．5黒褐色（暗灰褐色）租粒シルト～極細粒砂で細粒砂～中粒砂少量含む

炭・灰の層

4．10YRl．7／1黒色（黒色）租粒シルトで細粒砂～中位砂少量含み焼土含む　炭・灰の層

5．10YII3．5／1褐灰色（乳灰色）極細粒砂で細粒砂～租粒砂多く含む　灰混じり

6．10YR4／5褐色（褐色）極細粒砂で細粒砂一極粗粒砂多く含む　炭少量含む

7．10YR5．4／8黄褐色（明黄褐色）極細粧砂～極租粒砂で紐礫含む

第87回　S KOl～03平面・断面図
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（4）s KO3（第87図、写真図版66）

位置と検出状況

10号墳墳頂部、主体部SXlO02の墓墳部分に重複して存在し、SK03の方が新しい。

形態・規模

平面はほぼ正円形を呈し、検出面からの深さは28cmである。底面はやや丸くなっている。土壌壁は焼

けて暗赤褐色を呈しており、一部は青灰色で窯壁状になっていた。底面は焼けてはいなかった。埋土下

部には厚さ約10cmの炭層が認められ、出土した木炭について放射性炭素年代測定（AMS）を行なった

結果、飛鳥時代後半から奈良時代後半との結果を得た。他に遺物は出土しなかった。

（5）S KO4（第88図、写真図版66）

位置と検出状況

10号境の墳頂部、SK03の南東側80cmのところに存在している。弥生木棺墓SXllの棺東部と重複し

ているが、SXllの検出前に確認できた土壌である。

形態・規模

平面矩形を呈し、長軸は東西方向に近い。長さ71cm、幅58cmで、底面はほぼ平坦で長方形を呈してい

た。底面平坦部の幅は27cm、長さ66cmである。埋土上層には少量の炭化物を含んでいた。検出面からの

深さは22cmである。

（6）s KO5（第88・90図、写真図版67・84）

位置と検出状況

調査区南部の尾根稜線上の鞍部に存在し、南側のSK06とは1．7mの距離にある。SXlOの墓墳部分

と重複し、土層断面および土壌壁の観察の結果、SK05が新しいことが確認できた。

形態・規模

検出面および底面の平面形状はほぼ円形を呈し、上面では長径78cm、短径72cm、底面は平坦に近いが、

やや丸みがあり、長径70cm、短径56cmを測る。検出面から底面中央部までの深さは30cmである。土壌壁

面は被熱により暗赤褐色を呈していた。埋土最下層には炭層が8cm程度の厚さで堆積しており、その層

中に含まれていた炭化物について放射性炭素年代測定（AMS）を実施した結果、奈良時代前半から平

安時代前期前半との結果を得た。なお、土壌法面は急傾斜になっている。

遺物出土状況

土壌底面の南西部をさらに径20cmの円形で17cmの深さに掘り込まれており、その部分から須恵器小壷

（58）の体～底部片が検出された。また、接合した体～底部片は確認調査時の3トレンチ内から出土し

たものである。ほかに、土壌埋土上層から須恵器短頸壷（59）と土師器底部（60）が出土している。

出土遺物

第90図58は須恵器小型壷で、口緑部と底部の4分の1程度を欠損している。器高15．0cm、体部最大径

は12．6cmである。体部はやや丸みのある肩部を有し、底部にはやや外に踏ん張る輪高台を貼り付けてい

る。口緑部は外上方にのびた後外反し、端部が上方に引きのばされている。口緑端部の一部分に注口の

ような部分が造出されている。口径は7．6cmである。

59は須恵器短頸壷で、口径6．2cm、器高6．1cmを測る。底部には径5．3cmの踏ん張るかたちの輪高台を
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1．10Yl14／4褐色（乳灰褐色）極細粒砂～湖粒砂で中粒砂～租粒砂微量含む

2．10YR5／8黄褐色（乳灰褐色）極細粒砂～細粒砂で中粒砂～租粒砂少量含む

1．10YR5／8黄褐色　シルト混じり中粒砂～粗粒砂

2．7．5YR5／8明褐色　シルト混じり租粒砂で細礫若干混じる　炭混じる

3．5YR4／6赤褐色　シルト混じり租粒砂で炭・焼土塊混じる　壁崩落土

4．5YR5／6赤褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂で炭・焼土塊混じる　壁崩落土

5．5YR3／2暗赤褐色　シルト混じり中粒砂で租粒砂一細礫と多量の炭混じる

6．5YR3／1黒褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂　炭層で焼土塊混じる

1．10YR3／3暗褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂

2．10YR3／2黒褐色　シルト混じり中粒砂で租粒砂混じる

3．10YR4／3にぷい黄褐色　シルト混じり中粒砂一租粒砂

4．10YR4／3にぷい黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂

5．10YR5／6黄褐色　シルト混じり租粒砂

6．10YR3／3暗褐色　シルト混じり中粒砂　炭若干混じる

7．10YR4／3にぷい黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂

8．10YR3／2黒褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂

9．10YR4／4褐色　シルト混じり中粒砂～祖粒砂

10．10YR4／3にぷい黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂

11．10YI13／3暗褐色　シルト混じり中粒砂　炭若干混じる

12．10YR4／6褐色　シルト混じり細粒砂～中拉砂

13．10YR4／6褐色　シルト質細粒砂

14．10YR4／6褐色　シルト混じり中粒砂～狙粒砂

15．10YII5／8黄褐色　シルト混じり細粒砂～中粒砂で細礫混じる

16．10Ⅵ15／8黄褐色　シルト質中粒砂～租粒砂

17．10YR5／6黄褐色　シルト混じり中粒砂～租粒砂　ベース土

第88図　S KO4～06平面・断面図
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貼り付けている。体部は肩が張り、径9．4cmである。休部の3分の1と口緑部の4分の3を欠失している。

58・59の2点については、平城宮Ⅲに編年されるものと思われる。

60は底径8．2cmで、底面を回転へラ切りした土師器底部片である。

（7）SKO6（第88図）

位置と検出状況

調査区南部の尾根稜線上鞍部に位置し、SXlOの南側で14号項の北裾部にあたる。

形態・規模

検出面の平面は円形に近く、長径1．55m、短径1．47mを測る。底部分は平面楕円形で北側に傾斜して

いる。底面の規模は長径77cm、短径43cmで、底面北端には長径54cm、短径23cmの楕円形部分がさらに10

cm掘り込まれている。土壌西側半分の法面は垂直に近いが、東側は緩傾斜となっている。最も高い検出

面から底までの深さは90cmを測る。埋土は周囲から流れ込んだような堆積状況を示している。

（8）S KO8（第89図、写真図版67）

位置と検出状況

調査区北部の8号墳南東隅部分に存在し、尾根稜線中心から少し東側に位置している。弥生木棺墓S

X15と重複し、SK08の上部が破壊されている。

1．5YR5／6明赤褐色

2．7．5YR5／6明褐色

3．5YR5／8明赤褐色

4．7．5YR6／8橙色

5．7．5YR5／8明褐色

6．7．5YR5／8明褐色

7．5YR5／8明赤褐色

8．7．5YR6／8橙色

第89図

シルト混じり極細粒砂～細粒砂

シルト混じり極細粒砂　炭混じる

シルト混じり中粒砂で粗粒砂～¢3mmの細礫混じる

細粒砂～中粒砂でめ5mmの細礫と炭混じる

シルト質権細粒砂～細粒砂

シルト混じり中粒砂

細粒砂～中粒砂

極細粒砂一中粒砂で細礫混じる　花崗岩盤

S KO8平面・断面図

形態・規模

検出面での平面は円形を呈し、径83cmである。

底面も平面円形で径65cmを測り、平坦・水平となっ

ている。検出面最上部から底までの深さは56cmで、

埋土はレンズ状に堆積し、炭混じりの層が認めら

れたが、土器等は出土しなかった。

SX15で検出された炭化物は、本土墳埋土中に

含まれていたものの可能性が高く、放射性炭素年

代測定（AMS）結果の縄文時代晩期（BC1107～

BC936）という年代は、SK08の年代に近い可能

性が高く、本土嬢も含めて陥し穴の可能性がある

土壌の年代に近い可能性が高い。
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第4章　自然科学分析結果

第1節　放射性炭素年代測定（AMS測定）

（株）加速器分析研究所

（1）遺跡の位置

芝花古墳群は、兵庫県朝来市山東町和賀（北緯35018′18〝、東経134053′　30〝）に所在する。古

墳群は、山東盆地内に所在する粟鹿川と三保川の合流点に最も近い独立丘陵上に存在する。

（2）測定の意義

土坑および木棺墓の年代を特定する。

（3）測定対象試料

測定対象となる試料は、SKO3内から出土した木炭（1：IAAA－62751）、SKO5内から出土した木炭（2：

IAAA－62752）、SX15棺（弥生時代後期前半の木棺墓）の埋土から出土した炭化物（3：IAAA－62753）、合

計3点である。

（4）化学処理工程

1）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

2）AAA（AcidAlkaliAcid）処理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希

釈する。アルカリ処理では0．001～1Nの水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理する。

その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では1Nの塩酸（80℃）を用いて数時間

処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用

する。

3）試料を酸化銅1gと共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱する。

4）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を精製

する。

5）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製

する。

6）グラファイトを内径1mmのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加速器

に装着し測定する。

（5）測定方法

測定機器は、3MVタンデム加速器をベースとした14C－AMS専用装置（NEC Pelletron9SDH－2）を使用す

る。134個の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxII）

を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。また、加速器によ
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り13C／12Cの測定も同時に行う。

（6）算出方法

1）年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用した。

2）BP年代値は、過去において大気中の炭素14濃度が一定であったと仮定して測定された、1950年を

基準年として遡る放射性炭素年代である。

3）付記した誤差は、次のように算出した。

複数回の測定値について、ズ2検定を行い測定値が1つの母集団とみなせる場合には測定値の統計誤

差から求めた値を用い、みなせない場合には標準誤差を用いる。

4）∂13Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定するが、旭S測定の場合に同時に測定される∂13Cの

値を用いることもある。

∂13C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（％。；パーミル）で表した。

J14C＝［（14As　－14AR）／14AR］×1000　　　（1）

J13C＝［（13As　－13Ap。B）／13Ap。，］×1000（2）

ここで、14As：試料炭素の14C濃度：（14C／12C）Sまたは（14C／13C）S

14AR：標準現代炭素の14C濃度：（14C／12C）Rまたは（14C／13C）R

813Cは、質量分析計を用いて試料炭素の13C濃度（13As＝13C／12C）を測定し、PDB（白亜紀のベレム

ナイト（矢石）類の化石）の値を基準として、それからのずれを計算した。但し、加速器により測定中

に同時に14C／12Cを測定し、標準試料の測定値との比較から算出した∂13Cを用いることもある。この場

合には表中に〔加速器〕と注記する。

また、△14Cは、試料炭素が813C＝－25．0（％。）であるとしたときの14C濃度（14AN）に換算した上で

計算した値である。（1）式の14C濃度を、∂13Cの測定値をもとに次式のように換算する。

14AN　＝14Asx（0．975／（1＋J13C／1000））2（14Asとして14C／12Cを使用するとき）

または

＝14Asx（0．975／（1＋J13C／1000））（14Asとして14C／13Cを使用するとき）

A14C＝［（14AN－14AR）／AR］×1000（％。）

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス

中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。多くの場合、

同位体補正をしない∂14Cに相当するBP年代値が比較的よくその月と同一時代のものと考えられる木片

や木炭などの年代値と一致する。

14C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、pMC（percent Modern Carbon）がよく便
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われており、△14Cとの関係は次のようになる。

△14C＝（pMC／100－1）×1000（％。）

pMC　＝△14C／10　＋100（％）

国際的な取り決めにより、この△14CあるいはpMCにより、放射性炭素年代（ConventionalRadiocarbon

Age；yrBP）が次のように計算される。

T＝　－8033　×ln［（△14C／1000）＋1］

＝　－8033　×ln（pMC／100）

5）14C年代値と誤差は，1桁目を四捨五入して10年単位で表示される。

6）較正暦年代の計算では、RADIOCARBONCALIBRATIONPROGRAMCALIBREV4．4．2（Copyright1986－2002

M．Stuiver and P．J．Reimer）を使用した。

（7）測定結果

SKO3内から出土した木炭（1：IAAA－62751）が1270±30yrBP、SKO5内から出土した木炭（2：IAAA－62752）

が1220±30yrBP、SX15棺の埋土から出土した炭化物（3：IAAA－62753）が2860±30yrBPの14C年代であ

る。暦年校正年代（16＝68．3％）では、1が691AD～773ADであり、飛鳥時代後半から奈良時代後半、2

が728AD～875ADであり、奈良時代前半から平安時代前期前半、3が1107BC～936BCであり、縄文時代晩

期に相当する。3は予想年代を大きく遡ることから、炭化物の由来や埋没過程について考慮し、遺構と

の共伴関係を確認する必要がある。

参考文献

Stuiver，M・and Polash，H・A．（1977）Discussion：Reporting of14C data．Radiocarbon，19：355－363

Reimer et al・（2004）IntCalO4terrestrial radiocarbon age calibration，0－26cal kyr BP．Radiocarbo71

46，1029－1058

Stuiver，M．，and Reimer，P．J．，1993，Extended14C database and revised CALIB radiocarbon calibrati

On PrOgram，Radiocarbo77，35：215－230
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IAA Code No． 試　　　　　 料 BP 年代および炭素の同位体比

AAA－62751

‡1656－1

試料採取場所 ：朝来市山東町和賀　 芝花古墳群

試料形態 ：木炭

Libby Age （yrBP） ： 1，270±　　　 30

∂13C （％。）、（加速器）＝　 －26．06±　　 0．66

△14C （％。）　　　　 ＝　 －146．7±　　　 3．4

試料名（番号）：1 pMC （％）　　　　　　 85．33±　　 0．34

（参考）　　 ∂13C の補正無 し

∂14C （％。）　　　　 ＝　 －148．5±　　　 3．2

pMC （％）　　　　　　 85．15 ±　　 0．32

Age （yrBP）　　 ： 1，290 ±　　　 30

I血弘一62752

‡1656－2

試料採取場所 ：朝来市山東町和賀　 芝花古墳群

試料形態 ：木炭

L ibby Age （yrBP） ： 1，220 ±　　　 30

∂13C （％。）、（加速器）＝　 －28．37 ±　　 0．55

△14C （％。）　　　　 ＝　 －141．3±　　　 3．4

試料名（番号）：2 pMC （％）　　　　　　 85．87±　　 0．34

（参考）　　 ∂13C の補正無 し

∂14C （％。）　　　　 ＝　 －147．2±　　　 3．2

pMC （％）　　　　　　 85．28±　　 0．32

Age （yrBP）　　 ： 1，280±　　　 30

IAAA－62753 試料採取場所 ：朝来市山東町和賀　 芝花古墳群

試料形態 ：炭化物

L ibby Age （yrBP ） ：　 2，860±　　　 30

∂13C （％。）、（加速器）＝　 －25．40±　　 0．56

△14C （％。）　　　　 ＝　 －299．1±　　　 2．9

試料名（番号） ：3 pMC （％）　　　　　　　 70．09±　　 0．29

‡1656－3

（参考）　　 ∂13C の補正無し

∂14C （％。）　　　　 ＝　 －299．7±　　　 2．8

pMC （％）　　　　　　 70．03±　　 0．28

Age （yrBP）　　 ：　 2，860 ±　　　 30

第3表　放射性炭素年代測定結果

lAA　C od e　N o． 試料番号 Libby A ge（yrBP）

IAAA－62751 1 12 74　±　32

lAAA－62752 2 1223　±　31

lAAA－62753 3 2855　± 33

ここに記載するLibby Age（年代値）と誤差は下1桁を丸めない値です。

第4表　参考資料：暦年較正用年代
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第91図　暦年代較正結果（使用プログラム：CAL］B REV4A）
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第2節　ガラス玉の蛍光Ⅹ線分析

株式会社　パレオ・ラボ（竹原弘展）

1．はじめに

芝花古墳群より出土したガラス製品について、蛍光Ⅹ線分析による元素分析を行い、材質の検討を行っ

た。

2．遺物と分析方法

分析対象遺物は、芝花古墳群の木棺墓SX06より出土したガラス小玉3点である（第5表）。時期は、

芝花古墳群のSX06は古墳時代中期末～後期初頭の可能性が高いが、弥生時代後期前半の可能性も残され

ている。

分析

N o
遺跡 出土遺構

寸法

直径 ×厚 （m m）
色調 備 考

N ol

芝花古墳 群 SX O6棺 内

≠3 ・5×2 青紺色 J 2

N o2 ≠3・5 ×4 青 緑色 J4

N o 3 ≠3 ×2・5 青色 J3

第5表　分析対象ガラス玉一覧

分析装置は㈱堀場製作所製ⅩGT－5000TypeⅡを使用した。装置の仕様は、Ⅹ線管が最大50kV・1mAのRh

ターゲット、Ⅹ線ビーム径が100！∠mまたは10FLm、検出器は高純度Si検出器（Ⅹerophy）で、試料室の大

きさは350×400×40mmである。検出可能元素はNa～Uであるが、Na、Mgといった軽元素は蛍光Ⅹ線分

析装置の性質上検出感度が悪いため、試料中に少量含む程度ではピークを検出し難く、検出できてもそ

の定量値はかなり誤差が大きい。本分析での測定条件は、50kV、0．40～0．50mA（自動設定による）、ビー

ム径100！∠m、測定時間500S、パルス処理時間P4（分解能を重視した設定）に設定した。定量分析は、

標準試料を用いないファンダメンタル・パラメーター法による半定量分析を装置付属ソフトで行った。

そのため、定量値は誤差を大きめに見積もっておく必要がある。

分析は、予め遺物をエタノールで軽く洗浄をした後、非破壊で行った。なお、ガラス製品の材質分析

においては、人為的に露出させた完全な新鮮面で無い限り、一見透明で風化がないように見える箇所で

も、実際分析してみると風化は進んでおり、化学組成には変化があるため（肥壕1997）、解釈に注意し

なければならない。このことは、たとえ出土後に自然に割れてしまった破断面であっても、埋蔵中にす

でにクラックが入っていて風化が進んでいることが多く、同様である。

3．分析結果

各遺物より得られたスペクトルを第92～94図に、検出元素と半定量分析結果一覧を第6表に示す。分

析の結果、これらは鉛珪酸塩ガラスにあたるものは含まれておらず、全てアルカリ珪酸塩ガラスに属す

るものであることが判明した。検出できた元素はMgO、A1203、SiO2、P205、SO。、K20、CaO、TiO2、MnO2、

Fe203、CoO、CuO、Rb20、SrO、ZrO2、SnO2、PbOの計17元素である。
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N a 20 M g O A 1 20 3 S iO 2 P 20 5 S O 3 K 20 C aO T iO 2 M n O 2 F e 20 3 C o O C u O R b 20 S rO Z r O 2 S n O 2 P b O

N o l － 1．7 3 ．0 8 3 ．0 － 0 ．5 1．3 6．5 0．3 0 ．5 2 ．5 0．1 0 ．2 － 0．09 0 ．03 － 0．4

N o 2 － － 3 ．3 82 ．8 － － 10 ．4 0．2 0 ．2 0 ．03 0．6 － 1．8 0 ．05 － 0 ．02 0 ．08 0．6

N o 3 － － 8 ．6 8 1．2 － 0 ．4 2 ．3 3．1 0 ．8 0 ．3 2．0 － 0 ．9 － 0．06 0 ．12 0 ．03 0．2

ー：検出できず　数字は重量％

第6表　半定量分析結果一覧

4．考察

Nol

青紺色で、整形の際によく加熱されていると見られ、気泡は特に細長く伸びたものも見られず、球形

で不規則に点在していたため、製作技法は不明であった。

分析結果を見ると、Na20、K20ともに少なかったが、CaOが多くA120。が少ないことから、Na20－CaO－SiO2

系のソーダ石灰ガラスと考えられる。

着色は、青紺色で、コバルトイオン及び鉄イオンによる着色と考えられる。CoOの入ったNa20－CaO－SiO2

系ソーダ石灰ガラスの場合、同じく青紺色を呈するカリガラスに比べてMnOの含有量が少ないケースが

多いことが指摘されており（肥塚2003）、今回もそのタイプであったといえる。これは、着色材料に使

用されたコバルト鉱石の由来の違いによると考えられる。

No2

青緑色で、孔と平行方向に伸びる気泡があり、引き伸ばし法による製作と考えられる。

分析結果は、K20が高く検出され、CaOが少量しか検出されなかったことから、カリガラス（K20－SiO2

系）と考えられる。SrOが極めて少なく、馳20が多く検出されるのも、カリガラスに良く見られる典型

的な特徴である。

着色は、いわばターコイズブルーの着色で、銅イオンによる着色と考えられるが、やや色相が明るい。

これはソーダ石灰ガラスとカリガラスという着色されるガラスの素材の差異も原因である可能性が考え

られるが、詳細は不明である。また、CuOに加えてSnOやPbOも多く検出されており、これについては

着色材料に青銅などの銅合金が用いられた可能性が指摘されている（同上）。

No3

青色で、孔と平行に並ぶ気泡列が見られ、引き伸ばし法による製作と考えられる。

分析結果では、Na20、K20ともに少ないが、CaOがやや多いことからソーダ石灰ガラスの一種で、さ

らにA1203が高く検出されたことから、Na20－A1203－CaO－SiO2系と考えられる。Ti02やZr02の含有量

も他より多い。

N03について問題となるのは、その着色である。やや濃い目の青色で、筆者が青紺色としたNolとは色

調が異なり、今回の分析ではCoOが検出できなかった。エネルギー分散型蛍光Ⅹ線分析の場合、Coの

ピークはFeのピークと近いため、検出しづらいという問題があるものの、第94図のようにスペクトル

を拡大すると、Coを含むNolのスペクトルに見られるピークとの形の違いは歴然であり、N03には

ほとんどCoOは含まれていないと思われる。コバルトイオンによる着色は、相当微量でも紺色に着色す

るといわれるが、多くの古代の紺色を呈するガラス製品は、Coがエネルギー分散型蛍光Ⅹ線分析装置
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でも十分検出できる程度には含まれていることを考えると、やはり特殊な例といえる。肥壕（1997）に

よると、大池7号墳（兵庫県、6世紀後半）でもNa20－A1203－CaO－SiO2系のソーダ石灰ガラスで「淡い

紺色を呈する透明感あるガラス玉」でCoOが検出できない例が報告されており、このような例が数例見

つかっていることが述べられている。今回の例もおそらくこれと同タイプの製品であると思われる。一

方、カリガラスにおいても青色のガラス製品でCoOが検出されない例が、大風呂南墳墓群

（京都府、弥生時代後期）出土のガラス製釧や藤ノ木古墳（奈良県、6世紀後半）出土のガラス製菓玉な

ど少量ある。これらは、今回の資料よりもやや色相が明るいが、CuOも検出されておらず、微量の鉄イ

オンによる着色と見られている（肥壕2004）。

5．おわりに

今回分析したガラス小玉は、K20－SiO2系のカリガラス、Na20－A120。－CaO－SiO2系とNa20－CaO－SiO2

系のソーダ石灰ガラスと、古代日本アルカリ珪酸塩ガラスで代表的に見られる3種類が揃った。但し、

すべて非破壊分析であるため、極僅かながら報告されている（Na20・K20）－CaO－SiO2系などの通常とは

異なる材質の可能性も若干残ることは否めない。

また、日本におけるガラス生産については、ガラス素材の生産は7世紀後半の飛鳥池遺跡における鉛

珪酸塩ガラスの生産までなく、特にアルカリ珪酸塩ガラスについては鋳型を利用しての二次加工が行わ

れていた程度だと考えられている。今回見られた3種類のガラスのうち、Na20－CaO－SiO2系のソーダ

石灰ガラスは、西方のガラスに見られる組成であり、その他二者はアジア独自の組成である。製作技法

としては、単色の引き伸ばし法による整形というインドパシフィックビーズの特徴を有しており、南ア

ジア～東南アジアの製作ないし関与が推定されている。今後の南アジア～東南アジア地域における調査

の進行が期待される。

引用・参考文献
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論文．
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会研究発表要旨集，24－25．

肥塚隆保（2003）日本出土ガラスから探る古代の交易一古代ガラス材質の歴史的変遷－．遺物の保存と

調査，145－158，クバプロ．

肥塚隆保（2004）古代のガラスー最近の研究から一．科学が解き明かす古代の歴史新世紀の考古科学，

144－152，クバプロ

山崎一雄（1987）古文化財の科学．244－300，思文閣出版．
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第92図　SXO6出土ガラス小玉蛍光X線分析スペクトル（1）
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第3節　赤色顔料の蛍光Ⅹ線分析

株式会社　パレオ・ラボ（藤根　久・中村賢太郎）

1．はじめに

芝花古墳群は、朝来市山東町和賀に所在する。ここでは、各遺構において検出された赤色部分につい

て、蛍光Ⅹ線分析および顕微鏡観察を行い、赤色顔料の種類と特徴について検討した。

2．試料と方法

試料は、芝花古墳群の木棺墓と9号墳および10号境から検出された各1試料であり、合計3点の土壌試

料である（第7表）。

分析No 遺　 跡 遺　 構 No． 備　 考

1

芝花古墳群

木棺墓 SXO6 棺 内床面　 赤色顔料サンプル

2 9 号墳 SX901 水 洗サンプル

3 10号墳 SXlOOl 赤色顔料土壌サンプル

第7表　分析試料とその詳細

試料は、赤みの強い粒子または塊を取り出し、試料台に固定して点分析した。なお、すべての試料に

ついて、赤色物または粘土部分を蒸留水で溶いて簡易プレパラートを作成し、光学顕微鏡で観察した。

測定は、Ⅹ線分析顕微鏡（㈱堀場製作所製ⅩGT－5000TypeⅡ）を用いた。点分析の測定条件は、Ⅹ線導

管径100〃皿、電圧50KV、電流自動設定、測定時間500secである。定量計算は、標準試料を用いないⅣ

（ファンダメンタルパラメータ）法で半定量分析を行った。

3．結果および考察

蛍光Ⅹ線分析の結果、分析N02と分析N03は0．02％と計算されているが、誤差が大きく水銀は含まれ

ていないと考えられる。

一方、分析No2、N03において鉄（Fe20。）が高い割合で含まれていた（第8表、第95図）。なお、

分析N02は、光学顕微鏡観察においてパイプ状ベンガラ（岡田、1997）が確認された（第95図）。

以上の結果から、分析N02はベンガラである（第9表）。なお、N03ではパイプ状ベンガラは確認さ

れていないが、鉄含有量が土壌としては高いことから、ベンガラである可能性が高いと考えられる。

赤色顔料は、主にベンガラと朱があるが、ベンガラは大きく鉄細菌系と非鉄細菌系に分かれ、千差万

別の赤色をみせる。代表的な鉄細菌系のパイプ状ベンガラは、日本列島全域で縄文時代から使用されて

いる（馬淵ほか、2003）。

朱は、硫化水銀（HgS）で天然鉱物として得ることができ、中国では辰砂と呼んでいる（馬淵ほか、2003）。

日本では、主に中央構造線沿いの三重県、和歌山県、四国、九州に水銀鉱床群がある（市毛、1998）。
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分 析 N o M gO A 1 20 3 S iO 2 P 20 5 SO 3 K 20 C aO T iO 2 C r 20 3 Mn O 2 F e 20 3 A s 20 2 R b 20 S r O Y 20 3 Z rO 2 H gO t o t a l

1 0 ．12 18 ．3 8 7 4 ．68 0 ．32 0 ．0 8 2 ．4 3 0 ．0 3 0 ．88 0 ．0 1 0 ．0 2 2 ．9 9 0 ．0 0 0 ．0 4 0 ．00 0 ．0 1 0 ．0 1 0 ．0 0 10 0 ．00

2 0 ．3 6 4 ．9 1 9 ．14 0 ．33 0 ．0 6 0 ．1 4 0 ．0 4 0 ．06 0 ．0 1 0 ．0 8 84 ．7 4 0 ．0 8 0 ．0 3 0 ．00 0 ．0 0 0 ．0 1 0 ．0 2 10 0 ．0 1

3 0 ．0 2 2 4 ．6 2 4 9 ．0 7 0 ．16 0 ．2 9 6 ．1 3 0 ．10 0 ．53 0 ．00 0 ．0 1 18 ．9 3 0 ．0 0 0 ．0 6 0 ．0 1 0 ．0 2 0 ．0 2 0 ．0 2 9 9 ．99

最 小 値 0 ．0 2 4 ．9 1 9 ．14 0 ．16 0 ．0 6 0 ．1 4 0 ．0 3 0 ．0 6 0 ．00 0 ．0 1 2 ．9 9 0 ．0 0 0 ．0 3 0 ．00 0 ．00 0 ．0 1 0 ．0 0

最 大 値 0 ．3 6 24 ．6 2 7 4 ．6 8 0 ．3 3 0 ．29 6 ．1 3 0 ．1 0 0 ．8 8 0 ．0 1 0 ．08 84 ．74 0 ．0 8 0 ．0 6 0 ．0 1 0 ．02 0 ．0 2 0 ．0 2

第8表　赤色顔料の蛍光X線分析結果

分析No 遺　 跡 遺　 構
種　 類

朱 ベンガラ

1

芝花古墳群

木棺墓 SXO6

2 9号墳 SX901 ◎

3 10号墳 SX lOOl ○

ベンガラの欄：◎が顕著でパイプ状ベンガラが確認、○は鉄含有量が高い

第9表　各試料の赤色顔料の種類

4．おわりに

各遺構から採取された赤色土壌を検討した結果、芝花古墳群9号墳においてベンガラが確認された。

芝花古墳群10号墳においてもベンガラ利用の可能性が高い。

引用文献

市毛　勲（1998）朱の考古学．296p、雄山開．

馬淵久夫・杉下龍一郎・三輪嘉六・沢田正昭・三浦定俊（2003）文化財科学の事典．522p、朝倉書店．

岡田文男（1997）パイプ状ベンガラ粒子の復元．日本文化財科学会第14回大会研究発表要旨集、38－39．
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叫
hrl】
1

赤色顔料の顕微鏡写真 （スケール：50 ！川）　 2．パイプ状ベンガラ （分析NG 2 ）

第95図　赤色物の蛍光×線ス′ヾクトル図と赤色顔料の顕微鏡写真
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第4節　玉類の石材同定

株式会社　パレオ・ラボ（藤根　久・中村賢太郎）

1．はじめに

芝花古墳群から出土した勾玉と玉の石材について、実体顕微鏡と蛍光Ⅹ線分析を用いて石材を同定

した。

2．試料と方法

分析試料は、勾玉1試料と玉2試料である（第10表）。

分析No 種　 類 遺　 構 報告No 特　 徴

1 勾玉 10号古墳 SXlOOl J12 緑灰～黒灰色

2 小玉 10号古墳 SXlOOl J31 オリーブ灰色

3 小玉 SXO6棺内 JlO 淡緑色

第10表　分析した勾玉と玉の詳細

試料は、表面をアルコールで軽く拭き、試料台に固定して測定した。測定は、Ⅹ線分析顕微鏡（㈱堀

場製作所製ⅩGT－5000TypeⅡ）を用いた。最初に、元素マッピングを行い、特徴的な部分について点分析

を行った。元素マッピング分析の測定条件は、Ⅹ線導管径100〃皿、電圧50KV、電流自動設定、測定時間

10，000secである。点分析の測定条件は、Ⅹ線導管径100FLm、電圧50KV、電流自動設定、測定時間500sec

である。定量計算は、標準試料を用いないファンダメンタルパラメータ法（Ⅳ法）で半定量分析を行った。

3．結果および考察

Nol：実体顕微鏡観察では、緑灰～黒灰色を呈する不均一で滑らかな質感をもつ岩石である（写真上

1a・1b）。蛍光Ⅹ線分析による元素マッピング分析では、アルミニウム（Al）やクロム（Cr）に

おいて不均一な分布を占めす。また、カルシウム（Ca）は偏在分布している。化学組成は、組成

幅が広く、マグネシウム（MgO）が2．39－24．65％、アルミニウム（A1203）が0．87－25．78％、ケイ

素（SiO2）が13．23－65．65％、カルシウム（CaO）が0．03－62．05％、クロム（Cr203）が0．17－31．41

％、鉄（Fe20。）が8．26－27．74％などであった。なお、ニッケルが最大0．48％含まれていた（第

11表）。

ニッケル（NiO）が多く含まれるなど蛇紋石の端成分であるアンチゴライト（Mg3Si205（OH）4）

の特徴を示す。なお、蛇紋石は、アンチゴライトとフェロアンチゴライト（Fe。Si205（OH）。）の

2つの端成分からなる。

試料は、滑らかな質感をもつ岩石であることから、滑石（Mg3Si401。（OH）2）を伴うものと思わ

れるが、蛇紋岩と考えられる。

No2：実体顕微鏡観察では、オリーブ灰色のやや不均一で滑らかな質感をもつ岩石である（写真1－2a・

2b）。Ⅹ蛍光Ⅹ線分析による元素マッピング分析では、マンガン（肋）やクロム（Cr）において
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不均一な分布を示す。化学組成では、マグネシウム（MgO）が20．43－25．50％、アルミニウム（A12

03）が0．4ト3．93％、ケイ素（SiO2）が54．73－65．64％、鉄（Fe20。）が7．10－10．15％など、組成

幅が狭い。なお、ニッケルが0．22－仇27％含まれていた（第11表）。

試料は、滑らかな質感をもつ岩石であること、マグネシウムを多く含むこと、鉄含有量が低い

ことから（従って、蛇紋石の端成分であるフェロアンチゴライトが含まれていない）、滑石質の

岩石と考えられる。

No3：実体顕微鏡観察では、淡緑色の比較的均一な岩石である（写真1－3a・3b）。蛍光Ⅹ線分析によ

る元素マッピング分析では、チタン（Ti）において粒状分布を示す。化学組成では、マグネシウ

ム（MgO）が20．43－25．50％、アルミニウム（A1203）が13．47－19．01％、ケイ素（SiO2）が

30．64－43．44％、鉄（Fe203）が15．98－18．70％など、組成幅が狭い（第11表）。

試料は、淡緑色の岩石であること、マグネシウムを多く含むことから、緑泥石を主とする岩石

と考えられる。緑泥石は、蛇紋石とアメス石（（Mg，Fe）8A18Si4020（OH）16）を端成分とする固洛体

である。

分 析 N o 点 N o M g O A 1 2 0 3 S i O 2 K 2 0 C a O T i O 2 C r 2 0 3 油 10 2 F e 2 0 3 N i O Z n O A s 2 0 5 合 計

1

1 2 3 ．0 0 3 ．3 6 6 4 ．6 0 0 ．1 5 0 ．0 4 0 ．0 1 0 ．2 5 0 ．0 5 8 ．2 9 0 ．2 4 0 ．0 2 0 ．0 1 1 0 0 ．0 2

2 8 ．8 9 1 6 ．9 2 6 2 ．6 7 1 ．6 9 0 ．1 2 0 ．1 0 0 ．2 4 0 ．0 3 9 ．0 3 0 ．2 7 0 ．0 3 0 ．0 0 9 9 ．9 9

3 2 4 ．6 5 0 ．8 7 6 5 ．6 5 0 ．1 0 0 ．0 3 0 ．0 0 0 ．1 7 0 ．0 4 8 ．2 6 0 ．2 2 0 ．0 1 0 ．0 0 1 0 0 ．0 0

4 2 ．3 9 2 5 ．7 8 5 4 ．9 4 4 ．1 5 0 ．0 6 0 ．3 7 0 ．2 0 0 ．0 3 1 1 ．8 3 0 ．2 1 0 ．0 2 0 ．0 1 9 9 ．9 9

5 2 ．9 3 2 ．3 9 1 3 ．2 3 0 ．5 9 6 2 ．0 5 1．5 4 0 ．4 9 0 ．0 8 1 5 ．1 8 0 ．4 8 1 ．0 4 0 ．0 0 1 0 0 ．0 0

6 4 ．4 7 7 ．8 9 2 5 ．0 4 0 ．2 8 0 ．0 8 0 ．3 3 3 1 ．4 1 1 ．1 5 2 7 ．7 4 0 ．1 1 0 ．9 5 0 ．5 6 1 0 0 ．0 1

最 4 、倍 2 ．3 9 0 ．8 7 1 3 ．2 3 0 ．1 0 0 ．0 3 0 ．0 0 0 ．1 7 0 ．0 3 8 ．2 6 0 ．1 1 0 ．0 1 0 ．0 0 　／

一最 大 値 2 4 ．6 5 2 5 ．7 8 6 5 ．6 5 4 ．1 5 6 2 ．0 5 1．5 4 3 1 ．4 1 1 ．1 5 2 7 ．7 4 0 ．4 8 1 ．0 4 0 ．5 6

2

1 2 5 ．4 8 3 ．9 3 5 4 ．7 3 0 ．0 1 0 ．0 2 0 ．0 4 4 ．9 2 0 ．2 2 1 0 ．1 5 0 ．2 7 0 ．1 4 0 ．0 7 9 9 ．9 8

2 2 6 ．5 3 1．1 9 6 4 ．6 6 0 ．0 1 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．2 6 0 ．0 3 7 ．1 0 0 ．2 2 0 ．0 1 0 ．0 0 1 0 0 ．0 1

3 2 6 ．2 4 2 ．6 8 6 2 ．8 9 0 ．0 3 0 ．0 2 0 ．0 0 0 ．5 3 0 ．0 4 7 ．3 3 0 ．2 4 0 ．0 1 0 ．0 0 1 0 0 ．0 1

4 2 6 ．1 3 0 ．4 1 6 5 ．6 4 0 ．0 5 0 ．0 1 0 ．0 1 0 ．0 4 0 ．0 2 7 ．4 2 0 ．2 4 0 ．0 1 0 ．0 0 9 9 ．9 8

最 4 、倍 2 5 ．4 8 0 ．4 1 5 4 ．7 3 0 ．0 1 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 4 0 ．0 2 7 ．1 0 0 ．2 2 0 ．0 1 0 ．0 0 　／

最 大 値 2 6 ．5 3 3 ．9 3 6 5 ．6 4 0 ．0 5 0 ．0 2 0 ．0 4 4 ．9 2 0 ．2 2 1 0 ．1 5 0 ．2 7 0 ．1 4 0 ．0 7

3

1 2 4 ．6 9 1 3 ．4 7 3 0 ．6 4 0 ．0 4 0 ．0 1 1 5 ．2 0 0 ．1 2 0 ．4 1 1 5 ．3 4 0 ．0 4 0 ．0 3 0 ．0 1 1 0 0 ．0 0

2 2 5 ．5 0 1 7 ．7 8 3 9 ．1 1 0 ．1 1 0 ．0 4 0 ．0 4 0 ．0 7 0 ．5 9 1 6 ．6 6 0 ．0 2 0 ．0 7 0 ．0 0 9 9 ．9 9

3 2 4 ．0 4 1 5 ．1 3 4 0 ．2 9 0 ．1 7 0 ．0 5 0 ．4 0 0 ．0 7 0 ．5 0 1 8 ．7 0 0 ．0 7 0 ．5 8 0 ．0 1 1 0 0 ．0 1

4 2 0 ．4 3 1 9 ．0 1 4 3 ．4 4 0 ．0 9 0 ．0 1 1 ．3 5 0 ．0 8 0 ．4 2 1 5 ．0 8 0 ．0 5 0 ．0 4 0 ．0 0 1 0 0 ．0 0

最 4 、倍 2 0 ．4 3 1 3 ．4 7 3 0 ．6 4 0 ．0 4 0 ．0 1 0 ．0 4 0 ．0 7 0 ．4 1 1 5 ．0 8 0 ．0 2 0 ．0 3 0 ．0 0

最 大 値 2 5 ．5 0 1 9 ．0 1 4 3 ．4 4 0 ．1 7 0 ．0 5 1 5 ．2 0 0 ．1 2 0 ．5 9 1 8 ．7 0 0 ．0 7 0 ．5 8 0 ．0 1

第11表　玉類の蛍光X線分析（単位％）

参考文献

黒田吉益・諏訪兼位（1989）偏光顕微鏡と岩石鉱物．共立出版、343p．
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写真1　玉類の実体顕微鏡写真

（元素マッピング分析および点分析はa面である）
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O MgK腺　　　－1万孟　崇O AIK腺　　　‾「汀‾蒜　と害害O caK腺

両‾蒜　崇O MgK腺 一丁冨扇　豊O siK線

←「了蒜13geOⅣiK腺　　　‾「扇蒜　盟

O Fe K腺　　　　9・5nml崇0Ni K線

O MnK線　　　‾「‾扇蒜　崇O crK線　　　－一丁冨芯　崇O FeK線

ー‾‾‾7万品　崇O TiK線O MgK線　　　一丁盲芯。3害O AIK腺

O crK線　　　一丁百芯　と己まO FeK線　　　－‾‾‾TT蒜　悪

写真2　玉類の蛍光X線分析による元素マッピング図（数字の位置は点分析位置を示す）

［元素記号］Mg：マグネシウム，Al：アルミニウム，Si：ケイ素，Ca：カルシウム，Ti：チタン，Cr：クロム，Mn：マンガン，Fe：鉄，Ni：ニッケル

la－1f．分析NQ12a－2f．分析NQ2　3ar3f．分析NQ3
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第5章　総括

第1節　芝花弥生墓群の構造と時期

1．芝花弥生墓群の構造

本木棺墓群では、重複して古墳が築造されていることもあって、墳墓としての単位を確認、抽出する

ことができなかった。しかし、木棺墓B群については一つの区画墓あるいは墳墓としてとらえることも

可能なようである。ただし、その規模・形態については、古墳築造の際に地形改変が行なわれている可

能性が高いため、不明といわざるを得ない。その他のA・C群については、検出状況から、区画や墳丘

を伴っていたとは考えられない様相であった。

弥生墓群については、その分布状況から、北からA群～C群の3群に分けられるようである。A群は

最も北部の尾根稜線上および斜面に位置し、SXO2～05・09・12・13・15・16の9基に土器棺墓STOl・

02も含めた群であり、古墳時代と判断したSX06もA群内に存在している。

B群はA群南側の尾根稜線上を中心に一部西側斜面にも存在する一群で、SXO7・08・11・14・17・

18の木棺墓6基に土器棺墓ST03を加えた群である。B群は南北12m、東西9mの範囲に総数7基が存

在しており、群として最もまとまっている。

C群は調査区南部の尾根稜線上鞍部と東側斜面に位置しており、SXOlとSXlOの2基に限られる。

今回検出した東西斜面部の調査区外には、木棺墓等が存在している可能性は極めて少ないものと考え

ている。SXOlの北側は地すべりによる崖面となっており、仮に存在していたとしても崩壊している可

群 遺 構名
棺 長

m

狭 棺 幅

m

広 棺 幅

m

棺 探

m

土 器高

m

推 定頭 位方 向 方 向 出土遣 物 備 考

A

S X O 2 2．8 0 ．84 0 ．9 3 0．5 0．3 6 N 2 6 0　W 平 行 （斜 ） 墓境 内破 砕土 器

S X 1 2 2 ．7 3 0 ．6 6 0 ．7 8 0 ．3 3 － S 1 6 0　E 平 行 （稜 ）

S X O 5 推2．5 0 ．7 5 0．8 0．3 0．3 W 6 0　S 直 交 （稜） 墓境 内破砕 土 器 小 口穴

S X O 4 2．4 0 ．72 0 ．7 5 0．5 0．3 E 2 7 0　N 直 交 （稜） 墓境 内破砕 土器 小 口穴

（S X O 6）推 1．5 － 0．56 0．36 － 玉 側 E 2 50　N 直交 （稜） 棺 内 玉類 、赤色 顔料 小口穴、古墳？

S X O 9 1．3 0．4 6 0．4 8 0．26 0．2 N 3 50　W 平行 （斜） 墓境内破砕土器 （＋棺内 ？土器） 小 型

S X O 3 1．23 0．39 0．4 8 0．4 － E 1 80　N 直交 （斜 ） な し 小 型

S X 1 5 1．1 0．59 0．62 0．5 －
S 1 30　E 平行 （稜 ） 4 、型

S X 1 6 推 1．1 － 0．54 0．32 － S 4 00　E 平行 （稜 ） 小 型

S X 1 3 0．98 0．4 4 0．4 6 0．2 4＋ 0．3 S 1 80　E 平行 （稜 ） 墓 境 内破砕 土器 ・棺 内土 器 小 型

S T O l 0．78 土 器棺

S T O2 0．39 土 踪棺

B

S X l l 2．4 0．92 1．06 0．82 0．3 反対側E 200 N 直交 （稜 ） 墓 境 内破 砕 土器 、棺 上又 は棺 内？

S X 18 2．2 0．8 0．85 0．55 0．3 E 22 0　N 直交 （稜 ） 墓 境 内破 砕 土器 、棺 上又 は棺 内？

S X O8 2．1 0．4 8 0．56 0 ．1 5＋ 0．16 ・0．34 土器側E 250 N 直交 （稜 ） 墓 境 内破 砕 土器

S X 17 1．8 6 0．55 0．6 2 0．3 8 0．3 W l lO　s 直交 （稜 ） 墓境内破砕土器、棺上又は棺内鉄鉱・土器

S X O7 1．8 0．7 0．7 0．6 0．34 E 7 0　S 直交 （稜 ） 墓 境 内破砕 土器

S X 14 0．8 1 0．3 2 0．3 8 0．3 5 0．2 S 14 0　E 平行 （斜 ） 墓 境 内破 砕 土器・・棺 内土 器 4 、型

S T O 3 0．3 4 土 器棺

C
S X lO 2．7 4 0．7 8 0．9 2 0．3 8 0．2 5 E 2 8 0　N 直交 （稜 ） 墓 境 内破 砕 土器 （＋棺 内 ？土 器 ） ？

S X O l 推2 ．3 0 ．7 0．7 5 0．4 5 0．3 S 5 0　W 平 行 （斜 ） 墓境 内破 砕土 器

第12表　芝花遺跡弥生木棺墓等一覧
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能性が高い。一方、尾根稜線上について、調査区外の北部では、SX02に続いてさらに北側尾根下部に

木棺墓等が存在している可能性は高い。ただし、調査区のさらに南側については、C群が量的に少ない

ことから不明といわざるを得ない。

さて、木棺墓の規模のうち、検出した木棺痕跡の長さをみると、最長がSX02の2．8m、最短のもの

が、SX14の0．81mとなっている。藤井整氏によれば弥生時代中期において、長さ1．1m以下の木棺墓

では、3～5歳以上12歳以下の幼児～小児が埋葬されていた（藤井2001b）とされる。本木棺墓のうち、

1．1m以下のものはA群のSX13・15・16、B群のSX14の4基であるが、その長さは81cmのSX14か

ら1．1mのSX15・16まであり、長さの差は約30cmにもおよんでいる。このことは本木棺墓群において

は、子供の身長に合わせて、木棺墓の長さが決められた可能性が高いことを示しているものと思われる。

そうすると、棺長1．23mのSX03や1．3mのSX09においても、大人よりも身長の低い子供が葬られて

いた可能性が高いものと思われる。したがって、本遺跡においては棺長1．4mあたりを境としてそれ以

下を小型木棺と呼び、大人の墓と子供の墓とに呼び分けることとする。

一方、土器棺墓についても藤井氏により被葬者の年齢の推定がなされている（藤井2001a）。藤井氏は

弥生時代中期において、土器棺墓が乳児を葬ったものであるとされている。本遺跡土器棺墓の棺身長は、

最大のSTOlが78cmであり、最小のST03が34cmである。ここでも木棺墓と同じように、子供の身長と

土器棺の大きさに相関関係が存在している可能性が高いと考えることができよう。そして、木棺の最小

長が81cm、最大の土器棺身長が78cmであることは、本遺跡においては身長70cm～80cmを境にして木棺と

土器棺に分かれていることがいえるかもしれない。ただし、乳児以下とそれより上の幼児に分かれるか

どうかについては不明であるものの、土器棺墓と木棺墓の棺種の違いが示すように、葬る棺種を変えて

いることは当時の埋葬観念を考える上で興味深い。

第96図　弥生時代木棺墓等分布状況と推定埋葬頭位
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さて、第12表に一覧を示したように、A群

では4基の木棺と5基の小型木棺、2基の土

器棺で構成されている。一方、B群は5基の

木棺に対して小型木棺1、土器棺1の構成と

なっている。A群とB群では大人と子供の埋

葬数の比率に大きな違いがある。木棺墓等の

分布状況においても、B群が整然と群集して

いるのに対し、A群では疎らになっている。

しかも、B群の中心部分に存在する3基の木

棺墓には鉄器が副葬されていた。また、B群

が墳墓であった可能性も考えられることから、

A群の被葬者集団とB群の被葬者集団の間に

は階層差が存在していた可能性がある。すな

わち、A群が集団墓、B群が特定集団墓とと

らえることができそうである。ただし、破砕

土器の埋納数や器種構成において差は認めら

れず、むしろA群のSX05が壷2点・嚢1点

の合計3点で最も多く埋納されている。



木棺墓内の破砕土器は墓墳あるいは棺全面に存在していたのではなく、棺側部分片側や小口部の一方

に寄るといった位置の偏りが認められ、しかもそれらが複合している例も多く認められた。そして、S

Xll・17のように鉄器と土器の出土位置が一致して、棺の一方に偏っている例の存在から、土器の出土

位置を重視し、棺幅の広い側をその次の基準として、埋葬頭位方向を推定したのが第96図である。その

推定によると、尾根稜線部分の棺については尾根稜線と直交方向で一致しているものの、頭位方向は東

西に分かれており、法則性は見出せない。また小型木棺については尾根稜線上にあっても、稜線と平行

方向であること以外は不明である。なお、SX18については、鈎が被葬者の右側足付近に位置すること

になり、福島孝行氏による、被葬者の上半身右側が鈍副葬位置という原則（福島2000・2001）からはず

れることになる。本遺跡においては、土器が埋納された位置が被葬者の上半身側に集中していた可能性

を指摘するにとどめたい。

2．芝花弥生墓群の時期

今回の調査で検出した弥生時代木棺墓は17基、土器棺墓が3基である。まず、これらが構築された時

期について出土土器から検討する。

但馬地域の弥生土器編年は谷本進氏によって行なわれている（谷本1992）。しかし、当該時期について

は資料的な制約のため、北但馬を中心とした資料によって行なわれていることもあって、本墳墓群出土

土器の様相とは合致しない部分もあり、高野陽子氏による丹後地域編年（高野2006）も援用して本墳墓

群出土土器の編年的位置づけを行なうこととする。

木棺墓群から出土した土器を器種別にみれば、小破片および出土遺構不明を除いた17点のうち、直口

壷（長頸壷、水差形含む）は7点、嚢（小型含む）が9点、広口に近い壷1点となっている。それらの

うち、直口壷（長頸壷）は詳細な変化を示す類例に乏しいため、後期前半頃としての位置づけ以上のこ

とは不可能なようであるが、嚢についてはある程度の変化の指標が谷本氏によって示されている。

嚢のうちSXO2出土の2は、スタイル的には谷本編年の但馬Ⅴ－1様式に近いが、内面のヘラケズリ

範囲が屈曲部にまで及ぶことから、新しい様相となる。SXO4出土の4は但馬V－3様式に類例を求め

ることができるが、底部がやや大きいことから、Ⅴ－2様式の範時におさめる方がよいかもしれない。

SXO5出土の7およびSXO7出土の9はともに但馬Ⅴ－2様式に位置づけできそうである。ただし、9

の方が新しい様相を示していることは、口緑部の傾きと体部の丸みにより判断できよう。SXll出土の

14は口緑端部の形状および体部高に較べて最大径が大きい形態を示すことから、但馬Ⅴ－2様式に位置

づけられよう。一方、SX13出土の16については、体部の形状および内面のヘラケズリ範囲が屈曲部に

まで及んでいないことから、但馬Ⅴ－1様式の後半かⅤ－2様式前半と考えられる。SX17出土の18に

ついては、この形態を示す嚢の類例に乏しく、不明な点が多いものの、内面へラケズリ範囲を指標とす

れば、但馬Ⅴ－1様式からⅤ－2様式前半までと考えられる。

なお、長頸壷の5や出土場所不明の26にみられる刻み臼状の列点文は、丹波地域や鳥取県以西の山陰

地域および山陽地域で見受けられるものに近いが、SXll出土14のように半裁竹管の押し引きのような

施文は管見では認められない。なお、SX17出土18の肩部に施文してある羽状文は、豊岡市商人代田遺

跡出土土器（加古・梶本1979）に例が認められる。

次に、土器棺墓に使用されていた土器について検討する。STOlの棺身である広口壷の27は、口縁端

部を断面三角形状に拡張して端面に凹線文を施していることから、後期の初頭～前葉に位置づけられよ
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30・31．今市2－S－16主体　　32．今市2－S－17主体　　　　33～35．三坂神社7－1主体

第97図　三坂神社2式新段階の土器（高野2006より）

第98図　東山4号墓第12主体部墓場出土土器（瀬戸谷編1992より）

う。また、STO3棺身の31も同様の口緑端部形態を示していることから、同時期と考えてよさそうであ

る。31の内面へラケズリは頚部境の下で止まっている。STOlの棺蓋に使用されていた壷も内面へラケ

ズリ範囲が狭いことから、同時期とされよう。

ST03の棺蓋に使用されていた高杯32の杯部は、京都府三坂神社8号墓第6主体出土高杯（肥後ほか

1998）に類似するが、脚部の形状が異なる。また、脚端部の形状をのぞいて豊岡市東山4号墓第12主体
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4号墓第5主体部

第99図　東山4号墓および3号墓主体部墓場出土土器（瀬戸谷編1992より）

出土高杯（瀬戸谷編1992）に酷似している。丹後地域高野編年の三坂神社2式新段階にあたり、後期初

頭である三坂神社1式の次の段階に位置づけられている。

東山4号墓第12主体部墓境内からは高杯のほかに壷・嚢が出土しているが、嚢の口緑端部形態は芝花

SXO5出土の壷5に近い。また、芝花SX05の壷5は東山4号墓第5主体部墓境内出土壷とは、頚部の

長短に差があるものの、口緑端部形態および体部形態が類似している。さらに、芝花STOl棺身壷27の

口緑端部形態は、東山4号墓第5主体部墓境内出土嚢や東山3号墓第4主体部墓境内出土嚢に近い。東

山4号墓第5主体部・3号墓第4主体部出土土器は谷本編年但馬Ⅴ－1様式の前葉から中頃に位置づけ

られており、Ⅴ－2様式までは降らないとされている。なお、ST02の棺蓋に使用されていた鉢30もそ

の時期の可能性が高い。

以上のように、芝花弥生墓群出土土器の編年的位置づけについては、出土土器量や器種バラエティー

が少ないこともあって、厳密な時期を設定するには、困難を伴う。しかし、大雑把には弥生時代後期の

第2段階を中心としており、時期幅が存在しているようである。ただし、その時期幅は大きなものでは

なく、ほぼ単一時期としてとらえることができる程度のものと思われる。

第2節　古墳群の築造時期

芝花古墳群は、山塊尾根稜線を中心として、現段階で72基が登録されている。それらのうち、調査に

よって主体部等内容が明確になっているのは、北近畿豊岡自動車道関連で調査した本報告部分の5基お

よび西側尾根に存在する26～28・72～74号境の6基（岸本・鈴木・池田2008）に限られ、西側尾根の

6基は古墳時代前期の所産とされている。

今回調査した8号墳～11号墳・14号墳からは副葬品および土器が出土している（第13表）。

8号墳西裾から出土した土師器壷33は、その体部および口綾部の特徴から、朝来市和田山町加都遺跡

では古墳2期（池田編2007）、朝来市山東町柿坪遺跡では8期（池田2008）にあたり、柿坪8期はTG2

32～TK73型式期に位置づけされている。8号境の主体部SX801棺内から出土した鉄鉱は無関の圭頭

式であるが、やや大型化している。杉山秀宏氏分類のBI2Aで、下限がⅤ期（TK73型式以前）とされる

（杉山1988）ものにあたる。したがって、SX801出土鉄鉱と西墳裾出土壷の両者の年代観に軋齢がなく、

TK73型式期の初頭を前後する時期と考えられよう。すなわち、SX801の埋葬時期と西側墳裾に土器

が置かれた時期が、ほとんど同時であると推定できよう。
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古墳名 埋葬位置 主体部名 棺種 副葬品 その他遺物

8号墳
墳頂部

S X 8 0 1 木棺 鉄剣・鉄鉄
土師器 （墳裾）

S X 8 0 2 木棺 －

区画溝 S X 8 0 3 木棺 － －

9号墳
墳頂部 S X 9 0 1 石室系石棺 鉄鉄 須恵器 （区画溝）

区画溝 S X O 6 木棺 玉類 須恵器・土師器 （区画溝）

10号墳 墳頂部
S X l O O l 木棺 鉄剣 ・鉄鉱 ・刀子・鉄環 ・針 ・玉類・櫛 須恵器・土師器 （墓墳外）

S X l O O 2 木棺 － －

11号墳 墳頂部

S X l l O l 木棺 刀子・鉄斧

土師器 （墳裾）
S X l l O 2 土壌 －

S X 1 1 0 3 土器棺 －

S X 1 1 0 4 石棺 －

14号墳 墳頂部 S X 1 2 0 1 石棺 鉄鉱・胡録金具 須恵器 （区画港内）

第13表　調査古墳内容一覧

9号墳からは主体部SX901北側壁体上面で片刃の長頸鉄鉱が2点出土している。これらと同型式の鉄

鉱は和田山町向山11号墳第2主体から出土しているが、頸部長がSX901出土鉄よりも短く、やや古い傾

向にあるといえよう。向山11号墳第2主体は、ON46～TK208型式期とされている（中村編1999）。ま

た、和田山町梅田10号境から出土した同型式の鉄鉱は、本例よりも頚部が少し長いものである。梅田10

号境はTK23～TK47型式期とされている（仁尾編2003）。芝花9号境から東側にわずかに160mしか離

れていない和賀向山1号墳からも同型式の鉄鉱が出土しており、頚部の長さがSX901出土鉄鉄に最も
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第100図　調査区内古墳位置図

近い。和賀向山1号境は、出土須恵器からT

K47型式期とされている（岸本・鈴木・池田

2008）。一方、9号墳南側区画溝底（SXO4

上面）から須恵器杯1点、区画構内の木棺墓

SXO6墓境南肩部中央から須恵器杯2点と土

師器壷1点が出土している。土師器壷は時期

を限定することが難しいものの、溝底から出

土した杯蓋38はTK47型式期でも新しい傾向

を示していると思われる。SXO6墓墳肩部出

土の36はTK23～TK47型式期と思われ、37

もTK47型式期範時でとらえてもよさそうで

ある。以上のことから、SX901出土鉄鉱と

区画港内およびSXO6肩部出土須恵器は時期

的な隔たりが少ないものと思われ、TK23～

TK47型式期の間でとらえることができよう。

10号境では主体部SXlOOl墓墳東肩部から

須恵器が出土し、棺内からは鉄鉄・滑石製勾

玉などが検出された。須恵器杯蓋の40はTK



216型式を上限とし、TK23型式を下限とする特徴を有しており、41はそれよりも新しいとする可能性

もあるが、保留しておく。壷48はON46型式併行期と思われ、49の胞はTK208型式期を中心とした時

期であろう。したがって、須恵器が示す時期はTK216～TK23型式期の間にあると思われ、その中心

となるのはTK208型式期となろう。

10号墳SXlOOl出土の鉄鉄には2型式認められ、同じ型式の組み合わせが和田山町向山5号項から出

土しているが、向山5号境の方が頚部は短い。向山5号項は布留（中）の高杯が出土している（中村編

1999）が、須恵器の年代観との関係が明確でないものの、SXlOOl出土の刀子が両関となっていること

により、TK208型式以降である（魚津2000）ことと出土須恵器が示す時期に矛盾はない。以上のこと

から、10号墳はTK216～TK23型式期という広い年代幅を与えざるを得ないものの、それらのなかで

もTK208型式期が最も可能性が高いものと判断される。

11号項では、主体部SXllOlから鉄斧・刀子が出土しているが、刀子が片関であることから、TK216型

式期以前となろう。一方、土器棺SX1103の棺蓋に使用されていた布留型嚢50は、布留2段階目に相当

するもので、古墳時代前期の後半あたりに位置づけできるものと判断される。また、墳丘西斜面から出

土した小型丸底壷53や裏口縁部52が示す時期も布留2段階目で矛盾しない。なお、土器棺SX1103は中

心主体SXllOlの墓壕の一部と重複して新しい。これらのことから、11号墳出土遺物が示す時期は前期

であり、後半以降と考えられるものの、中期までは降らないものと思われる。

14号境は小規模ながら鉄鉄8点と胡籍を副葬し、周溝状の区画溝埋土から須恵器蓋が出土している。

鉄鉄は9号墳SX901出土と同型式で、頸部長もほぼ同じ範時におさまる。ただし、鉄身部の細部が若

干異なり、短くて小型であるにもかかわらず逆刺が深いものが多い。須恵器蓋57はTK208～TK23型

式期の特徴を有していると思われる。以上のことから、須恵器が示す時代よりも鉄鉱が若干降る可能性

があり、主体部出土鉄鉱が示す年代を重視して、TK208型式期末頃からTK23型式期を古墳の時期と

とらえておきたい。なお、同型式の鉄鉱を有していた点について、今回調査を行なった古墳中、中心主

体部に石材を使用した埋葬施設を構築している点で共通性があり、興味深い。ただし、14号境は15号境

の北墳裾に取り付くように築造されている点から、14号境の被葬者については15号墳被葬者と関係が深

かった可能性が大きいと思われる。

8 墳 9 号墳 10号墳 11号墳 14号墳

前期 l

（T G 2 32）

（T K 7 3） 【

T K 2 16 ll■
l■
■

（O N 4 6） ■
■

T K 20 8 l

■
T K 23 ■■

－
1
■
t■■

1

T K 47 l

l■

t■t

第14表　各古墳の築造時期
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以上の検討結果により、今回調査を実施した古墳については、11号境が最も古く前期後葉、次いで

8号墳→10号墳→14号墳→9号境と築造されたと判断できよう（第14表）。すなわち、尾根稜線上の途

中にある最高所に11号境が最初に築造され、その後やや間をおいて、11号境から北に降ったやや離れた

場所に8号填、さらに少しの間をおいて11号墳北隣に10号境が築造される。その後は引き続くようにし

て14号填、9号境が築造されるが、14号境は15号境に付属するように、9号境は8号境と10号境の間に

割り込むようにして築造されていったものと思われる。

蛇足ながら、11号境のSX1102～SXllO4および14号墳SX1401の被葬者は子供であった可能性が非

常に高い。

第3節　9号墳埋葬施設の名称

芝花9号墳主体部SX901の壁体は、石材を2～3段に積んでおり、しかも長側壁においては石室を

組む際の積み方になっていたことから、見た目には竪穴式石室と判断されるものであった。しかし、そ

の内法長は2．06mであるものの、幅は50cm未満であることから、遺体を入れた棺をこの中に納めるには

幅が狭すぎて不可能であるように思われた。したがって、この埋葬施設を「石室」あるいは「石棺」の

いずれの呼称が妥当であるのか疑問に残った。また、このような埋葬施設は南但馬近隣においても存在

していることから、整理してみる必要があるように思われた。

さて、このような埋葬施設については、加古千恵子氏が「石棺」としての機能的性格を有していたこ

とを指摘（加古1978）され、福永伸也氏は「石棺系小竪穴式石室」（福永1992）と命名呼称されている。

また、和田山町向山2号墳において棺痕跡が認められたことから「竪穴式石室」と呼称された（中村編

1999）一方で、和田山町梅田15号境では「竪穴式石室状石棺」と呼ばれる（仁尾編2003）こともあった。

以上のように、「石室」とするか「石棺」とするかの判断は個人によって大きく異なっているものの、

「石棺サイズの石室」あるいは「石室の形態をもつ石棺」とするところに違いがあるように思われる。

すなわち、幅を重視して「棺」とする立場と、壁体構築方法によって「室」とする立場の違いがあるよ

うである。しかし、遺体を入れるものは棺と呼称し、棺は室の中に入れられるという名称の原則にした

がえば、直接遺体を入れたと思われるSX901は棺と呼ぶべきと考える。また、この構造は竪穴式石室

の壁体構築法と共通していることから、「小竪穴式石室系石棺」あるいは「竪穴式石室系石棺」、また、

それらを省略して「石室系石棺」と呼称したい。なお、「榔」と呼称する場合については、これまで日

本では「粘土榔」や「横口式石榔」といったように、棺を包んでしまうものに対して「榔」が使用され

てきた経緯があり、横穴式石室や竪穴式石室のように床面が土の場合には、「石室」と呼ばれてきたこ

とを基準として、「石室」と呼称したい。

さて、これまで述べたような判断に躊躇するものばかりではなく、明らかに竪穴式石室と呼んで差し

支えのない石室幅のものが存在している。第101図の和田山町筒江中山26号墳（渡辺・田畑1985）の石室

は最大幅が73cmであり、遺体を木棺に入れた遺体を納めるに可能な幅を有している。なお、石室内法長

は2．2m、床面からの残存高は70cmである。石室壁体は石材を横長に使用し、5段以上積み上げている。

時期はTK47～MT15型式期とされる。和田山町梅田27号墳SXOl（仁尾編2003）はMT15型式期であ

るが、石室壁体は横長に使用した石材を3～6段以上積み上げている。石室内幅は東側で90cm、西側で

は78cmで、長さは3．05mである。和田山町秋葉山3号墳（藤井ほか1978）の石室は内法幅最大で73cm、
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最も狭い部分で52cm、長さは2．5mである。石室壁体のうち、長側壁は石材を横長にして2～3段に積

んでいるが、短側壁は板状の1石を下段にし、その上に横積みしており、石棺の小口部に似る。時期は

6世紀代とされている。以上の3例は石室幅が70cm以上あることから、内部に木棺を納めたと考えるこ

とが可能であるという理由から、石室と呼称しても差し支えないものと思われる。石室壁体は横長に石

材を使用して積み上げることを基本としているが、短側壁についてはそうでないものも認められる。

以上3例の竪穴式石室以外に、内法幅が狭くても「竪穴式石室」と呼称される形態の埋葬施設がある。

庄内期後葉とされる和田山町梅田東10号墳第2主体部（山田2002）は、埋葬施設の内法幅が頭部で48cm、

足部では22cmしかなかったにもかかわらず、竪穴式石室と呼称されたのは、壁体が石材を横長に使用し

て2～3段に積み上げられていたという、一見すれば竪穴式石室と同じ石積み方法となっていたからで

あろう。ただし、短側壁については板石を立てていた。同じような石組み構造は、前期後半とされる山

東町柿坪中山3号墳（樵本編1975）や、中期前半の可能性が考えられている柿坪中山4号墳第1主体部

（梶本・加古編1978）においても認められた。これら両埋葬施設では蓋石のさらに外側に、あたかも控

え積みにみえるような石も存在していることから、竪穴式石室と呼ばれたものと思われるが、柿坪中山

3号墳埋葬施設内幅は頭部で52cm、足部で33cmとなっており、柿坪中山4号墳第1主体部では頭部幅

45cm、足部幅30cmであった。また、木棺の痕跡が認められた和田山町向山2号墳第2主体部（中村編

1999）は、前期中頃と位置づけられている。ここでは横位で2段に積まれた埋葬施設蓋石の枚数が多く、

多重に覆っている。埋葬施設の頭部幅は51cm、足部では30cmであり、検出された棺痕跡は頭部での内幅

約30cmで、女性であっても仰臥状態で棺に納めるには無理があるにもかかわらず、検出された人骨は仰

臥状態であった。棺形態が、船底状のものとするならば、底に敷く程度であれば納まるであろうが、現

在のところ石を使った埋葬施設内に木棺痕跡が認められたのは本例に限られるようである。なお、本例

で長側壁下段に使用された石材は、板状のものである。

第102図の梅田15号墳SXOl（仁尾編2003）は、5世紀前半より前とされ、長側壁下段は板状の長い

石を横位に組まれており、向山2号墳第2主体部と同じ壁体構造になっている。梅田15号墳SXOlの内

法幅は頭部で42cm、足部で28cm、内法長163cmで、内部では推定身長148cmの女性人骨が仰臥伸展の状態

で検出された。この埋葬施設においては、墓境内全面に竪穴式石室の控え積みのように石が敷き詰めら

れ、また、向山2号墳第2主体部よりも幅が広いにもかかわらず、報告では石棺と呼称されている。

5世紀前半までの構築とされる山東町方谷5号墳第2主体部（小川2008）でも、墓境内に控え積みの

ように石が敷かれ、蓋石も多重となっていた。長側壁体は板状の石材を横位で使用する部分と、縦位の

部分がある。内法幅は最大40cm、最小25cmであるが、竪穴式石室と呼称されている。

次に、石棺と呼称されているものを第102図に拠りながらみてゆく。和田山町秋葉山2号墳第2主体

および第4主体（藤井ほか1978）は前期後半とされ、人骨が検出された第2主体の頭部での幅は43cm、

足部幅30cmで、第4主体では最大幅52cm、最小幅31cmであった。ON46～TK208型式期とされる向山

5号墳第1主体部（中村編1999）では、検出人骨頭部側で幅48cm、足部で42cmであった。布留期初頭と

される梅田東10号墳第4主体部では、石枕のある頭部側の内法幅が51cm、足部幅は33cm、長さ143cmで

あり、石棺と呼ばれている。

以上、石棺と呼称されているものには、控え積みに似た石材や多重の蓋石は認められない。この、簡

略化された状態をもって、石棺と呼ばれているようであるが、内法幅が50cm程度以下であっても、「竪穴

式石室」と呼ばれているものとの差は、控え積みと多段壁体および壁体石材の使用方法であることが言
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えそうである。しかし、その幅においては石棺との差はない。したがって、内部に棺を入れるか否かを

もって、幅50cm程度以下のものは基本的に「石棺」と呼称すべきと考えるが、いかがであろうか。
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所収遺跡名 所在地 調査期間 調査面積 調査原因

芝花

弥生墓群・

古墳群

ひようごけんあさごし

兵庫県朝来市
さんとうちようわがあざ

山東町和賀字
むかいやま

向山

28225

740332

′‾、　）

740335

740338

°

740339

19991005～19991015

20001030～20010323

確認94Iが

全面調査

2，913I迂

一般国道483号

北近畿豊岡

自動車道春日

和田山道路Ⅱ

建設事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

芝花 生産 縄紋時代 ？ 陥し穴

土器 ・鉄器

須恵器 ・土師器 ・鉄器 ・玉類 ・櫛

須恵器 ・土師器 ・陶磁器 ・石製品

古墳 6 基

弥生墓群 ・

古墳群

墓

古墳

弥生時代後期前葉

古墳時代中期前半

～後期初頭

奈良時代

木棺直葬 ・土器棺

古墳 6基

土壌

概　　　　要

道路建設に伴う、丘陵尾根上に位置する弥生時代後期前葉の木棺墓17基と土器棺3基、古墳6基を中心とした

記録保存調査。弥生時代木棺墓は3群に分かれて存在し、破砕土器埋柄を伴うものが多い。また、3基に鈍・

鉄鉱を副葬していた。古墳は前期から中期末にかけて築造されたもので、11号境は前期の木棺・土壌・土器棺・

石棺の墓が各1基、8号境は中期前葉で木棺2、10号境は中期後葉で剣・鉄・玉類等豊富な副葬品を納めた木

棺墓、中期末の9・14号境は石棺墓で、14号項は小石棺に矢東を入れた胡録を副葬していた。15号境は墳丘の

一部調査。

ほかに、縄紋時代の陥し穴と推定される土壌や、奈良時代の焼土壌を検出した。
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カラー図版　1

遺跡周辺航空写真（上が北）



カラー図版　2

上空からみた遺跡（北西から）

上空からみた遺跡（東から）



カラー図版　3

遺跡遠景（西上空から）

遺跡遠景（東上空から）



カラー図版　4

和賀・柿坪山塊と遺跡の位置（上が西）

和賀・柿坪山塊と遺跡の位置（上が東）



カラー図版　5

調査前全景（西上空から）

調査後全景（西上空から）



カラー図版　6

調査前全景（東上空から）

調査後全景（東上空から）



カラー図版　7

調査前全景（西から）

調査前全景（東から）



カラー図版　8

調査区全景（真上から・上が北）



カラー図版　9

調査区北部全景（真上から・上が北）



カラー図版10

調査区南部全景（真上から・上が北）



カラー図版11

弥生木棺墓群集中部（北西から）

11号墳～13号（墳）地点（南東から）



カラー図版12

①調査着手前全景（東から）

ヽ　　　　　t l

②　8・9号墳調査着手前（南東から）

③11～14号墳調査着手前（南東から）

・t㌔ヤ「

も

り　　　　　疇　　　　・．　－
L

⑤降雪状況（東から）

（力作業風景（北西から）

（動調査区から粟鹿山を望む（北西から）

‾　　　　＿ムL　　　．、　　　　　■

⑥除雪状況（北から）



カラー図版13

SXO2埋土土層断面（南東から）

SXO2・03全景（北西から）



カラー図版14

SXO2北側小口部分（南東から）

SXO2・03墓場全景（南西から）



カラー図版15

SXO5破砕土器出土状況（南東から）

SXO6赤色顔料・
玉検出状況（南西から）



カラー図版16

SXO7・11・14・17・18全景（南東から）

SXO7・11・14・17・19墓場（南東から）



カラー図版17

①sxol埋土土層断面（北から） ②sxo2北部の状況（南東から）

④　sxo6玉検出状況（西から）

⑤　sxo9理土土層断面（北西から） （む　SX11鈍出土状況（南東から）

（むSX18鈍出土状況（南東から）



カラー図版18

SX13破砕土器出土状況（東から）

SX14破砕土器出土状況（西から）



カラー図版19

SX17破砕土器等出土状況（北東から）

SX18破砕土器出土状況（南東から）



カラー図版　20

STOl全景（北東から）

STOl棺下部（南西から）



カラー図版　21

STOl全景（南東から）

STO2全景（北西から）



カラー図版　22

STO3上面全景（西から）

STO3第2面全景（南から）



カラー図版　23

①sTO2埋土土層断面（南東から） ②STO2合せロ部分（北東から）

③　sTO2棺内の状況（東から） （動　STO2墓墳（北東から）

（9　8号墳全景（北西から）



カラー図版　24

9～15号墳全景（北西から）



カラー図版　25

9号墳主体部蓋石の状況（南東から）

9号墳主体部蓋石除去後（南東から）



カラー図版　26

9号墳主体部東側壁体（南西から）



カラー図版　27

10号墳主体部全景（南東から）

10号墳主体部SXlOOl棺内（南東から）



カラー図版　28

10号墳主体部SXlOOl東部遺物出土状況（南東から）

10号墳主体部SX1001西部鉄鍍出土状況（北西から）



カラー図版　29

10号墳主体部SXlOOl墓墳東側土器検出状況（南東から）

10号墳主体部SXlOOl墓墳全景（南東から）



カラー図版　30

11号墳主体部全景（北から）

11号墳主体部SXllOl礫床（西から）



カラー図版　31

11号墳主体部SX1103全景（北から）

11号墳主体部SX1104全景（北から）



カラー図版　32

14号墳主体部SX1401上部の礫（北から）

14号墳主体部SX1401蓋石の状況（北から）



カラー図版　33

14号墳主体部SX1401相身の状況（北から）

14号墳全景（北から）



カラー図版　34

14号墳主体部SX1401胡諒金具・鉄鋲出土状況（北から）

SKOl全景（西から）



カラー図版　35

②10号墳主体部SXlOOl竪櫛検出状況（北西から）

④　8号墳西側墳裾土師器出土状況（南西から）

⑤　9号墳主体部SX901
蓋石目地粘土の状況（北西から）

⑥　9号墳主体部SX901鉄蝕出土状況（北西から）

⑦11号墳主体部SXllOl鉄刀子出土状況（東から） ⑧11号墳主体部SX1101鉄斧出土状況（南東から）



カラー図版　36

STOl～03棺使用土器



カラー図版　37

弥生木棺墓出土供献土器

／メタ欠移′

弥生木棺墓・11号墳出土鉄器・14号墳出土遺物



カラー図版　38

8号噴出土遺物

、、‾　＼　＿

′′

10号墳出土遺物



カラー図版　39

i

⑳　◎　⑳　◎　⑳　⑳　◎　⑳　◎　⑳

⑳　⑳　⑳　◎　⑳　⑳　◎l　⑳　◎

10号墳出土玉類

蝕 魯 、○ 0

㊥　　⑳　　6　　魯　　昏

SXO6出土玉類



カラー図版　40

実体顕微鏡による出土遺物の細部写真



写真図版1

SXOl（東から）

SXOl墓墳（東から）


	345芝花弥生墓群・古墳群_Part1
	345芝花弥生墓群・古墳群_Part2
	345芝花弥生墓群・古墳群_Part3
	345芝花弥生墓群・古墳群_Part4
	345芝花弥生墓群・古墳群_Part5
	345芝花弥生墓群・古墳群_Part6
	345芝花弥生墓群・古墳群_Part7
	345芝花弥生墓群・古墳群_Part8
	345芝花弥生墓群・古墳群_Part9
	345芝花弥生墓群・古墳群_Part10

